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は  じ  め  に 

 

 橿原市では、すべての人の人権が尊重され、性別にとら

われず一人ひとりの個性と能力を発揮した多様な生き方

が認められる社会の実現を目指し、2003年(平成 15年)

３月に「男女共同参画かしはらプラン」を策定いたしま

した。また、2006年(平成18年)３月には、基本理念や市、

市民、事業者及び教育関係者の責務並びに基本的施策な

どを盛り込んだ「橿原市男女共同参画推進条例」を制定し、さらなる男女共同

参画に向けた取組を進めているところです。 

 このたび、この「男女共同参画かしはらプラン」が平成19年度をもって計画

期間の最終年となることから、次の行動計画の策定に向けてその課題を把握す

るため、事前に市民及び事業所等の皆さまに、男女共同参画についてのご意見

や現状をお聞きする「男女共同参画社会実現に向けての市民意識調査」及び「男

女共同参画社会実現に向けての事業所等実態調査」を実施しました。 

今回まとまりました調査結果につきましては、男女共同参画行動計画(第２

次)の策定及び今後の関連諸施策の実施に向けての基礎資料として十分に活用

させていただきます。 

最後に、この調査にご協力いただきました市民の皆さまや事業所等の関係者

の方々に対し、厚くお礼申し上げますとともに、本市における男女共同参画社

会の実現に向け、一層のご理解とご協力をお願いいたします。 

 

2007年(平成19年)11月 

橿原市長  森下 豊 
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１ 調査の概要 

(１)調査の目的 

 本調査はすべての人の人権が尊重され、その個性と能力を発揮できる心豊かなまちづく

りを目指し、男女共同参画の新たな取組に向け、「橿原市男女共同参画行動計画」を策定す

るための基礎資料とすることを目的として、橿原市にお住まいの20歳以上の方々を対象に

実施したものです。 

 

(２)調査設計 

調査地域  ：橿原市全域 

調査対象  ：住民基本台帳及び外国人登録原票から無作為抽出した橿原市在住の20歳

以上の市民 

標 本 数  ：3,000人 

調査期間  ：2006年（平成18年）9月1日～9月15日 

調査方法  ：郵送配布・郵送回収による郵送調査方法 

（調査期間中にはがきによる礼状兼督促状を送付） 

 

(３)回収結果 

区  分 配布数 回収数 回収率 

総  数 3,000 1,374 45.8％ 

女  性 1,500 758 50.5％ 

男  性 1,500 596 39.7％ 

性別不明  20 0.7％ 
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(４)報告書の見方 

●回答結果の割合（％）はサンプル数（集計対象者総数）に対してそれぞれの回答数の割

合を小数点以下第２位で四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢か

ら１つの選択肢を選ぶ方式）であっても合計値が100.0％にならない場合があります。こ

のことは、本報告書内の分析文、グラフ、表においても反映しています。 

 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択

肢ごとの有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が100.0％

を超える場合があります。 

 

●図表中において、「不明」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が著

しく困難なものです。 

 

●グラフ及び表のＮ数（number of case）は、サンプル数（集計対象者総数）を表してい

ます。 

 

●本文中の設問の選択肢について、長い文は簡略化している場合があります。 

 

●前回の調査は、2001年（平成13年）11月に実施したものです。 
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9.3

6.2

13.3

35.5

35.4

35.9

13.1

14.6

11.2

38.3

40.1

36.1

1.7

1.3

2.0

1.5

2.4

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N＝1,374）

女性（N＝758）

男性（N＝596）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない
そう思わない わからない 不明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 1.4 31.1 20.3 41.9 4.1 1.4

女性　30～39歳（Ｎ=151） 3.3 34.4 14.6 43.0 1.3 3.3

女性　40～49歳（Ｎ=120） 1.7 28.3 14.2 51.7 2.5 1.7

女性　50～59歳（Ｎ=171） 2.9 38.6 14.6 42.1 0.6 1.2

女性　60～69歳（Ｎ=153） 11.8 37.9 13.7 35.9 - 0.7

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 18.2 39.8 12.5 20.5 1.1 8.0

女性　不明（Ｎ=１） - - - 100.0 - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 9.6 25.0 9.6 48.1 5.8 1.9

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 13.0 30.4 7.2 44.9 2.9 1.4

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 12.2 30.0 15.6 35.6 5.6 1.1

男性　50～59歳（Ｎ=128） 9.4 41.4 11.7 35.9 0.8 0.8

男性　60～69歳（Ｎ=167） 12.0 37.7 12.6 36.5 - 1.2

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 24.7 40.4 7.9 22.5 1.1 3.4

男性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - - -

問１　「男は仕事、女は家庭」という考え方について

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

<％表示>

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

 

２ 調査の結果 
 

(１)男女平等について 

 

問１ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について、あなたはどう思いますか。 

（1つに○） 

  

全体でみると「どちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」を合わせた『思わ

ない層』（以下、同じ表記）が51.4％で「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合

わせた『思う層』（以下、同じ表記）の44.8％を上回っています。 

男女別でみると、『思わない層』で男性が 47.3％であるのに対して女性が 54.7％と高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、女性の 20～50歳代、男性の 20～40歳代は『思わない層』が多く、女

性の60歳以上、男性の50歳以上は『思う層』が多くなっています。 

【年齢別】 
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女性　配偶者がいる（N＝538） 5.6 35.9 16.0 39.8 0.7 2.0

女性　配偶者がいない（N＝210） 6.7 34.8 11.4 41.4 2.9 2.9

女性　不明（N＝10） 30.0 20.0 10.0 30.0 - 10.0

男性　配偶者がいる（N＝498） 13.3 37.1 11.6 34.9 1.4 1.6

男性　配偶者がいない（N＝94） 13.8 28.7 9.6 41.5 5.3 1.1

男性　不明（N＝４） - 50.0 - 50.0 - -

<％表示>

不  明そう思う
どちらかといえ
ばそう思う

どちらかといえ
ばそう思わな
い

そう思わない わからない

問１　「男は仕事、女は家庭」という考え方について

女性　はい【共働き】（N＝212） 1.9 27.4 16.0 51.4 0.5 2.8

女性　いいえ（N＝320） 7.2 41.9 16.3 32.2 0.9 1.6

女性　不明（N＝６） 50.0 16.7 - 33.3 - -

男性　はい【共働き】（N＝151） 11.9 32.5 11.9 42.4 0.7 0.7

男性　いいえ（N＝338） 13.6 39.1 11.8 31.7 1.8 2.1

男性　不明（N＝９） 22.2 44.4 - 33.3 - -

<％表示>

問１　「男は仕事、女は家庭」という考え方について

どちらかといえ
ばそう思う

わからない 不  明
どちらかといえ
ばそう思わな
い

そう思う そう思わない

 
配偶者がいる女性、いない女性、いない男性は「そう思わない」が４割程度で最も高く、

配偶者がいる男性は「どちらかといえばそう思う」が37.1％で最も高くなっています。 

また、男女とも共働きの方は「そう思わない」が多いのに対して、共働きではない方は

「どちらかといえばそう思う」が多くなっています。 

 

【問１×問32】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問１×問33】 
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15.6

4.3

56.9

48.3

15.0

32.4

5.5

6.4

0.9

2.6

4.3

4.9

1.2

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（N＝692）

男性（N＝466）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている
平等になっている どちらかといえば女性が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている わからない
不明

12.4

16.4

7.2

49.3

54.0

43.8

24.6

17.3

33.6

5.4

4.4

6.9

1.3

0.7

0.9

3.9

4.1

3.7

3.3

3.5

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N＝1,374）

女性（N＝758）

男性（N＝596）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

不明

 
問２ 次のような分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。 

（それぞれについて、１つに○） 

 

<ア：家庭生活で> 

 

全体でみると「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優

遇されている」を合わせた『男性優遇層』（以下、同じ表記）が61.7％と高くなっています。 

男女別にみると特に女性は70.4％と男性の51.0％を19.4ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前回調査との比較 

 前回調査と比較すると、『男性優遇層』の割合が女性で2.1ポイント、男性で1.6ポ

イント減少しています。一方で「男性の方が非常に優遇されている」の割合が女性で

0.8ポイント、男性で2.9ポイント増加しています。 
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17.9

23.1

11.4

46.4

45.0

48.2

16.7

11.3

23.5

5.2

3.7

7.4

1.0

0.3

1.8

3.0

10.6

7.1

4.7

5.7

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N＝1,374）

女性（N＝758）

男性（N＝596）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている わからない

不明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 16.2 51.4 24.3 2.7 - 5.4 -

女性　30～39歳（Ｎ=151） 13.9 56.3 16.6 4.6 0.7 7.3 0.7

女性　40～49歳（Ｎ=120） 18.3 59.2 15.8 2.5 - 3.3 0.8

女性　50～59歳（Ｎ=171） 22.2 52.6 15.8 5.3 - 2.3 1.8

女性　60～69歳（Ｎ=153） 10.5 56.2 18.3 6.5 0.7 3.3 4.6

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 15.9 44.3 15.9 2.3 3.4 3.4 14.8

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 3.8 28.8 36.5 19.2 5.8 5.8 -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 10.1 36.2 33.3 10.1 1.4 5.8 2.9

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 5.6 46.7 34.4 4.4 - 5.6 3.3

男性　50～59歳（Ｎ=128） 7.8 51.6 28.9 4.7 0.8 4.7 1.6

男性　60～69歳（Ｎ=167） 7.8 47.3 35.9 4.8 0.6 1.2 2.4

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 6.7 38.2 32.6 6.7 2.2 2.2 11.2

男性　不明（Ｎ=１） - - 100.0 - - - -

不  明

問２　ア．家庭生活で

<％表示>

男性の方が
非常に優遇
されている

どちらかとい
えば男性の
方が優遇さ
れている

平  等

どちらかとい
えば女性の
方が優遇さ
れている

女性の方が
非常に優遇
されている

わからない

 
年齢別にみると、女性はすべての年齢層において「どちらかといえば男性の方が優遇さ

れている」が最も多く、『男性優遇層』が多くなっているのに対して、男性の20歳代が「平

等」、30歳以上は「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が最も多くなっており、

20歳代の男性は、『男性優遇層』よりも「平等」が上回っています。 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<イ：職場で> 

 

全体でみると『男性優遇層』が64.3％と高くなっています。 

男女別にみると女性が68.1％と男性の59.6％を8.5ポイント上回っています。男性につ

いては、「平等」が23.5％と女性の11.3％を12.2ポイント上回っています。 
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27.5 44.8

52.4

11.0

19.7

3.5

7.512.0

1.1

0.0

10.5

5.4

1.9

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（N＝692）

男性（N＝466）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている
平等になっている どちらかといえば女性が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている わからない
不明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 33.8 43.2 13.5 1.4 1.4 4.1 2.7

女性　30～39歳（Ｎ=151） 25.8 50.3 9.9 6.0 0.7 6.6 0.7

女性　40～49歳（Ｎ=120） 24.2 55.8 9.2 1.7 - 8.3 0.8

女性　50～59歳（Ｎ=171） 27.5 43.3 13.5 2.9 - 10.5 2.3

女性　60～69歳（Ｎ=153） 17.0 43.1 12.4 5.2 - 12.4 9.8

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 10.2 29.5 9.1 3.4 - 21.6 26.1

女性　不明（Ｎ=１） - - - - - 100.0 -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 13.5 59.6 13.5 7.7 1.9 3.8 -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 17.4 43.5 21.7 13.0 4.3 - -

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 5.6 46.7 32.2 6.7 2.2 4.4 2.2

男性　50～59歳（Ｎ=128） 12.5 43.0 27.3 9.4 2.3 1.6 3.9

男性　60～69歳（Ｎ=167） 13.8 52.1 22.8 6.0 0.6 3.0 1.8

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 5.6 47.2 16.9 3.4 1.1 5.6 20.2

男性　不明（Ｎ=１） - - 100.0 - - - -

不  明

問２　イ．職場で

<％表示>

男性の方が
非常に優遇
されている

どちらかとい
えば男性の
方が優遇さ
れている

平  等

どちらかとい
えば女性の
方が優遇さ
れている

女性の方が
非常に優遇
されている

わからない

 

 前回調査との比較 

 前回調査と比較すると、『男性優遇層』の割合が女性で4.2ポイント、男性で4.8ポ

イント減少しています。また、男性については「平等」の割合が 3.8ポイント増加し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、男女ともにすべての年齢層において「どちらかといえば男性の方が優

遇されている」が最も多く、『男性優遇層』が多くなっています。中でも女性の 20～50歳

代、男性の20歳代は７割以上と高い割合となっています。 

 

【年齢別】 
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13.1

16.5

9.1

59.9

56.6

64.1

3.9

2.9

5.0

1.2

2.2

1.8

1.2

0.3

0.7

14.0

15.0

13.3

6.5

6.6

6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N＝1,374）

女性（N＝758）

男性（N＝596）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない
不明

3.9 21.1

16.7

45.5

56.7

4.3

5.2
1.7

0.9

0.4

22.0

15.9

3.0

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（N＝692）

男性（N＝466）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている
平等になっている どちらかといえば女性が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない
不明

 
<ウ：学校教育の場で> 

 

全体でみると「平等」が59.9％と高くなっており、『男性優遇層』が14.9％、「女性の方

が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」を合わせた

『女性優遇層』（以下、同じ表記）が4.6％となっています。 

男女別にみると男女とも「平等」の割合が高くなっており、特に男性が 64.1％と高い割

合を示しています。『男性優遇層』の割合に対しては、女性が 18.7％、男性が 10.3％と女

性の方が8.4ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前回調査との比較 

 前回調査と比較すると、「平等」の割合が女性で 11.1ポイント、男性で 7.4ポイン

ト増加しています。また、『男性優遇層』の割合については、女性が6.3ポイント、男

性が8.1ポイント減少しています。 
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21.6

27.6

14.1

39.6

41.4

37.4

20.9

12.9

31.2 3.7

1.2

2.3

1.2

0.1

0.7

8.8

10.2

7.2

6.6

6.2

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N＝1,374）

女性（N＝758）

男性（N＝596）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている わからない

不明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 4.1 12.2 70.3 2.7 1.4 6.8 2.7

女性　30～39歳（Ｎ=151） 2.0 13.2 59.6 3.3 - 21.2 0.7

女性　40～49歳（Ｎ=120） 1.7 21.7 63.3 2.5 - 9.2 1.7

女性　50～59歳（Ｎ=171） 3.5 22.8 52.6 3.5 0.6 13.5 3.5

女性　60～69歳（Ｎ=153） 1.3 11.8 53.6 3.9 - 19.0 10.5

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 1.1 14.8 43.2 - - 15.9 25.0

女性　不明（Ｎ=１） - - 100.0 - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） - 7.7 69.2 7.7 1.9 11.5 1.9

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 2.9 5.8 69.6 2.9 - 15.9 2.9

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 1.1 10.0 66.7 4.4 - 15.6 2.2

男性　50～59歳（Ｎ=128） - 9.4 64.8 3.9 2.3 17.2 2.3

男性　60～69歳（Ｎ=167） 2.4 9.6 65.3 7.2 1.2 10.2 4.2

男性　70歳以上（Ｎ= 89） - 10.1 51.7 3.4 1.1 9.0 24.7

男性　不明（Ｎ=１） - - - - - 100.0 -

不  明

問２　ウ．学校教育の場で

<％表示>

男性の方が
非常に優遇
されている

どちらかとい
えば男性の
方が優遇さ
れている

平  等

どちらかとい
えば女性の
方が優遇さ
れている

女性の方が
非常に優遇
されている

わからない

 
年齢別にみると、男女ともにすべての年齢層において「平等」が多くなっています。特

に年齢層が低くなるにつれて割合が高い傾向にあります。 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<エ：政治の場で> 

 

全体でみると『男性優遇層』が61.2％と高くなっています。 

男女別にみると女性は『男性優遇層』が 69.0％と高く、男性は 51.5％と 17.5ポイント

の開きがみられます。男性については「平等」も31.2％と高くなっています。 
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33.7 41.3

41.2

11.7

27.5 3.220.4

1.4 0.3

0.0

5.6

9.1

2.5

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（N＝692）

男性（N＝466）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている
平等になっている どちらかといえば女性が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない
不明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 36.5 47.3 4.1 - - 9.5 2.7

女性　30～39歳（Ｎ=151） 35.8 41.7 11.3 1.3 - 8.6 1.3

女性　40～49歳（Ｎ=120） 28.3 54.2 10.8 - - 5.8 0.8

女性　50～59歳（Ｎ=171） 28.1 45.0 11.7 0.6 - 10.5 4.1

女性　60～69歳（Ｎ=153） 21.6 33.3 17.0 3.3 0.7 13.1 11.1

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 13.6 26.1 21.6 1.1 - 13.6 23.9

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 25.0 36.5 21.2 3.8 1.9 11.5 -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 17.4 33.3 36.2 4.3 - 7.2 1.4

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 17.8 35.6 31.1 2.2 1.1 10.0 2.2

男性　50～59歳（Ｎ=128） 14.1 39.1 25.0 7.0 2.3 8.6 3.9

男性　60～69歳（Ｎ=167） 10.8 44.9 34.7 1.8 0.6 5.4 1.8

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 7.9 27.0 34.8 3.4 1.1 3.4 22.5

男性　不明（Ｎ=１） - - 100.0 - - - -

不  明

問２　エ．政治の場で

<％表示>

男性の方が
非常に優遇
されている

どちらかとい
えば男性の
方が優遇さ
れている

平  等

どちらかとい
えば女性の
方が優遇さ
れている

女性の方が
非常に優遇
されている

わからない

 

 前回調査との比較 

 前回調査と比較すると、『男性優遇層』の割合が女性で 6.0ポイント、男性で 10.1

ポイント減少しています。「平等」の割合が女性で1.2ポイント、男性で3.7ポイント

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、女性のすべての年齢層と男性の20歳代、40～60歳代は「どちらかとい

えば男性の方が優遇されている」が最も多く、男性の30歳代、70歳以上は「平等」の回答

が多くなっています。年齢層が低いほど『男性優遇層』の割合が高い傾向にあります。ま

た、『女性優遇層』はどの年齢層においても１割未満となっています。 

 

【年齢別】 
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7.9

11.2

3.7

27.4

34.3

18.8

39.7

28.6

53.4

6.6

4.6

9.2

2.0

0.3

1.0

11.3

14.1

7.9

6.9

6.3

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N＝1,374）

女性（N＝758）

男性（N＝596）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

不明

18.6 40.5

36.3

18.5

40.6 7.36.0

3.6

0.4

1.5

6.2

16.2

2.2

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（N＝692）

男性（N＝466）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている
平等になっている どちらかといえば女性が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている わからない
不明

 
<オ：法律や制度の上で> 

 

全体でみると「平等」が39.7％で最も高く、次いで『男性優遇層』が35.3％と高くなっ

ています。 

男女別にみると女性は『男性優遇層』が 45.5％で最も高いのに対して、男性は「平等」

が53.4％で最も高く、また、『女性優遇層』をみると、女性が4.9％、男性が11.2％となっ

ており、男女で捉え方に違いがあることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前回調査との比較 

前回調査と比較すると、『男性優遇層』の割合が女性で 13.6ポイント、男性で 19.8

ポイント減少し、男女とも「平等」の割合が高くなっています。 
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女性　20～29歳（Ｎ= 74） 14.9 32.4 27.0 4.1 1.4 17.6 2.7

女性　30～39歳（Ｎ=151） 12.6 39.1 23.2 9.3 - 13.9 2.0

女性　40～49歳（Ｎ=120） 11.7 42.5 30.8 4.2 - 9.2 1.7

女性　50～59歳（Ｎ=171） 14.0 37.4 29.8 2.3 0.6 12.9 2.9

女性　60～69歳（Ｎ=153） 9.8 28.1 32.0 3.3 - 17.0 9.8

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 2.3 20.5 28.4 4.5 - 15.9 28.4

女性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 5.8 15.4 48.1 11.5 7.7 11.5 -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 5.8 15.9 42.0 20.3 2.9 11.6 1.4

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 2.2 23.3 52.2 7.8 - 12.2 2.2

男性　50～59歳（Ｎ=128） 2.3 23.4 47.7 12.5 2.3 10.2 1.6

男性　60～69歳（Ｎ=167） 4.8 18.0 65.9 3.6 - 4.8 3.0

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 2.2 13.5 51.7 5.6 3.4 1.1 22.5

男性　不明（Ｎ=１） - - - 100.0 - - -

不  明

問２　オ．法律や制度の上で

<％表示>

男性の方が
非常に優遇
されている

どちらかとい
えば男性の
方が優遇さ
れている

平  等

どちらかとい
えば女性の
方が優遇さ
れている

女性の方が
非常に優遇
されている

わからない

 
年齢別にみると、女性の20～50歳代は「どちらかといえば男性の方が優遇されている」

が最も多く、女性の60歳以上、男性のすべての年齢層においては「平等」が多くなってい

ます。また、『女性優遇層』をみると、女性はどの年齢層も１割未満にとどまっているのに

対して、男性の20～30歳代は２割程度となっており、違いがあることがわかります。 

 

【年齢別】 
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26.1

33.2

17.6

51.8

47.8

56.9

9.5

6.6

13.1

2.9

1.8

4.4

0.1

0.0

0.3

3.0

5.7

4.4

4.7

5.0

4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N＝1,374）

女性（N＝758）

男性（N＝596）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

不明

39.9 47.8

57.9

4.6

10.5 4.721.0

0.3

0.4

0.7

4.2

3.2

2.1

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（N＝692）

男性（N＝466）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている わからない

不明

 
<カ：社会通念・慣習・しきたりなどで> 

 

全体でみると『男性優遇層』が77.9％と高くなっています。 

男女別にみると『男性優遇層』が女性で81.0％、男性は74.5％で女性の方が高くなって

います。男女の地位について最も男性の方が優遇されているという意識の高い分野となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前回調査との比較 

前回調査と比較すると、『男性優遇層』の割合が女性で6.7ポイント、男性で4.4ポ

イント減少しています。 
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11.1

14.2

7.4

59.4

62.0

56.4

14.2

8.0

21.6

4.3

3.3

5.7

0.7

0.3

1.3

2.9

7.1

5.2

4.7

5.1

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N＝1,374）

女性（N＝758）

男性（N＝596）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない
不明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 35.1 47.3 8.1 - - 9.5 -

女性　30～39歳（Ｎ=151） 39.7 47.0 4.6 1.3 - 6.0 1.3

女性　40～49歳（Ｎ=120） 44.2 47.5 3.3 - - 4.2 0.8

女性　50～59歳（Ｎ=171） 38.0 50.3 5.8 1.8 - 3.5 0.6

女性　60～69歳（Ｎ=153） 20.9 51.6 11.1 3.3 - 5.9 7.2

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 17.0 38.6 6.8 4.5 - 8.0 25.0

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 13.5 61.5 15.4 3.8 1.9 3.8 -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 24.6 47.8 15.9 2.9 - 7.2 1.4

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 22.2 50.0 17.8 4.4 - 3.3 2.2

男性　50～59歳（Ｎ=128） 18.0 58.6 10.9 6.3 - 3.1 3.1

男性　60～69歳（Ｎ=167） 17.4 59.9 14.4 3.0 - 2.4 3.0

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 10.1 60.7 5.6 4.5 1.1 - 18.0

男性　不明（Ｎ=１） - - - 100.0 - - -

不  明

問２　カ．社会通念・慣習・しきたりなどで

<％表示>

男性の方が
非常に優遇
されている

どちらかとい
えば男性の
方が優遇さ
れている

平  等

どちらかとい
えば女性の
方が優遇さ
れている

女性の方が
非常に優遇
されている

わからない

 
年齢別にみると、男女ともすべての年齢層において「どちらかといえば男性の方が優遇

されている」が最も多くなっています。また、女性については20～50歳代は『男性優遇層』

が８割以上と高い割合となっています。 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<キ：社会全体で> 

 

全体でみると『男性優遇層』が70.5％と高く、「平等」が14.2％、『女性優遇層』が5.0％

となっています。 

男女別にみると特に女性は『男性優遇層』が 76.2％と高く、男性は 63.8％と 12.4ポイ

ントの開きがみられます。男性については「平等」も21.6％と高くなっています。 
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21.4 62.9

66.5

5.9

13.9 4.58.4

1.7

1.5

0.1

6.4

4.1

1.1

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（N＝692）

男性（N＝466）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている
平等になっている どちらかといえば女性が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている わからない
不明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 20.3 67.6 2.7 2.7 - 4.1 2.7

女性　30～39歳（Ｎ=151） 14.6 64.9 6.6 2.0 0.7 10.6 0.7

女性　40～49歳（Ｎ=120） 16.7 68.3 4.2 1.7 - 7.5 1.7

女性　50～59歳（Ｎ=171） 14.6 67.3 9.4 1.8 - 5.3 1.8

女性　60～69歳（Ｎ=153） 9.8 58.2 11.8 7.8 - 5.2 7.2

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 12.5 39.8 11.4 3.4 1.1 10.2 21.6

女性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 7.7 57.7 19.2 7.7 1.9 5.8 -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 8.7 42.0 33.3 5.8 2.9 5.8 1.4

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 8.9 55.6 25.6 3.3 - 3.3 3.3

男性　50～59歳（Ｎ=128） 3.9 64.8 18.0 7.8 0.8 2.3 2.3

男性　60～69歳（Ｎ=167） 8.4 59.9 21.0 4.8 0.6 2.4 3.0

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 7.9 48.3 16.9 5.6 3.4 - 18.0

男性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - - - -

不  明

問２　キ．社会全体で

<％表示>

男性の方が
非常に優遇
されている

どちらかとい
えば男性の
方が優遇さ
れている

平  等

どちらかとい
えば女性の
方が優遇さ
れている

女性の方が
非常に優遇
されている

わからない

 

 前回調査との比較 

前回調査と比較すると、『男性優遇層』の割合が女性で 8.1ポイント、男性で 11.1

ポイント減少しており、男女とも「平等」『女性優遇層』が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、すべての年齢層において「どちらかといえば男性の方が優遇されてい

る」が最も多くなっています。また、『男性優遇層』をみると特に女性の 20～50歳代は約

８割で高い割合となっています。 

 

【年齢別】 
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22.9

28.1

16.1

40.4

34.2

48.8 33.4

36.9

35.3

1.7

1.4

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N＝1,374）

女性（N＝758）

男性（N＝596）

認めた方がよい 認めない方がよい どちらともいえない 不明

 

(２)結婚・家庭生活について 

 

問３ 現在の法律では、夫婦は夫又は妻のどちらかの姓を名乗ることになっていますが、

あなたは、夫婦が別々の姓を名乗ることを認める方がよいと思いますか。それと

も別々の姓は認めない方がよいと思いますか。（１つに○） 

 

全体でみると「認めた方がよい」が22.9％、「認めない方がよい」が40.4％、「どちらと

もいえない」が35.3％となっています。 

男女別にみると「認めた方がよい」が女性で 28.1％、男性で 16.1％と女性が 12ポイン

ト高くなっています。逆に「認めない方がよい」については女性で34.2％、男性で48.8％

と男性が14.6ポイント高くなっています。 
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0.0

0.0

0.0
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30～39歳（Ｎ=151）

40～49歳（Ｎ=120）

50～59歳（Ｎ=171）

60～69歳（Ｎ=153）

70歳以上（Ｎ=88）

不明（Ｎ=１）

認めた方がよい 認めない方がよい どちらともいえない 不明
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100.0
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0.0
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2.2
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20～29歳（Ｎ=52）

30～39歳（Ｎ=69）

40～49歳（Ｎ=90）

50～59歳（Ｎ=128）

60～69歳（Ｎ=167）

70歳以上（Ｎ=89）

不明（Ｎ=１）

認めた方がよい 認めない方がよい どちらともいえない 不明

 
年齢別にみると、女性の20～40歳代は「認めた方がよい」が３割以上と他の年齢層より

も高くなっています。また、「認めない方がよい」は男女ともに年齢層が高くなるにつれて

割合が高くなっています。特に男性の 50歳以上は半数以上となっています。「どちらとも

いえない」については男女とも年齢層が高くなるにつれて割合が低くなっています。 

 

【年齢別】 

女性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性 
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0.4%
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認めた方
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認めない
方がよい

51.0%

どちらとも
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不明

1.2%

男性（N=498）

不明

4.3%

どちらとも
いえない

39.4%

認めない

方がよい
37.2%

認めた方

がよい

19.1%

男性（N=94）

認めた方

がよい
34.3%

認めない

方がよい
31.4%

どちらとも

いえない
32.9%

不明

1.4%

女性（N=210）

 
配偶者がいる女性は「どちらともいえない」が 38.7％で最も高く、次いで「認めない方

がよい」が 35.1％、「認めた方がよい」が 25.8％となっており、男性は「認めない方がよ

い」が 51.0％で最も高く、次いで「どちらともいえない」が 32.3％、「認めた方がよい」

が15.5％となっています。 

配偶者がいない女性は「認めた方がよい」が 34.3％で最も高く、次いで「どちらともい

えない」が 32.9％、「認めない方がよい」が 31.4％となっており、男性は「どちらともい

えない」が39.4％で最も高く、次いで「認めない方がよい」が37.2％、「認めた方がよい」

が19.1％となっています。 

 

【問３×問32（配偶者がいる）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問３×問32（配偶者がいない）】 
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問４ 次にあげる家庭の中での仕事は、夫婦のどちらがするのが理想だと思いますか。

また配偶者のいる方はどのようにしていますか。（それぞれについて、１つに○） 

 

<ア：食事の用意> 

男女別に理想と現実をみると、男女とも理想と現実で「主に妻」が多くなっており、特

に男性の割合が高くなっています。「夫婦で同じくらい」については女性の理想が男性の理

想の30.4％を13.7ポイント上回って44.1％となっています。 

 

      女性                                                   男性 
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（Ｎ=758）   （Ｎ=596） 
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女性　20～29歳（Ｎ= 74） 39.2 58.1 - 1.4 1.4

女性　30～39歳（Ｎ=151） 45.7 51.0 - 1.3 2.0

女性　40～49歳（Ｎ=120） 44.2 45.0 - 5.0 5.8

女性　50～59歳（Ｎ=171） 39.8 49.7 0.6 1.2 8.8

女性　60～69歳（Ｎ=153） 47.7 35.3 0.7 1.3 15.0

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 50.0 22.7 1.1 2.3 23.9

女性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 55.8 40.4 - - 3.8

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 52.2 43.5 - - 4.3

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 68.9 25.6 - - 5.6

男性　50～59歳（Ｎ=128） 54.7 37.5 - 2.3 5.5

男性　60～69歳（Ｎ=167） 65.9 24.0 - 1.2 9.0

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 62.9 21.3 1.1 - 14.6

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - -

<％表示>

問４　ア．食事の用意【理想】

主 に 妻
夫婦で同じく
らい

主 に 夫
その他の家
族

不  明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 28.4 2.7 - 2.7 66.2

女性　30～39歳（Ｎ=151） 66.9 4.0 0.7 - 28.5

女性　40～49歳（Ｎ=120） 76.7 4.2 0.8 1.7 16.7

女性　50～59歳（Ｎ=171） 82.5 4.7 0.6 - 12.3

女性　60～69歳（Ｎ=153） 73.2 5.9 0.7 1.3 19.0

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 46.6 3.4 - - 50.0

女性　不明（Ｎ=１） - - - - 100.0

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 13.5 - - 3.8 82.7

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 58.0 7.2 1.4 1.4 31.9

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 78.9 5.6 1.1 4.4 10.0

男性　50～59歳（Ｎ=128） 91.4 4.7 - 0.8 3.1

男性　60～69歳（Ｎ=167） 83.2 4.8 0.6 0.6 10.8

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 73.0 3.4 1.1 - 22.5

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - -

<％表示>

問４　ア．食事の用意【現実】

主 に 妻
夫婦で同じく
らい

主 に 夫
その他の家
族

不  明

 
年齢別にみると理想では女性の20～50歳代は「夫婦で同じくらい」が最も多く、年齢層

が低いほど割合も高くなっています。女性の60歳以上、男性のすべての年齢層では「主に

妻」が最も多くなっています。 

現実では不明の割合が高くみられるものの、すべての年齢層において「主に妻」が多く

なっています。「夫婦で同じくらい」の男性をみると、年齢層が低くなるにつれて割合が高

くなっています。 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 
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主に夫
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不明

理想 現実

単位：％

 
<イ：食事のあとかたづけ> 

男女別に理想と現実をみると、男女とも理想は「夫婦で同じくらい」が多くなっている

のに対して、現実は男女とも「主に妻」が多くなっています。 

 

      女性                                                   男性 
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女性　20～29歳（Ｎ= 74） 20.3 70.3 4.1 4.1 1.4

女性　30～39歳（Ｎ=151） 23.2 72.2 0.7 2.0 2.0

女性　40～49歳（Ｎ=120） 25.8 58.3 0.8 8.3 6.7

女性　50～59歳（Ｎ=171） 21.1 63.2 1.2 5.3 9.4

女性　60～69歳（Ｎ=153） 26.8 49.0 0.7 5.9 17.6

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 30.7 34.1 - 4.5 30.7

女性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 32.7 55.8 1.9 3.8 5.8

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 34.8 53.6 2.9 2.9 5.8

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 44.4 45.6 3.3 1.1 5.6

男性　50～59歳（Ｎ=128） 29.7 57.0 2.3 3.9 7.0

男性　60～69歳（Ｎ=167） 37.1 49.7 1.8 1.8 9.6

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 34.8 37.1 2.2 - 25.8

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - -

<％表示>

問４　イ．食事のあとかたづけ【理想】

主 に 妻
夫婦で同じく
らい

主 に 夫
その他の家
族

不  明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 25.7 5.4 - 1.4 67.6

女性　30～39歳（Ｎ=151） 64.2 5.3 1.3 0.7 28.5

女性　40～49歳（Ｎ=120） 77.5 3.3 - 2.5 16.7

女性　50～59歳（Ｎ=171） 75.4 10.5 0.6 0.6 12.9

女性　60～69歳（Ｎ=153） 67.3 9.2 3.3 1.3 19.0

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 40.9 1.1 - 1.1 56.8

女性　不明（Ｎ=１） - - - - 100.0

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 9.6 5.8 - 1.9 82.7

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 47.8 14.5 4.3 1.4 31.9

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 67.8 15.6 2.2 4.4 10.0

男性　50～59歳（Ｎ=128） 75.8 18.8 0.8 0.8 3.9

男性　60～69歳（Ｎ=167） 59.3 24.6 3.0 2.4 10.8

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 56.2 13.5 2.2 - 28.1

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - -

<％表示>

問４　イ．食事のあとかたづけ【現実】

主 に 妻
夫婦で同じく
らい

主 に 夫
その他の家
族

不  明

 
年齢別に理想についてみると、すべての年齢層において「夫婦で同じくらい」が最も多

く、年齢層が低いほど割合も高い傾向にあります。 

現実では不明の割合が高くみられるものの、すべての年齢層において「主に妻」が多く

なっています。「夫婦で同じくらい」の男性をみると、60歳代までは年齢層が高くなるにつ

れて割合が高くなっています。 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 
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<ウ：掃除> 

男女別に理想と現実をみると、男女ともに現実は「主に妻」が多く、女性は 59.9％、男

性は53.9％となっています。理想は男女とも「夫婦で同じくらい」が多く、女性は60.6％、

男性は53.4％となっています。 

 

      女性                                                   男性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｎ=758）   （Ｎ=596） 
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女性　20～29歳（Ｎ= 74） 25.7 66.2 1.4 2.7 4.1

女性　30～39歳（Ｎ=151） 27.2 68.9 0.7 0.7 2.6

女性　40～49歳（Ｎ=120） 17.5 67.5 0.8 8.3 5.8

女性　50～59歳（Ｎ=171） 20.5 64.9 1.2 2.9 10.5

女性　60～69歳（Ｎ=153） 24.8 51.0 1.3 4.6 18.3

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 29.5 39.8 - - 30.7

女性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 30.8 55.8 3.8 3.8 5.8

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 30.4 59.4 4.3 1.4 4.3

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 38.9 54.4 1.1 - 5.6

男性　50～59歳（Ｎ=128） 33.6 54.7 1.6 3.1 7.0

男性　60～69歳（Ｎ=167） 28.1 55.1 3.0 3.0 10.8

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 28.1 41.6 5.6 1.1 23.6

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - -

<％表示>

問４　ウ．掃除【理想】

主 に 妻
夫婦で同じく
らい

主 に 夫
その他の家
族

不  明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 28.4 4.1 - 1.4 66.2

女性　30～39歳（Ｎ=151） 63.6 7.3 0.7 - 28.5

女性　40～49歳（Ｎ=120） 72.5 10.0 0.8 - 16.7

女性　50～59歳（Ｎ=171） 73.1 12.3 1.8 - 12.9

女性　60～69歳（Ｎ=153） 62.1 14.4 2.6 1.3 19.6

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 34.1 8.0 - - 58.0

女性　不明（Ｎ=１） - - - - 100.0

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 9.6 3.8 1.9 1.9 82.7

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 52.2 10.1 4.3 - 33.3

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 68.9 18.9 - 2.2 10.0

男性　50～59歳（Ｎ=128） 68.8 24.2 1.6 1.6 3.9

男性　60～69歳（Ｎ=167） 51.5 31.7 3.0 2.4 11.4

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 48.3 21.3 3.4 - 27.0

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - -

<％表示>

問４　ウ．掃除【現実】

主 に 妻
夫婦で同じく
らい

主 に 夫
その他の家
族

不  明

 
年齢別に理想についてみると、すべての年齢層において「夫婦で同じくらい」が最も多

く、年齢層が低いほど割合も高い傾向にあります。 

現実では不明の割合が高くみられるものの、すべての年齢層において「主に妻」が多く

なっています。「夫婦で同じくらい」の男性をみると、30歳以上は女性よりも高い割合となっ

ています。 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 



 27 

30.5

56.3

0.7

1.3

11.2

54.7

15.8

0.9

0.4

28.1

020406080100

主に妻

夫婦で同じくらい

主に夫

その他の家族

不明

理想 現実

単位：％

29.5

58.2

1.0

1.7

9.6

43.5

32.0

2.0

1.8

20.6

0 20 40 60 80 100

主に妻　　　

夫婦で同じくらい

主に夫　　　

その他の家族　

不明　　　　

理想 現実

単位：％

 
<エ:食料品・日用品の買い物> 

男女別に理想と現実をみると、男女ともに現実は「主に妻」が多く、女性は 54.7％、男

性は43.5％となっています。理想は男女とも「夫婦で同じくらい」が多く、女性は56.3％、

男性は58.2％となっています。 

 

      女性                                                   男性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｎ=758）   （Ｎ=596） 
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女性　20～29歳（Ｎ= 74） 32.4 64.9 - 1.4 1.4

女性　30～39歳（Ｎ=151） 37.1 59.6 1.3 - 2.0

女性　40～49歳（Ｎ=120） 32.5 59.2 - 1.7 6.7

女性　50～59歳（Ｎ=171） 26.9 61.4 - 1.8 9.9

女性　60～69歳（Ｎ=153） 23.5 54.2 1.3 0.7 20.3

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 34.1 33.0 1.1 3.4 28.4

女性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 21.2 71.2 1.9 1.9 3.8

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 29.0 62.3 2.9 2.9 2.9

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 34.4 56.7 1.1 2.2 5.6

男性　50～59歳（Ｎ=128） 24.2 65.6 0.8 2.3 7.0

男性　60～69歳（Ｎ=167） 35.3 52.7 0.6 1.2 10.2

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 25.8 49.4 - - 24.7

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - -

<％表示>

問４　エ．食料品・日用品の買い物【理想】

主 に 妻
夫婦で同じく
らい

主 に 夫
その他の家
族

不  明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 23.0 5.4 2.7 2.7 66.2

女性　30～39歳（Ｎ=151） 60.3 10.6 0.7 - 28.5

女性　40～49歳（Ｎ=120） 69.2 14.2 - - 16.7

女性　50～59歳（Ｎ=171） 71.9 14.6 0.6 - 12.9

女性　60～69歳（Ｎ=153） 51.0 26.8 2.0 0.7 19.6

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 26.1 19.3 - - 54.5

女性　不明（Ｎ=１） - - - - 100.0

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 3.8 9.6 1.9 1.9 82.7

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 46.4 20.3 1.4 - 31.9

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 54.4 32.2 - 3.3 10.0

男性　50～59歳（Ｎ=128） 48.4 42.2 3.1 2.3 3.9

男性　60～69歳（Ｎ=167） 49.1 35.3 2.4 2.4 10.8

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 34.8 33.7 2.2 - 29.2

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - -

<％表示>

問４　エ．食料品・日用品の買い物【現実】

主 に 妻
夫婦で同じく
らい

主 に 夫
その他の家
族

不  明

 
年齢別に理想についてみると、女性の70歳以上を除くすべての年齢層において「夫婦で

同じくらい」が最も多く、年齢層が低いほど割合も高い傾向にあります。 

現実では不明の割合が高くみられるものの、男性の20歳代を除くすべての年齢層におい

て「主に妻」が多くなっています。「夫婦で同じくらい」の男性をみると、すべての年齢層

で女性よりも高い割合となっています。 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 
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<オ：自治会・町内会への参加> 

男女別に理想と現実をみると、現実では女性は「主に妻」が 26.3％、男性は「主に夫」

が 36.7％となっており、違いがあることがわかります。理想は男女とも「夫婦で同じくら

い」が多く、女性は50.8％、男性は50.0％となっています。 

 

      女性                                                   男性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｎ=758）   （Ｎ=596） 
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女性　20～29歳（Ｎ= 74） 1.4 62.2 32.4 2.7 1.4

女性　30～39歳（Ｎ=151） 1.3 58.9 37.7 - 2.0

女性　40～49歳（Ｎ=120） 4.2 52.5 35.8 0.8 6.7

女性　50～59歳（Ｎ=171） 1.8 59.6 29.2 - 9.4

女性　60～69歳（Ｎ=153） 7.2 40.5 34.0 0.7 17.6

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 11.4 25.0 30.7 2.3 30.7

女性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 9.6 59.6 25.0 1.9 3.8

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 2.9 59.4 30.4 1.4 5.8

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 10.0 53.3 30.0 1.1 5.6

男性　50～59歳（Ｎ=128） 3.1 57.0 31.3 1.6 7.0

男性　60～69歳（Ｎ=167） 6.0 41.9 40.1 1.2 10.8

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 9.0 38.2 25.8 - 27.0

男性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - -

<％表示>

問４　オ．自治会・町内会への参加【理想】

主 に 妻
夫婦で同じく
らい

主 に 夫
その他の家
族

不  明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 4.1 13.5 8.1 6.8 67.6

女性　30～39歳（Ｎ=151） 27.8 23.2 15.9 3.3 29.8

女性　40～49歳（Ｎ=120） 33.3 25.0 22.5 2.5 16.7

女性　50～59歳（Ｎ=171） 32.7 25.7 27.5 0.6 13.5

女性　60～69歳（Ｎ=153） 28.1 21.6 30.7 0.7 19.0

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 17.0 10.2 17.0 - 55.7

女性　不明（Ｎ=１） - - - - 100.0

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 5.8 3.8 1.9 5.8 82.7

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 17.4 21.7 24.6 2.9 33.3

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 25.6 31.1 26.7 6.7 10.0

男性　50～59歳（Ｎ=128） 17.2 35.2 43.0 - 4.7

男性　60～69歳（Ｎ=167） 13.8 24.0 48.5 0.6 13.2

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 11.2 12.4 46.1 1.1 29.2

男性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - -

<％表示>

問４　オ．自治会・町内会への参加【現実】

主 に 妻
夫婦で同じく
らい

主 に 夫
その他の家
族

不  明

 
年齢別に理想についてみると、女性の70歳以上を除くすべての年齢層において「夫婦で

同じくらい」が最も多く、年齢層が低いほど割合も高い傾向にあります。 

現実では不明の割合が高くみられるものの、女性の30～50歳代は「主に妻」が多く、女

性の60歳以上、男性の30歳代、50歳以上は「主に夫」が多く、年齢の低い層は「主に妻」、

年齢の高い層は「主に夫」が参加している傾向となっています。 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 
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<カ：生活収入を得る> 

男女別に理想と現実をみると、男女ともに理想と現実のいずれも「主に夫」が多く、理

想では女性が57.7％、男性が60.4％となっており、現実では女性が55.1％、男性が62.2％

となっています。 

 

       女性                                                   男性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｎ=758）   （Ｎ=596） 
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女性　20～29歳（Ｎ= 74） - 40.5 56.8 1.4 1.4

女性　30～39歳（Ｎ=151） - 35.8 62.3 - 2.0

女性　40～49歳（Ｎ=120） 1.7 35.0 57.5 - 5.8

女性　50～59歳（Ｎ=171） 2.9 29.2 58.5 0.6 8.8

女性　60～69歳（Ｎ=153） 2.6 22.2 56.9 - 18.3

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 4.5 9.1 51.1 2.3 33.0

女性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） - 36.5 59.6 - 3.8

男性　30～39歳（Ｎ= 69） - 30.4 63.8 - 5.8

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 3.3 32.2 58.9 - 5.6

男性　50～59歳（Ｎ=128） 2.3 29.7 60.2 0.8 7.0

男性　60～69歳（Ｎ=167） 3.0 19.2 65.9 1.8 10.2

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 4.5 20.2 49.4 - 25.8

男性　不明（Ｎ=１） - - 100.0 - -

<％表示>

問４　カ．生活収入を得る【理想】

主 に 妻
夫婦で同じく
らい

主 に 夫
その他の家
族

不  明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） - 6.8 24.3 2.7 66.2

女性　30～39歳（Ｎ=151） 1.3 11.3 58.9 - 28.5

女性　40～49歳（Ｎ=120） 2.5 16.7 64.2 - 16.7

女性　50～59歳（Ｎ=171） 6.4 18.1 60.8 0.6 14.0

女性　60～69歳（Ｎ=153） 5.2 8.5 66.7 - 19.6

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 3.4 6.8 31.8 - 58.0

女性　不明（Ｎ=１） - - - - 100.0

男性　20～29歳（Ｎ= 52） - 1.9 13.5 1.9 82.7

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 1.4 14.5 52.2 - 31.9

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 3.3 15.6 71.1 - 10.0

男性　50～59歳（Ｎ=128） 3.1 15.6 75.8 0.8 4.7

男性　60～69歳（Ｎ=167） 3.6 14.4 68.3 1.2 12.6

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 2.2 11.2 58.4 - 28.1

男性　不明（Ｎ=１） - - 100.0 - -

<％表示>

問４　カ．生活収入を得る【現実】

主 に 妻
夫婦で同じく
らい

主 に 夫
その他の家
族

不  明

 
年齢別に理想をみると、すべての年齢層において「主に夫」が最も多くなっています。 

現実では不明の割合が高くみられるものの、すべての年齢層において「主に夫」が多く、

特に男性の40～50歳代で７割以上と高くなっています。 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 
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<キ：日常の家計管理> 

男女別に理想と現実をみると、男女ともに理想と現実のいずれも「主に妻」が多く、理

想では女性が46.8％、男性が47.8％となっており、現実では女性が56.5％、男性が58.7％

となっています。 

 

       女性                                                   男性 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｎ=758）   （Ｎ=596） 
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女性　20～29歳（Ｎ= 74） 60.8 35.1 1.4 - 2.7

女性　30～39歳（Ｎ=151） 54.3 41.7 2.0 - 2.0

女性　40～49歳（Ｎ=120） 46.7 43.3 4.2 - 5.8

女性　50～59歳（Ｎ=171） 41.5 46.8 1.8 0.6 9.4

女性　60～69歳（Ｎ=153） 39.9 40.5 2.0 - 17.6

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 45.5 20.5 3.4 1.1 29.5

女性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 46.2 48.1 1.9 - 3.8

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 56.5 37.7 1.4 - 4.3

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 51.1 37.8 5.6 - 5.6

男性　50～59歳（Ｎ=128） 42.2 45.3 4.7 0.8 7.0

男性　60～69歳（Ｎ=167） 49.7 35.3 4.2 0.6 10.2

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 42.7 30.3 2.2 - 24.7

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - -

<％表示>

問４　キ．日常の家計管理【理想】

主 に 妻
夫婦で同じく
らい

主 に 夫
その他の家
族

不  明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 29.7 - 2.7 1.4 66.2

女性　30～39歳（Ｎ=151） 62.3 6.6 3.3 - 27.8

女性　40～49歳（Ｎ=120） 61.7 14.2 5.8 0.8 17.5

女性　50～59歳（Ｎ=171） 66.1 16.4 4.1 0.6 12.9

女性　60～69歳（Ｎ=153） 60.8 13.7 6.5 - 19.0

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 36.4 4.5 2.3 - 56.8

女性　不明（Ｎ=１） - - - - 100.0

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 11.5 1.9 1.9 1.9 82.7

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 55.1 10.1 2.9 - 31.9

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 66.7 20.0 3.3 - 10.0

男性　50～59歳（Ｎ=128） 72.7 14.8 9.4 - 3.1

男性　60～69歳（Ｎ=167） 64.1 20.4 5.4 - 10.2

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 50.6 13.5 10.1 - 25.8

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - -

<％表示>

問４　キ．日常の家計管理【現実】

主 に 妻
夫婦で同じく
らい

主 に 夫
その他の家
族

不  明

 
年齢別に理想についてみると女性の20～40歳代、70歳以上、男性の30～40歳代、60歳

以上は「主に妻」、女性の50～60歳代、男性の20歳代、50歳代は「夫婦で同じくらい」が

多くなっています。 

現実は不明の割合が高くみられるものの、すべての年齢層において「主に妻」が多く、

特に女性の30～60歳代、男性の40～60歳代が６割以上となっています。 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 35 
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全体（N＝1,374）

女性（N＝758）

男性（N＝596）

０分 １分～30分未満 30分～１時間未満 １時間～２時間未満

２時間～３時間未満 ３時間以上 不明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 20.3 29.7 25.7 20.3 1.4 2.7 -

女性　30～39歳（Ｎ=151） 5.3 8.6 33.8 37.1 12.6 1.3 1.3

女性　40～49歳（Ｎ=120） - 6.7 30.0 49.2 9.2 4.2 0.8

女性　50～59歳（Ｎ=171） 1.8 2.3 37.4 42.7 13.5 1.8 0.6

女性　60～69歳（Ｎ=153） 1.3 4.6 35.9 35.3 16.3 3.3 3.3

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 4.5 9.1 31.8 25.0 11.4 - 18.2

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 59.6 26.9 9.6 - - - 3.8

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 47.8 29.0 17.4 4.3 - - 1.4

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 40.0 43.3 7.8 3.3 1.1 - 4.4

男性　50～59歳（Ｎ=128） 49.2 35.9 9.4 3.9 0.8 - 0.8

男性　60～69歳（Ｎ=167） 39.5 29.9 16.8 7.8 1.2 - 4.8

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 32.6 22.5 22.5 5.6 3.4 - 13.5

男性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - - - -

不  明

問５　ア．食事の用意

<％表示>

０  分
１分～

30分未満
30分～

１時間未満
１時間～

２時間未満
２時間～

３時間未満
３時間以上

 
問５ あなたが１日のうちで家庭内の各仕事に費やす時間をお答えください。 

   （それぞれについて、１つに○）    

 

<ア:食事の用意> 

 

全体でみると「30分～１時間未満」が24.7％で最も高く、次いで「１時間～２時間未満」

が22.7％、「０分」が21.3％と続いています。 

男女別にみると男性は「０分」が 43.3％、「１分～30分未満」が 31.9％と費やす時間が

短いのに対して、女性は「１時間～２時間未満」が36.8％、「30分～１時間未満」が33.4％

と食事の用意は女性が担っている状況がうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、女性の30～50歳代は「１時間～２時間未満」、60歳以上は「30分～１

時間未満」が多くなっています。 

 

【年齢別】 
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全体（N＝1,374）

女性（N＝758）

男性（N＝596）

０分 １分～30分未満 30分～１時間未満 １時間～２時間未満

２時間～３時間未満 ３時間以上 不明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 13.5 64.9 18.9 2.7 - - -

女性　30～39歳（Ｎ=151） 2.6 38.4 45.7 9.3 1.3 1.3 1.3

女性　40～49歳（Ｎ=120） 0.8 35.8 49.2 12.5 0.8 - 0.8

女性　50～59歳（Ｎ=171） 1.2 33.9 49.7 14.0 1.2 - -

女性　60～69歳（Ｎ=153） 1.3 39.2 45.1 9.8 1.3 - 3.3

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 3.4 34.1 33.0 6.8 - - 22.7

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 44.2 46.2 5.8 - - - 3.8

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 30.4 56.5 8.7 2.9 - - 1.4

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 33.3 54.4 5.6 3.3 - - 3.3

男性　50～59歳（Ｎ=128） 43.8 46.9 7.0 0.8 - - 1.6

男性　60～69歳（Ｎ=167） 31.1 47.9 15.6 1.2 - - 4.2

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 28.1 39.3 14.6 2.2 - - 15.7

男性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - - - -

問５　イ．食事のあとかたづけ

<％表示>

０  分
１分～

30分未満
30分～

１時間未満
１時間～

２時間未満
２時間～

３時間未満
３時間以上 不  明

 
<イ：食事のあとかたづけ> 

 

全体でみると「１分～30分未満」が43.1％で最も高く、次いで「30分～１時間未満」が

28.5％、「０分」が16.9％と続いています。 

男女別にみると男性は「１分～30分未満」が 48.3％、「０分」が 34.7％と費やす時間が

短いのに対して、女性は「30分～１時間未満」が42.9％、「１分～30分未満」が39.2％と

食事のあとかたづけは女性が担っている状況がうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、女性の30～60歳代は「30分～１時間未満」、20歳代、70歳以上は「１

分～30分未満」が多くなっています。 

 

【年齢別】 
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17.6

3.0
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34.0

29.2

40.1

31.6

44.7

14.9

11.1

16.8

4.0

4.4

4.2

1.7

1.1

0.3 0.0

0.4

0.2

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N＝1,374）

女性（N＝758）

男性（N＝596）

０分 １分～30分未満 30分～１時間未満 １時間～２時間未満

２時間～３時間未満 ３時間以上 不明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 16.2 51.4 25.7 5.4 1.4 - -

女性　30～39歳（Ｎ=151） 3.3 29.8 46.4 15.9 2.0 1.3 1.3

女性　40～49歳（Ｎ=120） - 39.2 40.0 18.3 1.7 - 0.8

女性　50～59歳（Ｎ=171） - 24.6 50.9 21.6 1.2 0.6 1.2

女性　60～69歳（Ｎ=153） 2.6 21.6 49.7 18.3 3.3 - 4.6

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 1.1 18.2 44.3 13.6 - - 22.7

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 36.5 44.2 9.6 5.8 - - 3.8

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 43.5 36.2 14.5 2.9 1.4 - 1.4

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 46.7 38.9 10.0 1.1 - - 3.3

男性　50～59歳（Ｎ=128） 46.1 41.4 7.8 3.1 - - 1.6

男性　60～69歳（Ｎ=167） 28.7 42.5 19.2 5.4 - - 4.2

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 22.5 34.8 25.8 5.6 1.1 - 10.1

男性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - - - -

２時間～
３時間未満

３時間以上 不  明

問５　ウ．掃除

<％表示>

０  分
１分～

30分未満
30分～

１時間未満
１時間～

２時間未満

 
<ウ：掃除> 

 

全体でみると「１分～30分未満」が34.0％で最も高く、次いで「30分～１時間未満」が

31.6％、「０分」が17.6％と続いています。 

男女別にみると男性は「１分～30分未満」が 40.1％、「０分」が 36.6％と費やす時間が

短いのに対して、女性は「30分～１時間未満」が44.7％、「１分～30分未満」が29.2％と

掃除は女性が担っている状況がうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、女性の20歳代は「１分～30分未満」、30歳以上は「30分～１時間未満」

が多くなっています。男性の20歳代、60歳以上は「１分～30分未満」が多くなっており、

30～50歳代は「０分」が多くなっています。 

 

【年齢別】 
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27.8

4.5

57.7

24.0

26.1

21.6

34.3

50.9

13.1

9.1

14.4

2.5

4.4

3.6

0.3

0.3

0.3 0.0

0.3

0.1

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N＝1,374）

女性（N＝758）

男性（N＝596）

０分 １分～30分未満 30分～１時間未満 １時間～２時間未満
２時間～３時間未満 ３時間以上 不明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 24.3 37.8 32.4 4.1 1.4 - -

女性　30～39歳（Ｎ=151） 6.0 28.5 44.4 18.5 0.7 0.7 1.3

女性　40～49歳（Ｎ=120） 1.7 28.3 51.7 17.5 - - 0.8

女性　50～59歳（Ｎ=171） 0.6 17.5 62.6 18.7 - 0.6 -

女性　60～69歳（Ｎ=153） 0.7 26.8 57.5 11.1 - - 3.9

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 2.3 25.0 43.2 9.1 - - 20.5

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 63.5 17.3 15.4 - - - 3.8

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 58.0 26.1 13.0 1.4 - - 1.4

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 57.8 25.6 13.3 - - - 3.3

男性　50～59歳（Ｎ=128） 70.3 17.2 8.6 2.3 - - 1.6

男性　60～69歳（Ｎ=167） 51.5 25.7 13.2 4.2 1.2 - 4.2

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 47.2 15.7 18.0 4.5 - - 14.6

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - - -

不  明

問５　エ．洗濯

<％表示>

０  分
１分～

30分未満
30分～

１時間未満
１時間～

２時間未満
２時間～

３時間未満
３時間以上

 
<エ：洗濯> 

 

全体でみると「30分～１時間未満」が34.3％で最も高く、次いで「０分」が27.8％、「１

分～30分未満」が24.0％と続いています。 

男女別にみると男性は「０分」が57.7％と半数を超えて最も高く、次いで「１分～30分

未満」が 21.6％と費やす時間が短いのに対して、女性は「30分～１時間未満」が 50.9％、

「１分～30分未満」が26.1％と洗濯は女性が担っている状況がうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、女性は20歳代を除くすべての年齢層において「30分～１時間未満」が

多くなっています。男性はすべての年齢層において「０分」が多くなっています。 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 



 39 

13.4

4.7

24.5

20.7

13.3

30.7

36.9

45.1

27.0

21.8

29.4

11.7

4.9

4.5

1.0

1.9

2.6

0.4

0.3

0.3

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N＝1,374）

女性（N＝758）

男性（N＝596）

０分 １分～30分未満 30分～１時間未満 １時間～２時間未満

２時間～３時間未満 ３時間以上 不明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 24.3 17.6 39.2 17.6 1.4 - -

女性　30～39歳（Ｎ=151） 5.3 18.5 43.7 25.8 4.6 0.7 1.3

女性　40～49歳（Ｎ=120） - 20.0 48.3 30.0 0.8 - 0.8

女性　50～59歳（Ｎ=171） 2.3 13.5 49.1 32.2 2.3 - 0.6

女性　60～69歳（Ｎ=153） 0.7 7.2 47.7 34.6 2.6 0.7 6.5

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 4.5 2.3 36.4 30.7 3.4 - 22.7

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 28.8 34.6 21.2 9.6 1.9 - 3.8

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 23.2 40.6 23.2 10.1 1.4 1.4 -

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 28.9 37.8 23.3 5.6 1.1 - 3.3

男性　50～59歳（Ｎ=128） 25.0 40.6 26.6 6.3 - 0.8 0.8

男性　60～69歳（Ｎ=167） 24.0 22.2 33.5 15.0 1.2 - 4.2

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 19.1 14.6 25.8 22.5 1.1 - 16.9

男性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - - - -

不  明

問５　オ．食料品・日用品の買い物

<％表示>

０  分
１分～

30分未満
30分～

１時間未満
１時間～

２時間未満
２時間～

３時間未満
３時間以上

 
<オ：食料品・日用品の買い物> 

 

全体でみると「30分～１時間未満」が36.9％で最も高く、次いで「１時間～２時間未満」

が21.8％、「１分～30分未満」が20.7％と続いています。 

男女別にみると男性は「１分～30分未満」が30.7％、「30分～１時間未満」が27.0％で

高く、女性は「30分～１時間未満」が 45.1％、「１時間～２時間未満」が 29.4％と高く、

食料品・日用品の買い物については男女が担っている状況がうかがえるものの、男性は「０

分」も24.5％あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、女性のすべての年齢層、男性の 60歳以上は「30分～１時間未満」、男

性の20～50歳代は「１分～30分未満」が多くなっています。 

 

【年齢別】 
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35.9

34.2

38.9

11.4

7.8

16.3

11.1

8.0

14.9

8.7

9.2

8.2

16.8

17.9

3.2

4.7

5.8

11.4

17.0

4.0 14.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N＝1,374）

女性（N＝758）

男性（N＝596）

０分 １分～30分未満 30分～１時間未満 １時間～２時間未満

２時間～３時間未満 ３時間以上 不明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 66.2 1.4 - 1.4 - 27.0 4.1

女性　30～39歳（Ｎ=151） 26.5 2.0 6.0 7.9 6.0 47.0 4.6

女性　40～49歳（Ｎ=120） 15.8 9.2 16.7 26.7 15.8 10.8 5.0

女性　50～59歳（Ｎ=171） 33.9 16.4 10.5 10.5 5.8 9.9 12.9

女性　60～69歳（Ｎ=153） 43.1 6.5 5.9 3.9 2.6 4.6 33.3

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 29.5 6.8 5.7 1.1 2.3 1.1 53.4

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 71.2 1.9 - 3.8 5.8 9.6 7.7

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 34.8 13.0 13.0 14.5 7.2 10.1 7.2

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 11.1 23.3 32.2 17.8 5.6 4.4 5.6

男性　50～59歳（Ｎ=128） 36.7 29.7 19.5 6.3 2.3 0.8 4.7

男性　60～69歳（Ｎ=167） 47.9 12.0 10.2 5.4 0.6 1.8 22.2

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 37.1 9.0 10.1 4.5 2.2 4.5 32.6

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - - -

不  明

問５　カ．子どもとのふれあい、育児

<％表示>

０  分
１分～

30分未満
30分～

１時間未満
１時間～

２時間未満
２時間～

３時間未満
３時間以上

 
<カ：子どもとのふれあい、育児> 

 

全体でみると「０分」が35.9％で最も高く、次いで「１分～30分未満」と「３時間以上」

が11.4％、「30分～１時間未満」が11.1％と続いています。 

男女別にみると男女ともに「０分」が多く、男性は38.9％、女性は34.2％となっており、

次いで男性は「１分～30分未満」が16.3％、女性は「３時間以上」が17.0％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、女性の30歳代は「３時間以上」、40歳代は「１時間～２時間未満」、男

性の40歳代は「30分～１時間未満」が最も多く、その他の年齢層については「０分」が多

くなっています。 

 

【年齢別】 
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60.1

62.9

57.4

8.6

4.7

13.8

7.3

6.6

8.1 3.4

16.2

16.4

3.0

2.5

1.0

1.6

2.1

3.3

4.7

1.5

14.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N＝1,374）

女性（N＝758）

男性（N＝596）

０分 １分～30分未満 30分～１時間未満 １時間～２時間未満

２時間～３時間未満 ３時間以上 不明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 91.9 - 1.4 1.4 - - 5.4

女性　30～39歳（Ｎ=151） 80.1 4.6 2.0 2.0 2.0 4.0 5.3

女性　40～49歳（Ｎ=120） 65.0 14.2 6.7 2.5 1.7 6.7 3.3

女性　50～59歳（Ｎ=171） 59.1 4.1 9.9 2.9 4.1 6.4 13.5

女性　60～69歳（Ｎ=153） 49.0 2.6 9.8 3.9 1.3 5.2 28.1

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 37.5 1.1 6.8 1.1 2.3 3.4 47.7

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 75.0 7.7 3.8 3.8 - 3.8 5.8

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 63.8 15.9 7.2 4.3 1.4 1.4 5.8

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 60.0 16.7 8.9 3.3 2.2 - 8.9

男性　50～59歳（Ｎ=128） 57.8 22.7 8.6 2.3 1.6 2.3 4.7

男性　60～69歳（Ｎ=167） 53.3 10.2 9.6 4.2 - 1.2 21.6

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 46.1 6.7 6.7 2.2 1.1 1.1 36.0

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - - -

<％表示>

不  明

問５　キ．親や病人の世話

０  分
１分～

30分未満
30分～

１時間未満
１時間～

２時間未満
２時間～

３時間未満
３時間以上

 
<キ：親や病人の世話> 

 

全体でみると「０分」が 60.1％で最も高く、次いで「１分～30分未満」が 8.6％、「30

分～１時間未満」が7.3％と続いています。 

男女別にみると男女ともに「０分」が多く、女性は62.9％、男性は57.4％となっており、

次いで男性は「１分～30分未満」が13.8％、女性は「30分～１時間未満」が6.6％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、すべての年齢層において「０分」が多くなっていますが、女性の40歳

代、男性の30～60歳代で「１分～30分未満」が１～２割程度みられます。 

 

【年齢別】 
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12.6

42.2

32.2

30.6

18.0

42.0

67.6

33.4

42.9

44.7

50.9

45.1

8.0

6.6

36.8

10.0

16.8

14.4

29.4

9.2 5.8 17.9

16.4

2.5

1.7

11.7

0.3

0.9

2.6

2.1

17.0

4.7

0.4

2.2

0.3

0.3

0.3

4.2

3.7

3.3

3.6

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

食事の用意

食事のあとかたづけ

掃除

洗濯

食料品・日用品の買い物

子どもとのふれあい、育児

親や病人の世話

０分～30分未満 30分～１時間未満 １時間～２時間未満
２時間～３時間未満 ３時間以上 不明

女性（Ｎ=758）

29.6

15.8

17.7

16.3

15.0

40.7

29.2

47.1

50.2

58.0

54.7

15.4

6.0

45.9

17.5

25.3

18.3

22.2

12.1

6.8

15.0

18.8 18.9

6.6

29.6

36.4

2.7

2.9

1.4

3.5

1.6

1.6

0.0

0.0

0.2

3.3

0.4

5.1

4.5

3.9

3.9

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

食事の支度

食事のあとかたづけ

室内室外の掃除

洗濯

買い物

子どもとのふれあい、育児

親や病人の世話

０分～30分未満 30分～１時間未満 １時間～２時間未満

２時間～３時間未満 ３時間以上 不明

女性（Ｎ=486）

 

 前回調査との比較 【女性】 

前回調査と比較すると、女性の家庭の仕事に費やす時間ですべての項目において「０

分～30分未満」の回答が多くなっており、中でも「子どもとのふれあい、育児」（27.0

ポイント増加）、「親や病人の世話」（26.9ポイント増加）が顕著となっており、家庭の

仕事に費やす時間が短くなる傾向にあることがわかります。 

 

今回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査 
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75.2

83.0

76.7

79.3

55.2

55.2

71.2

14.1

10.4

14.9

13.1

27.0

14.9

8.1

4.9

4.0

11.7

8.2 3.2 14.4

14.9

3.4

1.7

2.5

0.3

0.3

0.0

1.0

1.0

1.2

4.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.3

4.0

4.9

4.7

4.7

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

食事の用意

食事のあとかたづけ

掃除

洗濯

食料品・日用品の買い物

子どもとのふれあい、育児

親や病人の世話

０分～30分未満 30分～１時間未満 １時間～２時間未満

２時間～３時間未満 ３時間以上 不明

男性（Ｎ=596）

68.7

77.4

64.3

69.8

51.0

28.6

54.5

15.8

16.1

21.0

18.0

30.8

24.3

13.9

7.6

8.2

10.6

16.6 4.9 4.6 21.0

23.2

3.8

0.5

4.1

0.8

0.3

0.0

0.3

1.6

1.4 3.3

0.0

0.5

0.0

0.0

0.0

6.3

5.7

6.5

8.2

6.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

食事の支度

食事のあとかたづけ

室内室外の掃除

洗濯

買い物

子どもとのふれあい、育児

親や病人の世話

０分～30分未満 30分～１時間未満 １時間～２時間未満

２時間～３時間未満 ３時間以上 不明

男性（Ｎ=367）

 

 前回調査との比較 【男性】 

前回調査と比較すると、男性の家庭の仕事に費やす時間ですべての項目において「０

分～30分未満」の回答が多くなっており、中でも「子どもとのふれあい、育児」（26.6

ポイント増加）が顕著となっており、女性と同様に家庭の仕事に費やす時間が短くな

る傾向にあることがわかります。 

 

今回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査 
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全体（N＝1,374） 82.4 7.3 0.1 0.1 0.5 9.7

女性（N＝ 758） 84.3 7.4 0.1 - 0.3 7.9

男性（N＝ 596） 81.0 6.9 - 0.2 0.7 11.2

<％表示>

問６　ア．優しく思いやりのある子に　(女の子)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 93.2 5.4 - - - 1.4

女性　30～39歳（Ｎ=151） 94.7 2.0 - - - 3.3

女性　40～49歳（Ｎ=120） 89.2 5.8 - - 0.8 4.2

女性　50～59歳（Ｎ=171） 80.7 11.7 - - - 7.6

女性　60～69歳（Ｎ=153） 79.1 9.2 0.7 - - 11.1

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 68.2 9.1 - - 1.1 21.6

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 80.8 11.5 - - 3.8 3.8

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 91.3 2.9 - - - 5.8

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 85.6 3.3 - - 1.1 10.0

男性　50～59歳（Ｎ=128） 88.3 6.3 - - - 5.5

男性　60～69歳（Ｎ=167） 77.2 7.8 - - - 15.0

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 65.2 10.1 - 1.1 1.1 22.5

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

<％表示>

問６　ア．優しく思いやりのある子に　(女の子)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

 

(３)子育てについて 

 

問６ あなたは自分の子どもはどのように育てたいですか。子どものいない方、また、

子育てを終えられた方もお答えください。（それぞれについて、１つに○） 

 

＜ア：優しく思いやりのある子に・女の子＞ 

 

全体でみると「そう思う」が 82.4％で最も高く、次いで「どちらかといえばそう思う」

が7.3％と肯定する回答が多くを占めています。 

男女別にみると男女ともに「そう思う」が多く、女性は84.3％、男性は81.0％となって

おり、次いで「どちらかといえばそう思う」で女性が7.4％、男性が6.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、男女ともすべての年齢層において「そう思う」が多くなっています。

特に女性の20～30歳代、男性の30歳代で９割以上と高くなっています。 

 

【年齢別】 
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全体（N＝1,374） 78.1 12.3 0.1 0.1 0.6 8.9

女性（N＝ 758） 79.2 11.9 - - 0.4 8.6

男性（N＝ 596） 77.7 12.8 0.2 0.2 0.8 8.4

<％表示>

問６　ア．優しく思いやりのある子に　(男の子)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 90.5 6.8 - - - 2.7

女性　30～39歳（Ｎ=151） 89.4 7.3 - - - 3.3

女性　40～49歳（Ｎ=120） 89.2 6.7 - - 0.8 3.3

女性　50～59歳（Ｎ=171） 81.3 12.3 - - - 6.4

女性　60～69歳（Ｎ=153） 66.7 21.6 - - - 11.8

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 55.7 13.6 - - 2.3 28.4

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 82.7 13.5 - - 3.8 -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 88.4 7.2 - - - 4.3

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 83.3 7.8 - 1.1 1.1 6.7

男性　50～59歳（Ｎ=128） 84.4 11.7 - - - 3.9

男性　60～69歳（Ｎ=167） 72.5 16.2 0.6 - - 10.8

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 60.7 16.9 - - 2.2 20.2

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

<％表示>

問６　ア．優しく思いやりのある子に　(男の子)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

 
＜ア：優しく思いやりのある子に・男の子＞ 

 

全体でみると「そう思う」が 78.1％で最も高く、次いで「どちらかといえばそう思う」

が12.3％と肯定する回答が多くを占めています。 

男女別にみると男女ともに「そう思う」が多く、女性は79.2％、男性は77.7％となって

おり、次いで「どちらかといえばそう思う」で男性が12.8％、女性が11.9％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、男女ともすべての年齢層において「そう思う」が多くなっています。

特に女性の20～40歳代が９割程度、男性の20～50歳代が８割以上で高くなっています。 

 

【年齢別】 
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全体（N＝1,374） 53.0 31.8 2.0 0.6 0.9 11.6

女性（N＝ 758） 53.4 32.8 1.8 0.8 0.8 10.3

男性（N＝ 596） 53.0 31.0 2.2 0.3 1.2 12.2

<％表示>

問６　イ．正義感のある子に　(女の子)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 59.5 33.8 2.7 - 1.4 2.7

女性　30～39歳（Ｎ=151） 54.3 39.7 0.7 0.7 0.7 4.0

女性　40～49歳（Ｎ=120） 62.5 27.5 5.0 - 1.7 3.3

女性　50～59歳（Ｎ=171） 53.2 35.1 1.8 0.6 0.6 8.8

女性　60～69歳（Ｎ=153） 51.0 32.7 1.3 1.3 - 13.7

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 38.6 23.9 - 2.3 1.1 34.1

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 48.1 38.5 1.9 1.9 5.8 3.8

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 58.0 29.0 5.8 - - 7.2

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 53.3 30.0 4.4 - 2.2 10.0

男性　50～59歳（Ｎ=128） 57.8 36.7 - - - 5.5

男性　60～69歳（Ｎ=167） 53.9 29.3 0.6 - 0.6 15.6

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 43.8 23.6 3.4 1.1 1.1 27.0

男性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - - -

<％表示>

問６　イ．正義感のある子に　(女の子)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

 
＜イ：正義感のある子に・女の子＞ 

 

全体でみると「そう思う」が 53.0％で最も高く、次いで「どちらかといえばそう思う」

が31.8％と肯定する回答が多くを占めています。 

男女別にみると男女ともに「そう思う」が多く、女性は53.4％、男性は53.0％となって

おり、次いで「どちらかといえばそう思う」で女性が32.8％、男性が31.0％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、男女ともすべての年齢層において「そう思う」が多くなっています。 

 

【年齢別】 
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全体（N＝1,374） 71.3 19.4 0.9 0.2 0.6 7.6

女性（N＝ 758） 69.9 21.6 0.8 0.3 0.4 7.0

男性（N＝ 596） 73.7 16.8 0.8 0.2 0.8 7.7

<％表示>

問６　イ．正義感のある子に　(男の子)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 79.7 16.2 1.4 - 1.4 1.4

女性　30～39歳（Ｎ=151） 68.9 26.5 0.7 - 0.7 3.3

女性　40～49歳（Ｎ=120） 70.8 24.2 0.8 0.8 - 3.3

女性　50～59歳（Ｎ=171） 68.4 24.0 1.2 0.6 - 5.8

女性　60～69歳（Ｎ=153） 71.9 18.3 0.7 - - 9.2

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 61.4 15.9 - - 1.1 21.6

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 65.4 28.8 - 1.9 3.8 -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 81.2 11.6 4.3 - - 2.9

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 75.6 15.6 - - 1.1 7.8

男性　50～59歳（Ｎ=128） 74.2 21.9 - - - 3.9

男性　60～69歳（Ｎ=167） 75.4 13.2 0.6 - 0.6 10.2

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 66.3 14.6 1.1 - 1.1 16.9

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

<％表示>

問６　イ．正義感のある子に　(男の子)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

 
＜イ：正義感のある子に・男の子＞ 

 

全体でみると「そう思う」が 71.3％で最も高く、次いで「どちらかといえばそう思う」

が19.4％と肯定する回答が多くを占めています。 

男女別にみると男女ともに「そう思う」が多く、男性は73.7％、女性は69.9％となって

おり、次いで「どちらかといえばそう思う」で女性が21.6％、男性が16.8％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、男女ともすべての年齢層において「そう思う」が多くなっています。

特に男性の 30歳代では８割、女性の 20歳代、40歳代、60歳代、男性の 40～60歳代にお

いても７割を超えて高くなっています。 

 

【年齢別】 
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全体（N＝1,374） 59.5 24.8 2.3 1.1 0.9 11.4

女性（N＝ 758） 63.9 23.1 1.7 0.7 0.8 9.9

男性（N＝ 596） 54.4 27.5 3.0 1.7 1.0 12.4

<％表示>

問６　ウ．経済的に自立できる子に　(女の子)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 62.2 31.1 - - 1.4 5.4

女性　30～39歳（Ｎ=151） 66.2 25.2 3.3 0.7 0.7 4.0

女性　40～49歳（Ｎ=120） 74.2 20.0 0.8 - 0.8 4.2

女性　50～59歳（Ｎ=171） 69.0 19.3 2.3 0.6 0.6 8.2

女性　60～69歳（Ｎ=153） 58.2 26.1 0.7 2.0 0.7 12.4

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 46.6 19.3 2.3 - 1.1 30.7

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 46.2 40.4 3.8 1.9 3.8 3.8

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 60.9 21.7 4.3 4.3 1.4 7.2

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 51.1 35.6 2.2 1.1 - 10.0

男性　50～59歳（Ｎ=128） 60.2 29.7 2.3 2.3 - 5.5

男性　60～69歳（Ｎ=167） 55.7 23.4 3.6 1.2 1.2 15.0

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 46.1 21.3 2.2 - 1.1 29.2

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

<％表示>

問６　ウ．経済的に自立できる子に　(女の子)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

 
＜ウ：経済的に自立できる子に・女の子＞ 

 

全体でみると「そう思う」が 59.5％で最も高く、次いで「どちらかといえばそう思う」

が24.8％と肯定する回答が多くを占めています。 

男女別にみると男女ともに「そう思う」が多く、女性は63.9％、男性は54.4％となって

おり、次いで「どちらかといえばそう思う」で男性が27.5％、女性が23.1％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、男女ともすべての年齢層において「そう思う」が多くなっています。 

 

【年齢別】 
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全体（N＝1,374） 86.2 5.5 0.3 0.1 0.4 7.4

女性（N＝ 758） 88.1 4.5 0.3 0.1 0.1 6.9

男性（N＝ 596） 84.7 6.7 0.3 0.2 0.7 7.4

<％表示>

問６　ウ．経済的に自立できる子に　(男の子)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 94.6 4.1 - - - 1.4

女性　30～39歳（Ｎ=151） 90.1 5.3 0.7 0.7 - 3.3

女性　40～49歳（Ｎ=120） 92.5 4.2 - - - 3.3

女性　50～59歳（Ｎ=171） 91.8 2.9 - - - 5.3

女性　60～69歳（Ｎ=153） 88.2 3.3 - - - 8.5

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 65.9 9.1 1.1 - 1.1 22.7

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 78.8 15.4 1.9 - 3.8 -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 84.1 11.6 - - - 4.3

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 90.0 2.2 1.1 - - 6.7

男性　50～59歳（Ｎ=128） 88.3 7.8 - - - 3.9

男性　60～69歳（Ｎ=167） 86.2 3.6 - - 0.6 9.6

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 75.3 6.7 - 1.1 1.1 15.7

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

<％表示>

問６　ウ．経済的に自立できる子に　(男の子)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

 
＜ウ：経済的に自立できる子に・男の子＞ 

 

全体でみると「そう思う」が 86.2％で最も高く、次いで「どちらかといえばそう思う」

が5.5％と肯定する回答が多くを占めています。 

男女別にみると男女ともに「そう思う」が多く、女性は88.1％、男性は84.7％となって

おり、次いで「どちらかといえばそう思う」で男性が6.7％、女性が4.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、男女ともすべての年齢層において「そう思う」が多くなっています。

特に女性の20～50歳代、男性の40歳代で９割以上と高くなっています。 

 

【年齢別】 
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全体（N＝1,374） 84.5 4.8 0.1 - 0.3 10.3

女性（N＝ 758） 87.6 3.6 0.1 - 0.1 8.6

男性（N＝ 596） 81.4 6.5 - - 0.5 11.6

<％表示>

問６　エ．身の回りのことが自分でできる子に　(女の子)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 94.6 2.7 - - - 2.7

女性　30～39歳（Ｎ=151） 90.1 5.3 - - - 4.6

女性　40～49歳（Ｎ=120） 92.5 3.3 0.8 - - 3.3

女性　50～59歳（Ｎ=171） 90.6 1.2 - - - 8.2

女性　60～69歳（Ｎ=153） 85.6 3.3 - - - 11.1

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 68.2 6.8 - - 1.1 23.9

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 78.8 13.5 - - 3.8 3.8

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 91.3 2.9 - - - 5.8

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 86.7 4.4 - - - 8.9

男性　50～59歳（Ｎ=128） 85.2 9.4 - - - 5.5

男性　60～69歳（Ｎ=167） 78.4 6.6 - - - 15.0

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 69.7 3.4 - - 1.1 25.8

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

<％表示>

問６　エ．身の回りのことが自分でできる子に　(女の子)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

 
＜エ：身の回りのことが自分でできる子に・女の子＞ 

 

全体でみると「そう思う」が 84.5％で最も高く、次いで「どちらかといえばそう思う」

が4.8％と肯定する回答が多くを占めています。 

男女別にみると男女ともに「そう思う」が多く、女性は87.6％、男性は81.4％となって

おり、次いで「どちらかといえばそう思う」で男性が6.5％、女性が3.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、男女ともすべての年齢層において「そう思う」が多くなっています。

特に女性の20～50歳代、男性の30歳代で９割以上と高くなっています。 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 



 51 

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 89.2 8.1 - - - 2.7

女性　30～39歳（Ｎ=151） 86.8 9.9 - - - 3.3

女性　40～49歳（Ｎ=120） 92.5 4.2 - - - 3.3

女性　50～59歳（Ｎ=171） 87.7 6.4 0.6 - - 5.3

女性　60～69歳（Ｎ=153） 79.1 9.2 - - - 11.8

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 63.6 8.0 1.1 - 2.3 25.0

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 73.1 17.3 3.8 1.9 3.8 -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 91.3 2.9 1.4 - - 4.3

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 80.0 10.0 1.1 1.1 - 7.8

男性　50～59歳（Ｎ=128） 76.6 18.8 - 0.8 - 3.9

男性　60～69歳（Ｎ=167） 77.8 9.6 1.8 - - 10.8

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 69.7 6.7 1.1 - 2.2 20.2

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

<％表示>

そう思わない わからない 不  明そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

問６　エ．身の回りのことが自分でできる子に　(男の子)

全体（N＝1,374） 80.9 9.2 0.7 0.2 0.4 8.5

女性（N＝ 758） 83.9 7.7 0.3 - 0.3 7.9

男性（N＝ 596） 77.9 11.1 1.3 0.5 0.7 8.6

<％表示>

問６　エ．身の回りのことが自分でできる子に　(男の子)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

 
＜エ：身の回りのことが自分でできる子に・男の子＞ 

 

全体でみると「そう思う」が 80.9％で最も高く、次いで「どちらかといえばそう思う」

が9.2％と肯定する回答が多くを占めています。 

男女別にみると男女ともに「そう思う」が多く、女性は83.9％、男性は77.9％となって

おり、次いで「どちらかといえばそう思う」で男性が 11.1％、女性が 7.7％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、男女ともすべての年齢層において「そう思う」が多くなっています。

特に女性の20～50歳代、男性の30～40歳代は８割以上と高くなっています。 

 

【年齢別】 
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全体（N＝1,374） 69.8 17.7 0.7 0.3 0.5 11.0

女性（N＝ 758） 73.4 16.6 0.3 0.1 0.3 9.4

男性（N＝ 596） 65.9 19.3 1.3 0.5 0.8 12.1

<％表示>

問６　オ．自分の意見を持ちはっきりと言える子に　(女の子)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 77.0 20.3 - - - 2.7

女性　30～39歳（Ｎ=151） 70.2 25.8 - - - 4.0

女性　40～49歳（Ｎ=120） 80.8 15.0 - - 0.8 3.3

女性　50～59歳（Ｎ=171） 77.8 12.3 1.2 0.6 - 8.2

女性　60～69歳（Ｎ=153） 74.5 13.1 - - - 12.4

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 54.5 14.8 - - 1.1 29.5

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 59.6 26.9 3.8 1.9 3.8 3.8

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 73.9 18.8 - 1.4 - 5.8

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 71.1 13.3 3.3 1.1 - 11.1

男性　50～59歳（Ｎ=128） 69.5 23.4 0.8 - 0.8 5.5

男性　60～69歳（Ｎ=167） 61.7 21.0 1.2 - 0.6 15.6

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 60.7 12.4 - - 1.1 25.8

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

<％表示>

問６　オ．自分の意見を持ちはっきりと言える子に　(女の子)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

 
＜オ：自分の意見を持ちはっきりと言える子に・女の子＞ 

 

全体でみると「そう思う」が 69.8％で最も高く、次いで「どちらかといえばそう思う」

が17.7％と肯定する回答が多くを占めています。 

男女別にみると男女ともに「そう思う」が多く、女性は73.4％、男性は65.9％となって

おり、次いで「どちらかといえばそう思う」で男性が19.3％、女性が16.6％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、男女ともすべての年齢層において「そう思う」が多くなっています。

特に女性の20歳代、40～50歳代は８割程度と高くなっています。 

 

【年齢別】 
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全体（N＝1,374） 80.1 11.1 0.4 0.1 0.4 8.0

女性（N＝ 758） 81.8 10.3 0.4 - 0.1 7.4

男性（N＝ 596） 78.5 12.1 0.3 0.2 0.7 8.2

<％表示>

問６　オ．自分の意見を持ちはっきりと言える子に　(男の子)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 85.1 13.5 - - - 1.4

女性　30～39歳（Ｎ=151） 81.5 15.2 - - - 3.3

女性　40～49歳（Ｎ=120） 84.2 12.5 - - - 3.3

女性　50～59歳（Ｎ=171） 85.4 7.6 1.8 - - 5.3

女性　60～69歳（Ｎ=153） 82.4 7.8 - - - 9.8

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 68.2 5.7 - - 1.1 25.0

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 69.2 25.0 - 1.9 3.8 -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 82.6 14.5 - - - 2.9

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 81.1 10.0 1.1 - - 7.8

男性　50～59歳（Ｎ=128） 84.4 10.9 - - 0.8 3.9

男性　60～69歳（Ｎ=167） 76.6 12.6 - - - 10.8

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 73.0 5.6 1.1 - 1.1 19.1

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

<％表示>

問６　オ．自分の意見を持ちはっきりと言える子に　(男の子)

そう思わない わからない 不  明そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

 
＜オ：自分の意見を持ちはっきりと言える子に・男の子＞ 

 

全体でみると「そう思う」が 80.1％で最も高く、次いで「どちらかといえばそう思う」

が11.1％と肯定する回答が多くを占めています。 

男女別にみると男女ともに「そう思う」が多く、女性は81.8％、男性は78.5％となって

おり、次いで「どちらかといえばそう思う」で男性が12.1％、女性が10.3％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、男女ともすべての年齢層において「そう思う」が多くなっています。 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 54 

全体（N＝1,374） 73.7 13.9 1.6 0.4 0.4 10.0

女性（N＝ 758） 74.8 14.2 2.0 0.4 0.4 8.2

男性（N＝ 596） 72.8 13.8 1.2 0.3 0.5 11.4

<％表示>

問６　カ．素直で誰にでも好かれる子に　(女の子)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 90.5 5.4 2.7 - - 1.4

女性　30～39歳（Ｎ=151） 80.8 12.6 2.0 0.7 - 4.0

女性　40～49歳（Ｎ=120） 75.0 16.7 3.3 - 1.7 3.3

女性　50～59歳（Ｎ=171） 73.1 17.0 1.2 1.2 - 7.6

女性　60～69歳（Ｎ=153） 67.3 19.6 2.0 - - 11.1

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 67.0 6.8 1.1 - 1.1 23.9

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 71.2 13.5 3.8 3.8 3.8 3.8

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 78.3 14.5 2.9 - - 4.3

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 77.8 13.3 - - - 8.9

男性　50～59歳（Ｎ=128） 75.0 18.8 0.8 - - 5.5

男性　60～69歳（Ｎ=167） 71.3 12.6 1.2 - - 15.0

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 64.0 9.0 - - 1.1 25.8

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

<％表示>

問６　カ．素直で誰にでも好かれる子に　(女の子)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

 
＜カ：素直で誰にでも好かれる子に・女の子＞ 

 

全体でみると「そう思う」が 73.7％で最も高く、次いで「どちらかといえばそう思う」

が13.9％と肯定する回答が多くを占めています。 

男女別にみると男女ともに「そう思う」が多く、女性は74.8％、男性は72.8％となって

おり、次いで「どちらかといえばそう思う」で女性が14.2％、男性が13.8％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、男女ともすべての年齢層において「そう思う」が多くなっています。

特に女性の 20歳代で 90.5％、30歳代で80.8％と年齢層が低いほど、割合は高くなってい

ます。 

 

【年齢別】 
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全体（N＝1,374） 71.3 17.0 2.3 0.5 0.5 8.4

女性（N＝ 758） 70.8 17.5 2.8 0.5 0.4 7.9

男性（N＝ 596） 72.5 16.4 1.7 0.5 0.7 8.2

<％表示>

問６　カ．素直で誰にでも好かれる子に　(男の子)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない わからない 不  明

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 87.8 6.8 2.7 - - 2.7

女性　30～39歳（Ｎ=151） 77.5 15.2 3.3 0.7 - 3.3

女性　40～49歳（Ｎ=120） 72.5 19.2 3.3 - 1.7 3.3

女性　50～59歳（Ｎ=171） 69.0 20.5 3.5 1.2 - 5.8

女性　60～69歳（Ｎ=153） 62.7 23.5 2.0 0.7 - 11.1

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 60.2 12.5 1.1 - 1.1 25.0

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 73.1 13.5 3.8 3.8 3.8 1.9

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 79.7 14.5 2.9 - - 2.9

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 75.6 14.4 2.2 - - 7.8

男性　50～59歳（Ｎ=128） 75.0 19.5 1.6 - 0.8 3.1

男性　60～69歳（Ｎ=167） 69.5 18.0 0.6 0.6 - 11.4

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 65.2 14.6 1.1 - 1.1 18.0

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

<％表示>

どちらかとい
えばそう思わ
ない

問６　カ．素直で誰にでも好かれる子に　(男の子)

そう思わない わからない 不  明そう思う
どちらかとい
えばそう思う

 
＜カ：素直で誰にでも好かれる子に・男の子＞ 

 

全体でみると「そう思う」が 71.3％で最も高く、次いで「どちらかといえばそう思う」

が17.0％と肯定する回答が多くを占めています。 

男女別にみると男女ともに「そう思う」が多く、男性は72.5％、女性は70.8％となって

おり、次いで「どちらかといえばそう思う」で女性が17.5％、男性が16.4％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、男女ともすべての年齢層において「そう思う」が多くなっています。

特に女性の 20歳代で 87.8％、30歳代で77.5％と年齢層が低いほど、割合は高くなってい

ます。また、男性についても20～50歳代においては７割以上と高くなっています。 

 

【年齢別】 
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72.6

69.0

58.3

29.5

30.7

33.3

24.1

15.4

13.6

5.7

2.5

71.2

71.6

62.1

31.4

36.9

31.3

26.0

16.1

14.4

5.3

2.9

74.3

66.1

53.2

27.0

22.5

36.6

22.0

14.8

13.1

6.5

1.5

0 20 40 60 80 100

子育てのための経済的負担が大きいから

結婚しない人や晩婚の人が増えたから

仕事と子育ての両立が難しいから

子育ての精神的、肉体的負担が大きいから

子育ては母親の負担が大きく、父親の協力が

足りないから 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

子どもよりも夫婦中心に生活を考える人が
増えたから 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

子育てや子どもの教育に自信がもてないから

住環境がよくないから

子どもがほしくないから

その他

不明

全体（N＝1,374） 女性（N＝758） 男性（N＝596）

単位：％

 
問７ 出生率が低下し、少子化が進んでいますが、どのようなことが原因だと思います

か。（あてはまるものすべてに○） 

 

全体でみると「子育てのための経済的負担が大きいから」が 72.6％で最も高く、次いで

「結婚しない人や晩婚の人が増えたから」が69.0％と続いています。 

男女別にみると女性は「結婚しない人や晩婚の人が増えたから」が 71.6％、男性は「子

育てのための経済的負担が大きいから」が74.3％で最も高くなっています。 

「子どもより夫婦中心に生活を考える人が増えたから」「子育てのための経済的負担が大

きいから」で男性が女性をやや上回っていますが、他の項目については女性の方が多くなっ

ています。 
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女性　20～29歳（Ｎ= 74） 81.1 67.6 70.3 25.7 44.6 31.1

女性　30～39歳（Ｎ=151） 79.5 63.6 63.6 30.5 32.5 24.5

女性　40～49歳（Ｎ=120） 73.3 73.3 70.0 37.5 40.8 27.5

女性　50～59歳（Ｎ=171） 72.5 74.9 64.9 34.5 36.8 34.5

女性　60～69歳（Ｎ=153） 65.4 81.7 57.5 30.7 36.6 37.3

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 53.4 62.5 44.3 23.9 33.0 31.8

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 82.7 57.7 40.4 19.2 13.5 17.3

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 82.6 56.5 52.2 27.5 20.3 30.4

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 74.4 72.2 60.0 35.6 23.3 43.3

男性　50～59歳（Ｎ=128） 75.8 67.2 56.3 21.9 21.9 40.6

男性　60～69歳（Ｎ=167） 74.9 64.7 52.7 29.3 24.6 38.3

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 60.7 73.0 50.6 25.8 25.8 36.0

男性　不明（Ｎ=１） - 100.0 100.0 - - 100.0

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 23.0 18.9 13.5 6.8 -

女性　30～39歳（Ｎ=151） 28.5 13.9 13.2 11.3 0.7

女性　40～49歳（Ｎ=120） 25.8 17.5 14.2 5.0 2.5

女性　50～59歳（Ｎ=171） 28.7 17.5 12.9 2.3 1.2

女性　60～69歳（Ｎ=153） 24.8 15.0 17.0 3.3 2.0

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 20.5 13.6 15.9 3.4 14.8

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 100.0 - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 21.2 21.2 9.6 11.5 -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 27.5 21.7 17.4 7.2 -

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 21.1 15.6 20.0 5.6 -

男性　50～59歳（Ｎ=128） 23.4 14.8 10.2 7.8 -

男性　60～69歳（Ｎ=167） 19.2 13.2 9.6 5.4 2.4

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 22.5 7.9 15.7 4.5 5.6

男性　不明（Ｎ=１） - - - - -

<％表示>

問7　少子化の原因

結婚しない人
や晩婚の人
が増えたから

仕事と子育
ての両立が
難しいから

子育ての精
神的、肉体
的負担が大
きいから

子育ては母
親の負担が
大きく、父親
の協力が足
りないから

子どもよりも
夫婦中心に
生活を考える
人が増えた
から

住環境がよく
ないから

子どもがほし
くないから

そ の 他 不  明

子育てや子
どもの教育に
自信がもてな
いから

子育てのた
めの経済的
負担が大き
いから

 
年齢別にみると女性の 20～40歳代、男性の 20～60歳代は「子育てのための経済的負担

が大きいから」、女性の40歳以上、男性の70歳以上は「結婚しない人や晩婚の人が増えた

から」が最も多くなっています。 

 

【年齢別】 
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女性　配偶者がいる（N＝538） 74.0 72.7 63.2 34.6 37.7 32.7

女性　配偶者がいない（N＝210） 64.8 70.0 59.5 23.8 34.3 28.1

女性　不明（N＝10） 60.0 50.0 60.0 20.0 50.0 20.0

男性　配偶者がいる（N＝498） 74.1 66.7 54.6 27.1 23.7 38.0

男性　配偶者がいない（N＝94） 76.6 62.8 45.7 25.5 14.9 30.9

男性　不明（N＝４） 50.0 75.0 50.0 50.0 50.0 -

女性　配偶者がいる（N＝538） 25.3 16.9 15.4 6.1 1.3

女性　配偶者がいない（N＝210） 27.1 14.3 11.0 3.3 6.7

女性　不明（N＝10） 40.0 10.0 30.0 - 10.0

男性　配偶者がいる（N＝498） 20.7 14.3 13.3 6.8 1.4

男性　配偶者がいない（N＝94） 27.7 17.0 12.8 5.3 2.1

男性　不明（N＝４） 50.0 25.0 - - -

<％表示>

問７　少子化の原因

不  明

子どもよりも夫
婦中心に生活を
考える人が増え
たから

仕事と子育ての
両立が難しいか
ら

そ の 他

子育てのための
経済的負担が大
きいから

結婚しない人や
晩婚の人が増え
たから

子育てや子ども
の教育に自信が
もてないから

住環境がよくな
いから

子どもがほしくな
いから

子育ての精神
的、肉体的負担
が大きいから

子育ては母親の
負担が大きく、
父親の協力が足
りないから

 
配偶者がいる女性、いる男性、いない男性は「子育てのための経済的負担が大きいから」

が７割を超えて高く、配偶者がいない女性は「結婚しない人や晩婚の人が増えたから」が

70.0％で高くなっています。 

 

【問７×問32】 
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【その他回答】 

内  容 件 数 

安定した収入が得られないから 11 

不妊症の人が増えたから ８ 

不妊治療に費用がかかるため ６ 

子育て支援が拡充されていないから ４ 

子どものような大人が増えたから ３ 

保育施設が充実していないから ２ 

自立できない人が多いから ２ 

妊娠すると解雇されるなど、職場の理解が得られないから ２ 

子どもたちの将来に不安を感じるため ２ 

社会に対しての不安が大きいから １ 

市からの援助が少ないから １ 

社会の先行きが不透明だから １ 

親の苦労を見て、育っているから １ 

社会制度の上で母親を助ける制度がないため １ 

一人の子どもに愛情を費やしたいから １ 

女性の雇用が増えたから １ 

自己中心的な人が多いため １ 

女性が経済的に自立し、男性に頼らないから １ 

教育に費用がかかるため １ 

女性の社会進出 １ 

子どもを巻き込む犯罪が多いから １ 

子育てに「喜び」を感じさせない １ 
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48.1

39.1

31.1

35.2

46.7

62.9

51.9

59.4

68.9

63.3

50.9

32.6

100.0

0.0

1.4

0.0

1.6

2.4

4.5

0.00.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳（Ｎ=52）

30～39歳（Ｎ=69）

40～49歳（Ｎ=90）

50～59歳（Ｎ=128）

60～69歳（Ｎ=167）

70歳以上（Ｎ= 89）

不明（Ｎ=１）

ない ある 不明

 

(４)男女の人権について 

 

問８ 男性の方に質問します。あなたは「男はつらい」と感じる（思う）ことはありま

すか。（どちらか１つに○） 

 

 「ある」が 54.7％、「ない」が 43.5％と

つらいと感じている人が多いことがわかり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年齢別にみると70歳以上を除くすべての年齢層で「ある」の割合が高くなっており、特

に40～50歳代は６割を超えています。 

 

【年齢別】 

 男性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不明

1.8%

ある

54.7%

ない

43.5%

男性（Ｎ=596）
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男性（Ｎ=326）

45.7

47.5

8.9

6.4

14.7

29.8

47.5

21.8

39.0

26.7

1.5

0.9

0 10 20 30 40 50 60

男だからとがんばることを強要される

妻子を養うのは男の責任であると言われる

家族とのコミュニケーションがうまくいかない

衣食住のことが十分にできなくて、生活が不便である

地域活動の代表を男性が引き受けなければならない

長時間労働であるため、暮らしに余裕がなく、

自分の時間も持てない         　 　 　        　　

仕事の責任が大きい、仕事ができて当たり前だと言われる

自分のやりたい仕事を自由に選べないことがある

仕事を辞めることができない

周りに自分の弱みをみせられない

その他

不明

単位：％

 
問９ 問８で「２．ある」と回答された方に質問します。それはどんなときですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

「妻子を養うのは男の責任であると言われる」と「仕事の責任が大きい、仕事ができて

当たり前だと言われる」が 47.5％で最も高く、次いで「男だからとがんばることを強要さ

れる」が 45.7％と半数近くが回答しています。また、「仕事を辞めることができない」が

39.0％と高くなっています。 
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男性　20～29歳（Ｎ=27） 70.4 37.0 3.7 - 11.1 33.3

男性　30～39歳（Ｎ= 41） 41.5 22.0 2.4 2.4 7.3 36.6

男性　40～49歳（Ｎ= 62） 46.8 43.5 11.3 8.1 9.7 32.3

男性　50～59歳（Ｎ=81） 46.9 54.3 8.6 7.4 12.3 30.9

男性　60～69歳（Ｎ=85） 41.2 57.6 9.4 7.1 21.2 27.1

男性　70歳以上（Ｎ= 29） 37.9 55.2 17.2 10.3 27.6 17.2

男性　不明（Ｎ=１） - - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ=27） 40.7 22.2 22.2 18.5 - 3.7

男性　30～39歳（Ｎ= 41） 39.0 12.2 36.6 19.5 2.4 2.4

男性　40～49歳（Ｎ= 62） 51.6 19.4 46.8 38.7 1.6 -

男性　50～59歳（Ｎ=81） 56.8 25.9 51.9 27.2 1.2 -

男性　60～69歳（Ｎ=85） 47.1 21.2 32.9 25.9 1.2 -

男性　70歳以上（Ｎ= 29） 31.0 31.0 24.1 17.2 3.4 3.4

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - 100.0 - -

<％表示>

自分のやり
たい仕事を
自由に選べ
ないことがあ
る

仕事を辞め
ることができ
ない

周りに自分
の弱みをみ
せられない

不  明そ の 他

問９　「男はつらい」と感じるのは どんなとき

男だからとが
んばることを
強要される

妻子を養うの
は男の責任
であると言わ
れる

家族とのコ
ミュニケー
ションがうまく
いかない

衣食住のこと
が十分にで
きなくて、生
活が不便で
ある

地域活動の
代表を男性
が引き受け
なければなら
ない

長時間労働
であるため、
暮らしに余裕
がなく、自分
の時間も持
てない

仕事の責任
が大きい、仕
事ができて
当たり前だと
言われる

 
年齢別にみると20～30歳代は「男だからとがんばることを強要される」が多く、特に20

歳代は７割を超えています。40～50歳代は「仕事の責任が大きい、仕事ができて当たり前

だと言われる」が５割以上で高くなっています。50歳以上は「妻子を養うのは男の責任で

あると言われる」が５割以上で高くなっています。 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

内  容 件 数 

男というだけで悪者にされることがある １ 
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8.7

6.6

21.4

78.8

9.3

0.3

10.7

14.0

6.5

18.5

73.4

8.6

0.0

14.6

2.2

6.9

25.3

86.2

10.6

0.7

5.0

0 25 50 75 100

セクシュアル・ハラスメントを受けたことがある

セクシュアル・ハラスメントを受けた人から相談されたことが

ある                                                                    

セクシュアル・ハラスメントを受けた人がいると聞いたことが

ある                                                                    

テレビや新聞などで問題になっていることは知っている

セクシュアル・ハラスメントについて見聞きしたことはない

その他

不明

全体（N＝1,374） 女性（N＝758） 男性（N＝596）

単位：％

 
問 10 セクシュアル・ハラスメントについて、あなたやあなたのまわりの方が被害に

あわれたことがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

全体でみると「テレビや新聞などで問題になっていることは知っている」が 78.8％で最

も高く、次いで「セクシュアル・ハラスメントを受けた人がいると聞いたことがある」が

21.4％となっています。 

男女別にみると全体と同様に「テレビや新聞などで問題になっていることは知っている」

が多くなっています。女性については「セクシュアル・ハラスメントを受けたことがある」

が14.0％と１割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前回調査との比較 

 前回調査と比較すると、「テ

レビや新聞などで問題になっ

ていることは知っている」が女

性で2.0ポイント、男性で10.4

ポイント高く、関心が高くなっ

ていることがわかります。 

 

 

 

 

15.6

5.3

21.4

71.4

5.8

1.7

8.2

1.9

5.4

22.7

75.8

9.0

1.1

9.0

0 25 50 75 100

セクシュアル・ハラスメントを

受けたことがある　　　　　　　

セクシュアル・ハラスメントを受けた人

から相談されたことがある　　　　　　　

セクシュアル・ハラスメントを受けた人

がいると聞いたことがある　　　　　　　

テレビや新聞などで問題になって

いることは知っている　　　　　　　　

セクシュアル・ハラスメントについて

見聞きしたことはない　　　　　　　　　

その他

不明

女性（N＝692） 男性（N＝466）

単位：％
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女性　20～29歳（Ｎ= 74） 16.2 10.8 32.4 81.1 5.4 - 4.1

女性　30～39歳（Ｎ=151） 22.5 6.0 22.5 77.5 3.3 - 4.0

女性　40～49歳（Ｎ=120） 15.8 8.3 23.3 76.7 4.2 - 11.7

女性　50～59歳（Ｎ=171） 12.9 6.4 15.8 78.4 12.3 - 12.3

女性　60～69歳（Ｎ=153） 8.5 5.9 15.0 71.2 13.7 - 20.9

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 6.8 2.3 4.5 48.9 10.2 - 39.8

女性　不明（Ｎ=１） - - - 100.0 - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 1.9 11.5 28.8 94.2 11.5 1.9 -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 4.3 10.1 29.0 82.6 11.6 - 2.9

男性　40～49歳（Ｎ= 90） - 3.3 25.6 92.2 6.7 - 1.1

男性　50～59歳（Ｎ=128） 4.7 9.4 28.9 85.9 10.2 0.8 2.3

男性　60～69歳（Ｎ=167） 0.6 5.4 24.6 87.4 11.4 - 6.0

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 2.2 4.5 16.9 76.4 12.4 2.2 15.7

男性　不明（Ｎ=１） - - - 100.0 - - -

<％表示>

問10　セクシュアル・ハラスメントについての被害

セクシュアル・
ハラスメントを
受けたことが
ある

セクシュアル・
ハラスメントを
受けた人から
相談されたこ
とがある

セクシュアル・
ハラスメントを
受けた人がい
ると聞いたこ
とがある

テレビや新聞
などで問題に
なっているこ
とは知ってい
る

セクシュアル・
ハラスメントに
ついて見聞き
したことはな
い

そ の 他 不  明

 
年齢別にみると男女ともすべての年齢層において「テレビや新聞などで問題になってい

ることは知っている」が多くなっています。「セクシュアル・ハラスメントを受けたことが

ある」は女性の30歳代を中心に50歳代までの広い年齢層で１～２割みられます。 

 

【年齢別】 
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23.5

20.6

14.7

0.0

0.0

38.2

8.8

17.6

2.9

5.9

0 10 20 30 40 50

セクシュアル・ハラスメントを行った相手に抗議した

家族や身近な人、友人に相談した

職場の苦情処理機関や上司などに訴えた

公的な相談機関（労働局雇用均等室、県・市の相談機関等）に相談した

裁判所などに訴えた

仕方がないと思い、何もしなかった

こわくて何もできなかった

世間体や、今後の不利益を考えると何もできなかった

その他

不明

単位：％全体（Ｎ=34）

全体（N＝34） 23.5 20.6 14.7 - - 38.2 8.8 17.6 2.9 5.9

女性（N＝30） 23.3 20.0 16.7 - - 36.7 10.0 16.7 3.3 6.7

男性（N＝ ４） 25.0 25.0 - - - 50.0 - 25.0 - -

<％表示>

そ の 他 不  明

問11　セクシュアル・ハラスメントを受けたときの対応

セクシュア
ル・ハラスメ
ントを行った
相手に抗議
した

家族や身近
な人、友人に
相談した

職場の苦情
処理機関や
上司などに
訴えた

公的な相談機
関（労働局雇
用均等室、県・
市の相談機関
等）に相談した

裁判所など
に訴えた

仕方がないと
思い、何もし
なかった

こわくて何も
できなかった

世間体や、
今後の不利
益を考えると
何もできな
かった

 
問11 問10で「１．セクシュアル・ハラスメントを受けたことがある」と回答された

方に質問します。セクシュアル・ハラスメントを受けたとき、あるいはその後、

どのような対応をされましたか。（あてはまるものすべてに○） 

 

全体でみると「仕方がないと思い、何もしなかった」が 38.2％で最も高く、次いで「セ

クシュアル・ハラスメントを行った相手に抗議した」が23.5％、「家族や身近な人、友人に

相談した」が20.6％となっています。「公的な相談機関に相談した」や「裁判所などに訴え

た」の回答はみられませんでした。 

男女別にみると男女ともに「仕方がないと思い、何もしなかった」が最も多くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

内  容 件 数 

職場を退職した １ 

警察に連絡した １ 
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前回調査との比較 

 前回調査と比較すると、

「仕方がないと思い、何

もしなかった」で女性の

割合が低くなっているも

のの、抗議や相談などの

他の対応についても全体

的に低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.2

30.6

14.8

0.9

0.0

40.7

8.3

8.3

12.0

0.9

22.2

11.1

11.1

0.0

0.0

22.2

11.1

44.4

0.0

11.1

0 25 50 75 100

セクシュアル・ハラスメントを行った

相手に抗議した                        

家族や身近な人、友人に相談した

職場の苦情処理機関や上司等に訴えた

公的な相談機関（労働局雇用均等室、

県・市の相談機関など）に相談した

裁判所等に訴えた

仕方がないと思い、何もしなかった

こわくて何もできなかった

世間体や、今後の不利益を考えると
何もできなかった                       

その他

不明

女性（N＝108） 男性（N＝９）

単位：％
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3.6

4.0

12.7

67.2

10.3

0.4

20.3

5.7

4.9

13.3

64.4

7.9

0.4

22.6

1.0

3.0

11.7

72.1

13.6

0.3

16.1

0 25 50 75 100

ドメスティック・バイオレンスを受けたことがある

ドメスティック・バイオレンスを受けた人から相談されたことが

ある                                                                      

ドメスティック・バイオレンスを受けた人がいると聞いたことが

ある                                                                      

テレビや新聞などで問題になっていることは知っている

ドメスティック・バイオレンスについて見聞きしたことはない

その他

不明

全体（N＝1,374） 女性（N＝758） 男性（N＝596）

単位：％

 
問 12 ドメスティック・バイオレンスについて、あなたやあなたのまわりの方が命に

危険を感じるほどの被害にあわれたことがありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

全体でみると「テレビや新聞などで問題になっていることは知っている」が 67.2％で最

も高く、次いで「ドメスティック・バイオレンスを受けた人がいると聞いたことがある」

が12.7％となっています。 

男女別にみると全体と同様に「テレビや新聞などで問題になっていることは知っている」

が多くなっています。また、「ドメスティック・バイオレンスを受けたことがある」が女性

で5.7％、男性で1.0％みられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

内  容 件 数 

母親が被害にあっているのを見て育った １ 

父親が暴力をふるう人だった １ 
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女性　20～29歳（Ｎ= 74） 1.4 1.4 21.6 83.8 1.4 1.4 5.4

女性　30～39歳（Ｎ=151） 6.6 7.3 16.6 74.2 4.6 - 7.3

女性　40～49歳（Ｎ=120） 7.5 5.8 15.8 67.5 5.0 1.7 15.0

女性　50～59歳（Ｎ=171） 8.2 5.3 15.8 68.4 12.3 - 21.1

女性　60～69歳（Ｎ=153） 2.6 3.9 8.5 57.5 13.7 - 33.3

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 5.7 3.4 1.1 30.7 4.5 - 58.0

女性　不明（Ｎ=１） - - - 100.0 - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 1.9 - 13.5 86.5 15.4 - -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） - 1.4 10.1 81.2 15.9 - 4.3

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 1.1 4.4 16.7 83.3 7.8 - 10.0

男性　50～59歳（Ｎ=128） - 5.5 16.4 75.0 14.1 0.8 11.7

男性　60～69歳（Ｎ=167） 1.8 3.6 7.2 64.7 16.2 - 23.4

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 1.1 - 9.0 55.1 11.2 1.1 33.7

男性　不明（Ｎ=１） - - - 100.0 - - -

<％表示>

問12　ドメスティック・バイオレンスについて、命に危険を感じるほどの被害

ドメスティッ
ク・バイオレ
ンスを受けた
ことがある

ドメスティッ
ク・バイオレ
ンスを受けた
人から相談さ
れたことがあ
る

ドメスティッ
ク・バイオレ
ンスを受けた
人がいると聞
いたことがあ
る

テレビや新
聞などで問
題になって
いることは
知っている

ドメスティッ
ク・バイオレ
ンスについ
て見聞きし
たことはな
い

そ の 他 不  明

 
年齢別にみると男女ともすべての年齢層において「テレビや新聞などで問題になってい

ることは知っている」が多くなっています。「ドメスティック・バイオレンスを受けた人が

いると聞いたことがある」については、男女とも20～50歳代で１割以上みられます。 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前回調査との比較 

 前回調査と比較すると、「テレ

ビや新聞などで問題になってい

ることは知っている」が女性で

4.0ポイント、男性で3.2ポイン

ト低くなっています。また、「暴

力を受けたことがある」は女性

が 4.8ポイント、男性は 1.1ポ

イント低くなっています。 

 このことは、今回は設問文に

「命に危険を感じるほどの」と

いう文言を追加したことも一因

であると考えられます。 

 

10.5

8.2

21.4

68.4

5.9

1.4

11.4

2.1

4.3

16.5

75.3

8.6

0.6

11.2

0 25 50 75 100

暴力を受けたことがある

暴力を受けた人から相談
されたことがある          

暴力を受けた人がいると

聞いたことがある         

テレビや新聞などで問題になって
いることは知っている               

暴力について見聞きしたことはない

その他

不明

女性（N＝692） 男性（N＝466）

単位：％
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23.1

26.9

11.5

19.2

15.4

11.5

15.4

7.7

0.0

0 10 20 30

ドメスティック・バイオレンスを行った相手に抗議した

家族や身近な人、友人に相談した

市や県の相談窓口などに相談した

警察などに訴えた

仕方がないと思い、何もしなかった

こわくて何もできなかった

世間体や、今後の不利益を考えると何もできなかった

その他

不明

単位：％全体（Ｎ=26）

全体（N＝26） 23.1 26.9 11.5 19.2 15.4 11.5 15.4 7.7 -

女性（N＝ 24） 25.0 29.2 12.5 16.7 16.7 8.3 16.7 8.3 -

男性（N＝ ２） - - - 50.0 - 50.0 - - -

<％表示>

世間体や、今
後の不利益を
考えると何も
できなかった

そ の 他 不  明

問13　ドメスティック・バイオレンス（命に危険を感じるほどの被害）を受けたときの対応

ドメスティック・
バイオレンス
を行った相手
に抗議した

家族や身近
な人、友人
に相談した

市や県の相
談窓口など
に相談した

警察などに
訴えた

仕方がない
と思い、何も
しなかった

こわくて何も
できなかっ
た

 
問13 問12で「１．ドメスティック・バイオレンスを受けたことがある」と回答され

た方に質問します。橿原市では、人権擁護委員や弁護士による人権の相談窓口

を設置し、あらゆる差別の撤廃と人権確立に向けた施策に取り組んでいますが、

あなたはドメスティック・バイオレンスを受けたとき、あるいはその後、どの

ような対応をされましたか。（あてはまるものすべてに○） 

 

全体でみると「家族や身近な人、友人に相談した」が 26.9％で最も高く、次いで「ドメ

スティック・バイオレンスを行った相手に抗議した」が 23.1％、「警察などに訴えた」が

19.2％となっています。「仕方がないと思い、何もしなかった」「世間体や、今後の不利益

を考えると何もできなかった」もそれぞれ15.4％みられます。 
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 前回調査との比較 

 前回調査と比較すると、「ド

メスティック・バイオレンスを

行った相手に抗議した」が女性

で 36.6ポイント低くなってい

ます。「警察などに訴えた」は

女性が 12.6ポイント高くなっ

ています。 

 このことは、今回は設問文に

「命に危険を感じるほどの」と

いう文言を追加したことも一

因であると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.6

38.4

9.6

4.1

19.2

13.7

20.5

9.6

0.0

30.0

10.0

0.0

0.0

40.0

30.0

40.0

0.0

10.0

0 25 50 75 100

暴力を行った相手に抗議した

家族や身近な人、友人に相談した

公的な相談機関（婦人相談所、県・

市の相談機関など）に相談した 　　

警察等に訴えた

仕方がないと思い、何もしなかった

こわくて何もできなかった

世間体や、今後の不利益を考えると

何もできなかった                       

その他

不明

女性（N＝73） 男性（N＝10）

単位：％
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29.3

25.5

54.7

30.0

48.6

47.5

1.9

14.1

27.7

23.1

58.2

35.1

50.1

44.5

0.7

15.6

32.0

28.7

51.0

23.7

47.1

52.3

3.5

11.1

0 10 20 30 40 50 60 70

配偶者・恋人からの暴力や性的いやがらせに関する広報・啓発活動を
進め、社会的関心を高める                                                      

男女平等や性に関する教育を充実する

被害を受け悩んでいる人に対する情報提供や相談体制を充実する

被害者が自立して生活できるように支援する

暴力をふるう加害者への対策を進める

早期発見・対応に向けた地域や社会におけるネットワークの構築と
内容の充実を図る                                                            

その他

不明

全体（N＝1,374） 女性（N＝758） 男性（N＝596）

単位：％

 
問 14 では、セクシュアル・ハラスメントやドメスティック・バイオレンスをなくす

ためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

全体でみると「被害を受け悩んでいる人に対する情報提供や相談体制を充実する」が

54.7％で最も高く、次いで「暴力をふるう加害者への対策を進める」が48.6％、「早期発見・

対応に向けた地域や社会におけるネットワークの構築と内容の充実を図る」が 47.5％と続

いています。 

男女別にみると女性は「被害を受け悩んでいる人に対する情報提供や相談体制を充実す

る」が58.2％で最も高く、男性は「早期発見・対応に向けた地域や社会におけるネットワー

クの構築と内容の充実を図る」が52.3％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

内  容 件 数 

罰則を厳しくする ２ 

警察が敏速・真剣に対応すること １ 

家庭のあり方について、考える必要がある １ 
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10.7

30.3

7.1

8.2

18.1

19.0

2.2

0.7

3.7

8.2

18.3

9.0

13.1

10.6

33.6

1.8

0.7

4.7

13.8

4.7

2.2

28.2

0.7

2.7

0.8

1.5

45.5

0 10 20 30 40 50

自営業（家族従業者、農林水産業も含む）

正社員・正職員などの常勤

常勤なみのパートタイム・長期の派遣

短時間のパートタイム・派遣・内職

無職

家事専業

学生

その他

不明

全体（N＝1,374） 女性（N＝758） 男性（N＝596）

単位：％

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 1.4 36.5 12.2 4.1 4.1 21.6 17.6 1.4 1.4

女性　30～39歳（Ｎ=151） 4.0 29.1 11.9 20.5 - 33.1 - - 1.3

女性　40～49歳（Ｎ=120） 12.5 29.2 15.0 18.3 1.7 21.7 - - 1.7

女性　50～59歳（Ｎ=171） 10.5 17.0 9.4 15.8 5.8 39.2 - 1.8 0.6

女性　60～69歳（Ｎ=153） 8.5 2.0 3.9 9.2 23.5 45.1 - 0.7 7.2

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 10.2 1.1 1.1 2.3 33.0 30.7 - - 21.6

女性　不明（Ｎ=１） - - - - - - 100.0 - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 3.8 53.8 1.9 1.9 9.6 - 28.8 - -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 11.6 76.8 1.4 - 7.2 1.4 - - 1.4

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 10.0 82.2 3.3 1.1 2.2 - - 1.1 -

男性　50～59歳（Ｎ=128） 18.8 68.0 5.5 1.6 5.5 0.8 - - -

男性　60～69歳（Ｎ=167） 16.2 16.2 9.0 5.4 48.5 0.6 0.6 1.8 1.8

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 13.5 1.1 1.1 - 76.4 1.1 - 1.1 5.6

男性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - - - - - -

<％表示>

無　　職 学　　生 そ の 他 不  明

問15　仕事について

家事専業

自営業（家族
従業者、農林
水産業も含
む）

正社員・正職
員などの常勤

常勤なみの
パートタイム・
長期の派遣

短時間のパー
トタイム・派遣・
内職

 

(５)仕事について 

 

問15 あなたは次に示す項目のうちどれにあたりますか。（あてはまるもの１つに○） 

 

全体でみると「正社員・正職

員などの常勤」が30.3％で最も

高く、次いで「家事専業」が

19.0％と続いています。 

男女別にみると女性は「家事

専業」が33.6％で最も高く、男

性は「正社員・正職員などの常

勤」が45.5％で高くなっていま

す。 

 

 

 

 

  【その他回答】 

 

 

 

年齢別にみると女性の 20歳代、40歳代、男性の 20～50歳代は「正社員・正職員などの

常勤」が多く、女性の 30歳代、50～60歳代は「家事専業」、女性の 70歳以上、男性の 60

歳以上は「無職」が多くなっています。 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 件数 

臨時職員 １ 
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68.8

26.9

36.4

31.4

25.6

16.2

8.4

9.1

40.8

1.7

0.1

1.4

49.2

39.7

37.8

42.9

29.9

20.9

14.1

11.1

28.0

1.6

0.0

1.1

86.3

15.5

35.3

21.1

21.8

11.9

3.3

6.9

52.8

1.8

0.3

1.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

生計を維持するため

家計の足しにするため

将来に備えて貯蓄するため

自分で自由に使えるお金を得るため

自分の能力や資格、技術を生かすため

視野を広めたり、友人を得るため

時間の余裕があるから

家業であるから

働くのは当然だから

その他

特に理由はない

不明

全体（N＝773） 女性（N＝368） 男性（N＝394）

単位：％

 
問16 問15で「１．自営業」「２．正社員・正職員などの常勤」「３．常勤なみのパー

トタイム・長期の派遣」「４．短時間のパートタイム・派遣・内職」と回答され

た方に質問します。あなたが働く理由は次のうちどれですか。（あてはまるもの

すべてに○） 

 

全体でみると「生計を維持するため」が 68.8％で最も高く、次いで「働くのは当然だか

ら」が40.8％となっています。 

男女別にみると女性は「生計を維持するため」が 49.2％で最も高く、次いで「自分で自

由に使えるお金を得るため」が 42.9％、「家計の足しにするため」が 39.7％となっている

のに対して、男性は「生計を維持するため」が 86.3％で突出して高く、次いで「働くのは

当然だから」が52.8％、「将来に備えて貯蓄するため」が35.3％となっています。 
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女性　20～29歳（Ｎ= 40） 45.0 17.5 60.0 55.0 42.5 22.5

女性　30～39歳（Ｎ=99） 49.5 46.5 46.5 54.5 26.3 20.2

女性　40～49歳（Ｎ=90） 51.1 47.8 34.4 43.3 32.2 24.4

女性　50～59歳（Ｎ=90） 50.0 37.8 31.1 33.3 34.4 23.3

女性　60～69歳（Ｎ=36） 50.0 41.7 22.2 36.1 13.9 11.1

女性　70歳以上（Ｎ=13） 38.5 7.7 15.4 - 15.4 7.7

女性　不明（Ｎ=０） - - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 32） 75.0 15.6 56.3 43.8 18.8 9.4

男性　30～39歳（Ｎ= 62） 88.7 12.9 29.0 21.0 35.5 11.3

男性　40～49歳（Ｎ=87） 94.3 11.5 37.9 14.9 26.4 13.8

男性　50～59歳（Ｎ=120） 95.8 11.7 40.8 21.7 15.0 11.7

男性　60～69歳（Ｎ=78） 73.1 26.9 24.4 19.2 19.2 11.5

男性　70歳以上（Ｎ= 14） 42.9 21.4 7.1 14.3 7.1 14.3

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - 100.0 - 100.0 -

女性　20～29歳（Ｎ= 40） 7.5 - 47.5 2.5 - -

女性　30～39歳（Ｎ=99） 10.1 4.0 23.2 - - -

女性　40～49歳（Ｎ=90） 16.7 13.3 21.1 4.4 - -

女性　50～59歳（Ｎ=90） 16.7 12.2 31.1 - - 2.2

女性　60～69歳（Ｎ=36） 25.0 16.7 25.0 2.8 - 2.8

女性　70歳以上（Ｎ=13） - 61.5 38.5 - - 7.7

女性　不明（Ｎ=０） - - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 32） - - 62.5 - - -

男性　30～39歳（Ｎ= 62） - 3.2 51.6 3.2 1.6 3.2

男性　40～49歳（Ｎ=87） 1.1 6.9 49.4 3.4 - 2.3

男性　50～59歳（Ｎ=120） 0.8 6.7 55.8 0.8 - -

男性　60～69歳（Ｎ=78） 11.5 9.0 47.4 1.3 - 2.6

男性　70歳以上（Ｎ= 14） 14.3 28.6 57.1 - - 7.1

男性　不明（Ｎ=１） - - 100.0 - - -

<％表示>

自分の能力
や資格、技
術を生かす
ため

家計の足し
にするため

将来に備え
て貯蓄する
ため

自分で自由
に使えるお
金を得るた
め

問16　働く理由

視野を広め
たり、友人を
得るため

時間の余裕
があるから

特に理由は
ない

不  明
家業である
から

働くのは当然
だから

そ の 他

生計を維持
するため

 
年齢別にみると女性の40～60歳代、男性の20～60歳代は「生計を維持するため」、女性

の20歳代は「将来に備えて貯蓄するため」、女性の30歳代は「自分で自由に使えるお金を

得るため」、女性の 70歳以上は「家業であるから」、男性の 70歳以上は「働くのは当然だ

から」が最も多くなっています。特に男性の30～50歳代は「生計を維持するため」が９割

程度と高くなっています。 

 

【年齢別】 
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女性　配偶者がいる（N＝241） 41.9 52.3 31.5 40.7 31.5 24.5

女性　配偶者がいない（N＝123） 61.8 14.6 48.8 46.3 26.0 13.0

女性　不明（N＝４） 100.0 50.0 75.0 75.0 50.0 50.0

男性　配偶者がいる（N＝341） 88.3 16.1 34.6 19.4 21.1 12.3

男性　配偶者がいない（N＝52） 75.0 11.5 40.4 32.7 26.9 9.6

男性　不明（N＝１） - - - - - -

女性　配偶者がいる（N＝241） 19.5 14.9 22.0 2.1 - 1.2

女性　配偶者がいない（N＝123） 4.1 4.1 39.0 0.8 - 0.8

女性　不明（N＝４） - - 50.0 - - -

男性　配偶者がいる（N＝341） 3.8 7.6 51.6 1.8 - 1.5

男性　配偶者がいない（N＝52） - 1.9 59.6 1.9 1.9 3.8

男性　不明（N＝１） - - 100.0 - - -

<％表示>

生計を維持す
るため

家計の足しに
するため

将来に備えて
貯蓄するため

自分で自由に
使えるお金を
得るため

自分の能力や
資格、技術を
生かすため

視野を広めた
り、友人を得る
ため

問16　働く理由

時間の余裕が
あるから

家業であるか
ら

働くのは当然
だから

そ の 他 不  明
特に理由はな
い

 
配偶者がいない女性、いる男性、いない男性は「生計を維持するため」が最も多く、特

に配偶者がいる男性は 88.3％と高い割合を示しています。配偶者がいる女性は「家計の足

しにするため」が 52.3％で最も高くなっています。また、男性については配偶者の有無に

関係なく「働くのは当然だから」が半数以上と高くなっています。 

 

【問16×問32】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

内  容 件 数 

社会との接点（関わり）を持ちたいため ２ 

自分を成長させるため １ 

必要とされているため １ 

自分らしくあるため １ 

働かなければ暇だから １ 

働くことの喜びがあるから １ 

社会貢献 １ 

健康を保持するため １ 

自己満足のため １ 
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11.5

16.5

4.7

9.3

38.7

10.4

9.8

9.3

20.3

4.2

9.0

36.4

11.0

10.7

15.5

9.8

5.7

9.8

42.5

9.3

7.8

0 10 20 30 40 50

常勤の仕事をしたい

パートタイムの勤め、あるいはアルバイトをしたい

自分で独立した仕事がしたい

内職や自宅でできる仕事をしたい

仕事を持ちたいとは思わない

わからない

不明

全体（N＝550） 女性（N＝354） 男性（N＝193）

単位：％

 
問 17 問 15で「５．無職」「６．家事専業」「７．学生」「８．その他」と回答された

方に質問します。あなたは今後何か仕事を持ちたいですか。（あてはまるもの１

つに○） 

 

全体でみると「仕事を持ちたいとは思わない」が 38.7％で最も高く、次いで「パートタ

イムの勤め、あるいはアルバイトをしたい」が16.5％となっています。 

男女別にみると男女ともに「仕事を持ちたいとは思わない」が多く、女性が 36.4％、男

性が 42.5％となっています。次いで女性は「パートタイムの勤め、あるいはアルバイトを

したい」が20.3％となっており、男性は「常勤の仕事がしたい」が15.5％となっています。 
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女性　20～29歳（Ｎ= 33） 51.5 42.4 - - 3.0 3.0 -

女性　30～39歳（Ｎ=50） 14.0 52.0 8.0 12.0 8.0 6.0 2.0

女性　40～49歳（Ｎ=28） 10.7 25.0 14.3 17.9 17.9 17.9 -

女性　50～59歳（Ｎ=80） 3.8 21.3 6.3 11.3 45.0 7.5 7.5

女性　60～69歳（Ｎ=106） 0.9 6.6 1.9 9.4 50.9 11.3 18.9

女性　70歳以上（Ｎ= 56） 1.8 1.8 - 3.6 51.8 21.4 19.6

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 20） 80.0 - 15.0 5.0 - 5.0 -

男性　30～39歳（Ｎ= ６） 50.0 16.7 - - 33.3 - -

男性　40～49歳（Ｎ= ３） 66.7 - - - 33.3 - -

男性　50～59歳（Ｎ=８） 12.5 - 12.5 12.5 37.5 12.5 12.5

男性　60～69歳（Ｎ=86） 4.7 19.8 7.0 7.0 45.3 8.1 8.1

男性　70歳以上（Ｎ= 70） 5.7 1.4 1.4 15.7 52.9 12.9 10.0

男性　不明（Ｎ=０） - - - - - - -

<％表示>

わからない 不  明

問17　今後の仕事

常勤の仕事
をしたい

パートタイム
の勤め、ある
いはアルバ
イトをしたい

自分で独立
した仕事がし
たい

内職や自宅
でできる仕
事をしたい

仕事を持ち
たいとは思
わない

 
年齢別にみると女性の20歳代、男性の20～40歳代は「常勤の仕事をしたい」、女性の30

～40歳代は「パートタイムの勤め、あるいはアルバイトをしたい」が多く、就労に対する

意欲が高いことがうかがえます。男女ともに50歳以上は「仕事を持ちたいとは思わない」

が多くなっています。 

 

【年齢別】 
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13.2

6.1

10.2

58.8

0.7

11.0

15.3

3.0

7.8

63.6

0.3

10.0

10.2

10.1

13.3

53.5

1.0

11.9

0 10 20 30 40 50 60 70

女性は結婚・出産にかかわらず、働き続けるのがよい

女性は結婚後は家庭に入るのがよい

女性は出産後は家庭に入るのがよい

女性は子育ての時期は家庭に入り、子育てが終われば

再び働くのがよい                                               

女性は生涯職業を持たないのがよい

不明

全体（N＝1,374） 女性（N＝758） 男性（N＝596）

単位：％

 
問18 女性の働き方について、あなたはどのように考えますか。 

（あてはまるもの１つに○） 

 

全体でみると「女性は子育ての時期は家庭に入り、子育てが終われば再び働くのがよい」

が58.8％で突出して高くなっています。 

男女別にみると男女ともに「女性は子育ての時期は家庭に入り、子育てが終われば再び

働くのがよい」が多く、女性が63.6％、男性が53.5％となっています。次いで女性は「女

性は結婚・出産にかかわらず、働き続けるのがよい」が 15.3％、男性は「女性は出産後は

家庭に入るのがよい」が13.3％と女性に比べて5.5ポイント高くなっています。 
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女性　20～29歳（Ｎ= 74） 25.7 1.4 4.1 60.8 - 8.1

女性　30～39歳（Ｎ=151） 19.9 2.0 4.6 65.6 - 7.9

女性　40～49歳（Ｎ=120） 25.8 2.5 5.8 56.7 - 9.2

女性　50～59歳（Ｎ=171） 14.0 1.8 7.0 69.6 - 7.6

女性　60～69歳（Ｎ=153） 5.9 4.6 15.7 66.0 - 7.8

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 2.3 6.8 6.8 56.8 2.3 25.0

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 15.4 7.7 9.6 59.6 - 7.7

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 15.9 10.1 17.4 50.7 - 5.8

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 15.6 8.9 11.1 54.4 - 10.0

男性　50～59歳（Ｎ=128） 11.7 7.8 12.5 54.7 0.8 12.5

男性　60～69歳（Ｎ=167） 6.0 9.6 15.0 55.1 2.4 12.0

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 3.4 16.9 12.4 46.1 1.1 20.2

男性　不明（Ｎ=１） - - - 100.0 - -

<％表示>

不  明

問18　女性の働き方について

女性は結婚・
出産にかか
わらず、働き
続けるのが
よい

女性は結婚
後は家庭に
入るのがよ
い

女性は出産
後は家庭に
入るのがよ
い

女性は子育
ての時期は
家庭に入
り、子育て
が終われば
再び働くの
がよい

女性は生涯
職業を持た
ないのがよ
い

 
年齢別にみると、すべての年齢層において「女性は子育ての時期は家庭に入り、子育て

が終われば再び働くのがよい」が多くなっています。女性については20歳代、40歳代で「女

性は結婚・出産にかかわらず、働き続けるのがよい」が25％を超えています。 

 

【年齢別】 
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女性　配偶者がいる（N＝538） 14.7 3.2 7.2 65.6 0.2 9.1

女性　配偶者がいない（N＝210） 17.1 2.4 8.6 60.0 0.5 11.4

女性　不明（N＝10） 10.0 10.0 20.0 30.0 - 30.0

男性　配偶者がいる（N＝498） 9.8 10.0 13.3 54.0 1.2 11.6

男性　配偶者がいない（N＝94） 12.8 9.6 13.8 51.1 - 12.8

男性　不明（N＝４） - 25.0 - 50.0 - 25.0

<％表示>

女性は生涯職
業を持たない
のがよい

不  明

問18　女性の働き方について

女性は結婚・
出産にかかわ
らず、働き続け
るのがよい

女性は結婚後
は家庭に入る
のがよい

女性は出産後
は家庭に入る
のがよい

女性は子育て
の時期は家庭
に入り、子育
てが終われば
再び働くのが
よい

女性　はい【共働き】（N＝212） 26.4 1.9 2.8 59.4 - 9.4

女性　いいえ（N＝320） 6.9 4.1 10.3 70.0 - 8.8

女性　不明（N＝６） 16.7 - - 50.0 16.7 16.7

男性　はい【共働き】（N＝151） 16.6 6.6 7.3 56.3 2.6 10.6

男性　いいえ（N＝338） 7.1 11.5 16.3 53.6 0.6 10.9

男性　不明（N＝９） - 11.1 - 33.3 - 55.6

<％表示>

女性は生涯職
業を持たない
のがよい

問18　女性の働き方について

不  明

女性は結婚・
出産にかかわ
らず、働き続け
るのがよい

女性は結婚後
は家庭に入る
のがよい

女性は出産後
は家庭に入る
のがよい

女性は子育て
の時期は家庭
に入り、子育
てが終われば
再び働くのが
よい

 
男女とも配偶者の有無に関係なく「女性は子育ての時期は家庭に入り、子育てが終われ

ば再び働くのがよい」が女性では６割以上、男性では５割以上で高くなっています。 

また、「女性は子育ての時期は家庭に入り、子育てが終われば再び働くのがよい」に次い

で、共働きの方は男女ともに「女性は結婚・出産にかかわらず、働き続けるのがよい」が

多いのに対して、共働きではない方は「女性は出産後は家庭に入るのがよい」が多くなっ

ています。 

 

【問18×問32】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問18×問33】 
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33.6

36.9

29.2

34.8

35.6

34.2

6.8

6.5

6.9

7.3

7.7

6.214.6

9.6

11.6

8.9

5.9

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N＝1,374）

女性（N＝758）

男性（N＝596）

積極的にとった方がよい どちらかといえばとった方がよい
どちらかといえばとらない方がよい とらない方がよい
わからない 不明

 
問 19 育児や家族介護を行うために、法律に基づき育児休業・子の看護休暇・介護休

業を取得できる制度があります。あなたはこの制度を活用して、男性が育児休

業・子の看護休暇・介護休業をとることについてどう思いますか。 

   （それぞれについて、１つに○） 

 

<ア：育児休業> 

 

全体でみると「積極的にとった方がよい」と「どちらかといえばとった方がよい」を合

わせた『とった方がよい層』（以下、同じ表記）が 68.4％と高くなっています。「どちらか

といえばとらない方がよい」と「とらない方がよい」を合わせた『とらない方がよい層』（以

下、同じ表記）は17.5％となっています。 

男女別にみると『とった方がよい層』について女性は72.5％、男性は63.4％となってお

り、女性の方が多くなっています。『とらない方がよい層』は男性が23.5％、女性が13.3％

となっています。 
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45.9

41.1

38.3

43.3

32.0

17.0

0.0

33.8

40.4

44.2

30.4

37.3

23.9

100.0

9.9

9.8

12.5

5.3

2.6

3.4

5.4

3.3

7.5

7.6

6.5

9.1

1.7

3.5

11.8

34.1

5.0

9.9

12.2

0.0

3.3

2.7

4.0

0.0 0.0

0.0

0.0

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳（Ｎ= 74）

30～39歳（Ｎ=151）

40～49歳（Ｎ=120）

50～59歳（Ｎ=171）

60～69歳（Ｎ=153）

70歳以上（Ｎ= 88）

不明（Ｎ=１）

積極的にとった方がよい どちらかといえばとった方がよい
どちらかといえばとらない方がよい とらない方がよい
わからない 不明

40.4

39.1

34.4

23.4

26.9

22.5

0.0

30.8

26.1

28.9

43.0

37.7

28.1

100.0

13.3

14.4

21.3

9.4

7.2

6.7

11.5

5.8

10.0

7.8

6.0

2.2

2.2

3.1

7.8

19.1

0.0

11.5

13.0

13.3

0.0

14.5

5.8

11.1

0.0

1.4

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳（Ｎ= 52）

30～39歳（Ｎ= 69）

40～49歳（Ｎ= 90）

50～59歳（Ｎ=128）

60～69歳（Ｎ=167）

70歳以上（Ｎ= 89）

不明（Ｎ=１）

積極的にとった方がよい どちらかといえばとった方がよい
どちらかといえばとらない方がよい とらない方がよい
わからない 不明

 
年齢別にみるとすべての年齢層において『とった方がよい層』が多い中、女性の 20～30

歳代、50歳代、男性の20～40歳代は「積極的にとった方がよい」が最も多く、比較的年齢

の低い層の方が育児休業の取得に積極的であることがうかがえます。 

 

【年齢別】 

女性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性 
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35.4

38.4

31.4

36.9

38.0

36.2

6.4

5.7

7.2

8.6

8.2

8.2

9.6

7.7

12.4

2.1

3.1

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N＝1,374）

女性（N＝758）

男性（N＝596）

積極的にとった方がよい どちらかといえばとった方がよい
どちらかといえばとらない方がよい とらない方がよい
わからない 不明

 
<イ：子の看護休暇> 

 

全体でみると『とった方がよい層』が 72.3％で高く、『とらない方がよい層』は 12.7％

となっています。 

男女別にみると『とった方がよい層』について女性は76.4％、男性は67.6％となってお

り、女性の方が高くなっています。『とらない方がよい層』は男性が16.9％、女性が9.8％

となっています。 
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55.4

47.0

44.2

42.7

26.8

13.6

0.0

25.7

38.4

44.2

37.4

45.1

27.3

100.0

8.8

9.2

11.4

3.5

0.7

2.3

4.1

6.6

5.8

4.7

5.9

6.8

1.7

2.9

12.4

38.6

0.0

13.5

5.3

0.8

0.0

1.3

1.4

3.3

0.0

1.3

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳（Ｎ= 74）

30～39歳（Ｎ=151）

40～49歳（Ｎ=120）

50～59歳（Ｎ=171）

60～69歳（Ｎ=153）

70歳以上（Ｎ= 88）

不明（Ｎ=１）

積極的にとった方がよい どちらかといえばとった方がよい
どちらかといえばとらない方がよい とらない方がよい
わからない 不明

48.1

44.9

36.7

28.9

28.7

13.5

100.0

34.6

33.3

33.3

37.5

38.3

37.1

14.1

12.6

19.1

4.7

3.6

4.5

11.5

4.3

10.0

9.4

6.0

3.4

2.2

5.5

10.8

22.5

0.0

13.3

5.8

3.8

0.0

4.4

1.9

8.7

0.0 0.0

0.0

0.0

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳（Ｎ= 52）

30～39歳（Ｎ= 69）

40～49歳（Ｎ= 90）

50～59歳（Ｎ=128）

60～69歳（Ｎ=167）

70歳以上（Ｎ= 89）

不明（Ｎ=１）

積極的にとった方がよい どちらかといえばとった方がよい
どちらかといえばとらない方がよい とらない方がよい
わからない 不明

 
年齢別にみるとすべての年齢層において『とった方がよい層』が多い中、女性の 20～50

歳代、男性の20～40歳代は「積極的にとった方がよい」が最も多く、比較的年齢の低い層

の方が子の看護休暇の取得に積極的であることがうかがえます。 

 

【年齢別】 

女性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性 
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40.4

44.9

34.4

36.5

36.0

37.8

6.3

5.4

7.7

7.5

7.1

7.010.2

5.1

7.3

2.9

2.0

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N＝1,374）

女性（N＝758）

男性（N＝596）

積極的にとった方がよい どちらかといえばとった方がよい
どちらかといえばとらない方がよい とらない方がよい
わからない 不明

 
<ウ：介護休業> 

 

全体でみると『とった方がよい層』が76.9％で高く、『とらない方がよい層』は9.3％と

なっています。 

男女別にみると『とった方がよい層』について女性は80.9％、男性は72.2％となってお

り、女性の方が高くなっています。『とらない方がよい層』は男性が13.1％、女性が6.6％

となっています。 
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56.8

49.0

55.8

52.0

31.4

22.7

0.0

29.7

37.1

37.5

33.3

43.8

28.4

100.0

5.3

6.5

4.5

2.3

1.3

2.3

4.1

6.6

2.5

4.7

5.9

9.1

2.3

11.1

33.0

2.5

4.0

9.5

0.0

0.0

0.0

2.0

0.0 0.0

1.7

0.0

0.0

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳（Ｎ= 74）

30～39歳（Ｎ=151）

40～49歳（Ｎ=120）

50～59歳（Ｎ=171）

60～69歳（Ｎ=153）

70歳以上（Ｎ= 88）

不明（Ｎ=１）

積極的にとった方がよい どちらかといえばとった方がよい
どちらかといえばとらない方がよい とらない方がよい
わからない 不明

46.2

42.0

38.9

31.3

35.3

20.2

0.0

30.8

39.1

41.1

40.6

38.3

31.5

100.0

13.3

10.2

18.0

2.3

1.2

2.2

17.3

5.8

7.8

7.8

6.0

6.7

4.7

9.0

21.3

0.0

3.8

5.8

5.6

0.0

5.8

1.9

5.6

0.0

1.4

0.0

0.0

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳（Ｎ= 52）

30～39歳（Ｎ= 69）

40～49歳（Ｎ= 90）

50～59歳（Ｎ=128）

60～69歳（Ｎ=167）

70歳以上（Ｎ= 89）

不明（Ｎ=１）

積極的にとった方がよい どちらかといえばとった方がよい
どちらかといえばとらない方がよい とらない方がよい
わからない 不明

 
年齢別にみるとすべての年齢層において『とった方がよい層』が多く、中でも女性の 20

～50歳代、男性の20～30歳代は「積極的にとった方がよい」が最も多く、比較的年齢の低

い層の方が介護休業の取得に積極的であることがうかがえます。 

 

【年齢別】 

女性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性 
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39.2

30.5

50.0

36.6

34.8

0.0

6.5

6.7

30.020.0

10.0

9.3

0.0

3.9

3.3

0.0

4.5

14.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

配偶者がいる（N＝538）

配偶者がいない（N＝210）

不明（N＝10）

積極的にとった方がよい どちらかといえばとった方がよい
どちらかといえばとらない方がよい とらない方がよい
わからない 不明

28.5

31.9

50.0

35.7

27.7

0.0

5.8

12.8

25.0

15.1

11.7

25.0

7.4

9.2

0.0 0.0

8.5

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

配偶者がいる（N＝498）

配偶者がいない（N＝94）

不明（N＝４）

積極的にとった方がよい どちらかといえばとった方がよい
どちらかといえばとらない方がよい とらない方がよい
わからない 不明

 
『育児休業』『子の看護休暇』について配偶者がいる女性、いない男性は「積極的にとっ

た方がよい」が最も多く、配偶者がいない女性、いる男性は「どちらかといえばとった方

がよい」が最も多くなっており、いずれも取得に前向きであることがうかがえます。 

『介護休業』について配偶者がいる女性、いない女性、いない男性は「積極的にとった

方がよい」が最も多く、配偶者がいる男性は「どちらかといえばとった方がよい」が最も

多くなっています。 

 

【問19×問32】 

 ア．育児休業 

 女性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男性 
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30.3

37.2

25.0

38.0

28.7

0.0

6.2

12.8

25.025.0

6.4

13.5

25.0

4.0

6.4

0.0

8.0

8.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

配偶者がいる（N＝498）

配偶者がいない（N＝94）

不明（N＝４）

積極的にとった方がよい どちらかといえばとった方がよい
どちらかといえばとらない方がよい とらない方がよい
わからない 不明

41.6

29.5

50.0

38.8

37.6

4.6

8.1

30.0
0.0

7.4

8.1

10.0

1.4

2.4

0.0
10.0

15.2

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

配偶者がいる（N＝538）

配偶者がいない（N＝210）

不明（N＝10）

積極的にとった方がよい どちらかといえばとった方がよい
どちらかといえばとらない方がよい とらない方がよい
わからない 不明

48.1

36.2

50.0

37.0

35.2

4.3

8.1

30.0
0.0

10.0

6.2

4.6

0.0

1.7

1.0

10.0

4.3

13.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

配偶者がいる（N＝538）

配偶者がいない（N＝210）

不明（N＝10）

積極的にとった方がよい どちらかといえばとった方がよい
どちらかといえばとらない方がよい とらない方がよい
わからない 不明

34.5

34.0

25.0

39.0

33.0

0.0

6.2

16.0

25.0

10.4

7.4

50.0

2.1

3.0

0.0 0.0

7.4

6.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

配偶者がいる（N＝498）

配偶者がいない（N＝94）

不明（N＝４）

積極的にとった方がよい どちらかといえばとった方がよい
どちらかといえばとらない方がよい とらない方がよい
わからない 不明

 
 イ．子の看護休暇 

 女性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ウ．介護休業 

 女性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男性 
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24.4

66.3

32.8

43.2

49.1

40.2

18.9

1.5

1.9

4.4

20.7

69.5

34.8

43.1

52.4

41.8

16.8

0.9

1.5

5.0

29.0

62.2

30.7

43.6

45.5

38.6

21.8

2.3

2.0

3.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

労働時間を短縮する

育児休業・介護休業制度を利用できる職場環境をつくる

育児や介護のために退職した職員を再雇用する制度を
導入する                                                         

育児休業・介護休業中の賃金その他の経済的保障を
充実する                                                       

地域の保育施設や介護施設などの内容と環境を充実
する                                                             

在宅勤務やフレックスタイム（出勤・退勤時刻を従業員

が決められる制度）など、柔軟な勤務制度を導入する

本人が積極的に働き続ける意志を持ち、努力する

その他

特にない

不明

全体（N＝1,374） 女性（N＝758） 男性（N＝596）

単位：％

 
問 20 あなたは、男性と女性がともに仕事と家庭生活を両立させていけるような環境

をつくるために、特にどのようなことが必要だと思いますか。 

（あてはまるもの３つに○） 

 

全体でみると「育児休業・介護休業制度を利用できる職場環境をつくる」が 66.3％で最

も高く、次いで「地域の保育施設や介護施設などの内容と環境を充実する」が 49.1％と続

いています。 

男女別にみると男女ともに「育児休業・介護休業制度を利用できる職場環境をつくる」

が高く、女性は69.5％、男性は62.2％となっています。次いで「地域の保育施設や介護施

設などの内容と環境を充実する」で女性が 52.4％、男性が 45.5％、「育児休業・介護休業

中の賃金その他の経済的保障を充実する」で女性が43.1％、男性が43.6％となっています。 
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女性　20～29歳（Ｎ= 74） 29.7 78.4 35.1 64.9 51.4

女性　30～39歳（Ｎ=151） 17.9 73.5 37.7 51.7 49.0

女性　40～49歳（Ｎ=120） 20.0 78.3 28.3 44.2 65.8

女性　50～59歳（Ｎ=171） 24.6 74.3 39.8 39.8 56.7

女性　60～69歳（Ｎ=153） 17.0 64.1 36.6 36.6 53.6

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 17.0 43.2 25.0 26.1 29.5

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 32.7 75.0 36.5 48.1 44.2

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 27.5 58.0 34.8 44.9 36.2

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 32.2 66.7 31.1 46.7 41.1

男性　50～59歳（Ｎ=128） 33.6 64.8 22.7 46.9 52.3

男性　60～69歳（Ｎ=167） 25.1 64.1 34.7 41.3 50.9

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 24.7 47.2 28.1 36.0 37.1

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - 100.0 100.0

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 52.7 9.5 2.7 - -

女性　30～39歳（Ｎ=151） 57.0 12.6 1.3 1.3 1.3

女性　40～49歳（Ｎ=120） 50.8 12.5 0.8 - 3.3

女性　50～59歳（Ｎ=171） 40.4 17.5 - 0.6 0.6

女性　60～69歳（Ｎ=153） 30.1 24.8 0.7 2.0 4.6

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 18.2 20.5 1.1 5.7 27.3

女性　不明（Ｎ=１） - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 36.5 17.3 5.8 1.9 -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 46.4 20.3 5.8 - 1.4

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 46.7 17.8 3.3 4.4 1.1

男性　50～59歳（Ｎ=128） 45.3 18.0 1.6 3.1 2.3

男性　60～69歳（Ｎ=167） 35.3 25.1 1.2 0.6 2.4

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 22.5 29.2 - 2.2 11.2

男性　不明（Ｎ=１） - - - - -

<％表示>

育児休業・介護
休業制度を利用
できる職場環境を
つくる

育児や介護のた
めに退職した職
員を再雇用する
制度を導入する

育児休業・介護
休業中の賃金そ
の他の経済的保
障を充実する

地域の保育施設
や介護施設など
の内容と環境を
充実する

在宅勤務やフレッ
クスタイム（出勤・
退勤時刻を従業
員が決められる
制度）など、柔軟
な勤務制度を導
入する

問20　仕事と家庭生活を両立させるために必要な環境

特にない 不  明
本人が積極的に
働き続ける意志
を持ち、努力する

そ の 他

労働時間を短縮
する

 
年齢別にみるとすべての年齢層において「育児休業・介護休業制度を利用できる職場環

境をつくる」が多くなっており、次いで男女の 20歳代と男性の 40歳代は「育児休業・介

護休業中の賃金その他の経済的保障を充実する」、女性の40歳以上、男性の50歳以上は「地

域の保育施設や介護施設などの内容と環境を充実する」、女性の30歳代、男性の30～40歳

代は「在宅勤務やフレックスタイムなど、柔軟な勤務制度を導入する」が多くなっていま

す。 

 

【年齢別】 
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女性　配偶者がいる（N＝538） 22.9 73.0 33.5 42.0 55.6

女性　配偶者がいない（N＝210） 15.2 61.9 38.1 46.2 44.8

女性　不明（N＝10） 20.0 40.0 40.0 40.0 40.0

男性　配偶者がいる（N＝498） 29.5 62.2 29.5 43.6 47.8

男性　配偶者がいない（N＝94） 27.7 62.8 37.2 43.6 35.1

男性　不明（N＝４） - 50.0 25.0 50.0 -

女性　配偶者がいる（N＝538） 42.8 16.2 0.7 0.7 3.3

女性　配偶者がいない（N＝210） 40.5 18.1 1.0 2.9 8.6

女性　不明（N＝10） 20.0 20.0 10.0 10.0 20.0

男性　配偶者がいる（N＝498） 40.4 22.5 2.0 2.0 2.8

男性　配偶者がいない（N＝94） 30.9 18.1 4.3 2.1 4.3

男性　不明（N＝４） - 25.0 - - 25.0

<％表示>

問20　仕事と家庭生活を両立させるために必要な環境

育児休業・介
護休業中の賃
金その他の経
済的保障を充
実する

地域の保育施
設や介護施設
などの内容と
環境を充実す
る

育児や介護の
ために退職し
た職員を再雇
用する制度を
導入する

特にない 不  明

在宅勤務やフ
レックスタイム
（出勤・退勤時刻
を従業員が決め
られる制度）な
ど、柔軟な勤務
制度を導入する

本人が積極的
に働き続ける
意志を持ち、
努力する

そ の 他

育児休業・介
護休業制度を
利用できる職
場環境をつく
る

労働時間を短
縮する

 
配偶者の有無にかかわらず男女とも「育児休業・介護休業制度を利用できる職場環境を

つくる」が最も多く、次いで配偶者がいる方は「地域の保育施設や介護施設などの内容と

環境を充実する」、配偶者がいない方は「育児休業・介護休業中の賃金その他の経済的保障

を充実する」が多くなっています。 

 

【問20×問32】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

内  容 件 数 

社会保障制度を充実する １ 

女性に対する社会の偏見をなくす １ 

３世代同居などが可能な住環境や地域づくり １ 

夫婦の信頼と話し合いの場を持つ １ 
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38.7

65.2

25.0

28.7

3.6

7.1

3.2

36.8

68.1

27.0

27.7

3.6

6.3

3.0

41.8

62.2

22.8

30.5

3.9

7.6

2.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

健康に関する学習機会の充実

心とからだの健康に関する情報の提供

保健福祉センターでの相談

禁煙・分煙対策の推進

その他

わからない

不明

全体（N＝1,374） 女性（N＝758） 男性（N＝596）

単位：％

 

(６)健康について 

 

問21 橿原市では、「健康かしはら21計画」を策定し、①食生活、②運動・身体活動、

③歯の健康、④タバコ、⑤健康チェックの５つの項目の行動計画について、生

活習慣病の予防のため「健康づくり」を推進していますが、生涯にわたる健康

づくりのための支援策として、あなたは特に何が必要だと思いますか。   

（あてはまるもの２つに○） 

 

全体でみると「心とからだの健康に関する情報の提供」が65.2％で最も高く、次いで「健

康に関する学習機会の充実」が38.7％と続いています。 

男女別にみると男女ともに「心とからだの健康に関する情報の提供」が高く女性で68.1％、

男性で 62.2％となっています。次いで「健康に関する学習機会の充実」で女性が 36.8％、

男性が41.8％となっています。 
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女性　20～29歳（Ｎ= 74） 25.7 73.0 24.3 50.0 5.4 5.4 -

女性　30～39歳（Ｎ=151） 30.5 67.5 26.5 32.5 4.6 6.6 2.0

女性　40～49歳（Ｎ=120） 41.7 74.2 30.0 26.7 2.5 3.3 1.7

女性　50～59歳（Ｎ=171） 42.1 67.8 26.9 25.1 3.5 7.0 1.8

女性　60～69歳（Ｎ=153） 40.5 71.2 27.5 22.2 3.3 5.9 2.0

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 34.1 52.3 26.1 17.0 1.1 10.2 13.6

女性　不明（Ｎ=１） - - - - 100.0 - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 42.3 57.7 19.2 44.2 5.8 13.5 -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 36.2 50.7 24.6 33.3 5.8 14.5 2.9

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 44.4 58.9 23.3 36.7 1.1 5.6 1.1

男性　50～59歳（Ｎ=128） 43.0 67.2 21.9 32.0 5.5 6.3 0.8

男性　60～69歳（Ｎ=167） 43.1 65.3 22.2 22.2 3.6 6.6 4.2

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 38.2 64.0 25.8 28.1 2.2 4.5 5.6

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 100.0 - - - - -

<％表示>

わからない 不  明

問21　健康づくりのための支援策として必要なこと

健康に関す
る学習機会
の充実

心とからだの
健康に関す
る情報の提
供

保健福祉セ
ンターでの相
談

禁煙・分煙
対策の推進

そ の 他

 
年齢別にみるとすべての年齢層において「心とからだの健康に関する情報の提供」が多

くなっており、特に女性の 20～60歳代は７割程度と高く、男性についても 50歳以上で６

割を超えて高くなっています。 

また、20歳代の女性では半数が「禁煙・分煙対策の推進」を求めています。 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

内  容 件 数 

健康診断の実施 ５ 

スポーツをする場や機会の提供 ４ 

無料の健康診断を実施する ２ 

人間ドックの充実 １ 

医療機関による予防活動 １ 
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7.4

50.7

18.7

1.5

0.6

4.4

16.7

6.1

48.2

17.8

1.3

0.1

3.0

23.5

8.9

20.3

1.8

1.2

6.0

7.4

54.4

0 10 20 30 40 50 60

家庭生活又は地域活動よりも、仕事に専

念する

家庭生活又は地域活動にも携わるが、あ

くまで仕事を優先させる

家庭生活又は地域活動と仕事を同じよう

に両立させる

仕事にも携わるが、家庭生活又は地域

活動を優先させる

仕事よりも、家庭生活又は地域活動に専

念する

わからない

不明

単位：％

 

(７)地域･社会活動について 

 

問 22 仕事との関係において、家庭生活又は地域活動（自治会やボランティア）をど

のように位置づけるのが望ましいと思いますか。（１つずつに○） 

 

『女性に望ましいと思うこと』の全体でみると「家庭生活又は地域活動と仕事を同じよ

うに両立させる」が29.7％で最も高いのに対して、『男性に望ましいと思うこと』の全体で

は「家庭生活又は地域活動にも携わるが、あくまで仕事を優先させる」が 50.7％で最も高

くなっています。 

『女性に望ましいと思うこと』について男女別にみると男女ともに「家庭生活又は地域

活動と仕事を同じように両立させる」が多く、女性で34.6％、男性で24.3％となっており、

特に女性の回答の割合が高くなっています。『男性に望ましいと思うこと』について男女別

にみると男女ともに「家庭生活又は地域活動にも携わるが、あくまで仕事を優先させる」

が多く、女性で48.2％、男性で54.4％となっており、特に男性の割合が高くなっています。 

 

女性に望ましいと思うこと                男性に望ましいと思うこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2

22.2

29.7

17.5

7.9

8.4

13.2

0.8

23.1

34.6

18.1

5.9

9.2

8.3

1.5

20.8

24.3

17.3

10.2

7.4

18.5

0102030405060

　　    家庭生活又は地域活動よりも、　
        仕事に専念する   　               

　家庭生活又は地域活動にも携わるが、　

   あくまで仕事を優先させる  　               

　  　 家庭生活又は地域活動と仕事を　
       同じように両立させる  　            

     仕事にも携わるが、家庭生活又は

地域活動を優先させる         

　　    仕事よりも、家庭生活又は　　
        地域活動に専念する  　     　

　　　　　　　　 わからない

　　　　　　　　　　不明

全体（N＝1,374） 女性（N＝758） 男性（N＝596）
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女性　20～29歳（Ｎ= 74） 1.4 23.0 48.6 21.6 1.4 4.1 -

女性　30～39歳（Ｎ=151） 0.7 22.5 35.8 27.2 4.6 7.3 2.0

女性　40～49歳（Ｎ=120） 0.8 28.3 45.8 16.7 4.2 1.7 2.5

女性　50～59歳（Ｎ=171） 0.6 24.6 34.5 18.7 4.7 9.9 7.0

女性　60～69歳（Ｎ=153） 0.7 22.9 28.1 12.4 9.2 13.1 13.7

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 1.1 13.6 17.0 10.2 11.4 19.3 27.3

女性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 3.8 17.3 36.5 15.4 11.5 13.5 1.9

男性　30～39歳（Ｎ= 69） - 29.0 26.1 23.2 10.1 5.8 5.8

男性　40～49歳（Ｎ= 90） - 21.1 27.8 17.8 11.1 8.9 13.3

男性　50～59歳（Ｎ=128） 0.8 19.5 25.8 21.1 8.6 7.8 16.4

男性　60～69歳（Ｎ=167） 1.2 21.0 19.8 18.6 9.6 6.0 24.0

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 4.5 18.0 19.1 5.6 11.2 5.6 36.0

男性　不明（Ｎ=１） - - - - 100.0 - -

<％表示>

わからない 不  明

問22　ア．家庭生活又は地域活動の位置づけ【女性に望ましいと思うこと】

家庭生活又は
地域活動より
も、仕事に専
念する

家庭生活又は
地域活動にも
携わるが、あく
まで仕事を優
先させる

家庭生活又は
地域活動と仕
事を同じように
両立させる

仕事にも携わ
るが、家庭生
活又は地域活
動を優先させ
る

仕事よりも、家
庭生活又は地
域活動に専念
する

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 8.1 56.8 28.4 - - 2.7 4.1

女性　30～39歳（Ｎ=151） 6.6 57.6 25.2 1.3 - 3.3 6.0

女性　40～49歳（Ｎ=120） 2.5 45.8 32.5 3.3 0.8 0.8 14.2

女性　50～59歳（Ｎ=171） 6.4 48.5 14.6 1.2 - 7.0 22.2

女性　60～69歳（Ｎ=153） 5.2 47.1 5.9 0.7 - 2.0 39.2

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 9.1 28.4 3.4 1.1 - - 58.0

女性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 11.5 40.4 34.6 - - 13.5 -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 7.2 58.0 23.2 4.3 - 2.9 4.3

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 14.4 51.1 22.2 - 1.1 4.4 6.7

男性　50～59歳（Ｎ=128） 3.9 61.7 20.3 3.1 - 5.5 5.5

男性　60～69歳（Ｎ=167） 11.4 55.7 18.0 1.2 1.8 6.0 6.0

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 5.6 49.4 12.4 2.2 3.4 6.7 20.2

男性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - - - -

<％表示>

わからない 不  明

問22　イ．家庭生活又は地域活動の位置づけ【男性に望ましいと思うこと】

家庭生活又は
地域活動より
も、仕事に専
念する

家庭生活又は
地域活動にも
携わるが、あく
まで仕事を優
先させる

家庭生活又は
地域活動と仕
事を同じように
両立させる

仕事にも携わ
るが、家庭生
活又は地域活
動を優先させ
る

仕事よりも、家
庭生活又は地
域活動に専念
する

 
年齢別にみると年齢の高い層で不明が多くみられるものの、『女性に望ましいと思うこ

と』では女性の20～60歳代、男性の20歳代、40～50歳代、70歳以上で「家庭生活又は地

域活動と仕事を同じように両立させる」、男性の 30歳代、60歳代で「家庭生活又は地域活

動にも携わるが、あくまで仕事を優先させる」が多くなっているのに対して、『男性に望ま

しいと思うこと』ではすべての年齢層において「家庭生活又は地域活動にも携わるが、あ

くまで仕事を優先させる」が多くなっています。 

 

【年齢別】 
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9.8

5.5

20.2

4.4

11.7

44.4

17.0

14.8

15.4

6.7

0.2

8.7

20.0

7.1

3.8

20.3

5.7

12.5

45.3

19.4

14.0

11.7

3.8

0.0

7.9

20.6

13.4

7.7

20.6

2.9

10.9

44.0

14.3

16.3

20.6

10.6

0.5

9.2

18.3

0 10 20 30 40 50 60

地域活動（自治会、婦人会、老人会など）

ＰＴＡ、子ども会などの青少年育成活動

ボランティア活動および奉仕活動

消費生活活動（共同購入、生協など）

国際交流

趣味・スポーツ・教養などの活動

仕事の技術を身につけるための活動

平和や環境を守るための活動

まちづくり・地域おこしに関する活動

行政から委嘱された審議会・委員会などの

公的活動

その他

どれにも参加していない（したくない）

不明

単位：％

 
問23 あなたが現在、仕事以外に行っている活動と、今後新たに始めたい（続けたい）

活動は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

全体でみると『現在行っている活動』は「趣味・スポーツ・教養などの活動」が 34.5％

で最も高く、次いで「どれにも参加していない」が 21.4％、「地域活動」が 20.7％と続い

ています。男女別にみても、男女とも「趣味・スポーツ・教養などの活動」が多くなって

います。 

『今後始めたい活動』では、「趣味・スポーツ・教養などの活動」が 44.4％で最も高く、

次いで「ボランティア活動および奉仕活動」が20.2％と続いています。男女別にみても「趣

味・スポーツ・教養などの活動」や「ボランティア活動および奉仕活動」が多く、女性に

ついては「仕事の技術を身につけるための活動」が19.4％、男性については「まちづくり・

地域おこしに関する活動」が20.6％で高くなっています。 

 

現在行っている活動                       今後始めたい活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.7

7.6

8.8

11.2

1.7

34.5

5.7

3.1

3.4

1.9

0.7

21.4

19.1

19.0

9.9

7.1

17.0

1.3

33.1

5.4

2.4

2.4

1.5

0.7

21.0

18.2

23.2

4.7

10.9

3.9

2.3

36.9

6.2

4.0

4.7

2.3

0.8

21.5

19.8

0102030405060

  　　地域活動（自治会、婦人会、老人会など）

 　 　 ＰＴＡ、子ども会などの青少年育成活動

  　  　 ボランティア活動および奉仕活動

   　　 消費生活活動（共同購入、生協など）

     　      　         国際交流

    　　   趣味・スポーツ・教養などの活動

　　    仕事の技術を身につけるための活動

     　　   平和や環境を守るための活動

  　　   まちづくり・地域おこしに関する活動

　　行政から委嘱された審議会・委員会などの

公的活動                                              

          　     　       その他

     　　 どれにも参加していない（したくない）

            　　            不明

全体（N＝1,374） 女性（N＝758） 男性（N＝596）
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5.6

2.9

24.6

3.3

13.2

41.5

21.0

14.0

4.0

0.1

4.6

28.3

9.7

3.6

22.5

1.3

9.9

39.1

15.0

15.9

7.5

0.2

7.5

27.9

0 10 20 30 40 50

　　地域活動（自治会・町内会・婦人会・

　　老人会など）　　　　　　　　　　　　　　　　

　ＰＴＡ、子ども会などの青少年育成活動

　　　　ボランティア活動及び奉仕活動

　　消費生活活動（共同購入、生協など）

　　　　　　　　　国際交流活動

　　　　趣味・スポーツ・教養などの活動

　　仕事の技術を身につけるための活動

　　　　　平和や環境を守るための活動

　　　　行政機関から委託された審議会、

　　　　委員会などの公的活動　　　　　　

　　　　　　　　　　　　その他

　　どれにも参加していない（したくない）

　　　　　　　　　　　　　不明

単位：％

 

前回調査との比較 

 前回調査と比較すると、男女とも『現在行っている活動』は「趣味・スポーツ・教

養などの活動」が最も多く、次いで「どれにも参加していない」と続いており、同じ

傾向となっています。また『今後始めたい活動』についても「趣味・スポーツ・教養

などの活動」や「ボランティア活動および奉仕活動」が多く、同じ傾向となっていま

す。 

 

現在行っている活動                     今後始めたい活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.6

11.0

8.2

15.8

1.7

33.7

7.7

3.2

0.6

0.7

23.1

17.8

23.4

3.4

7.7

2.6

1.1

32.6

6.2

1.5

3.0

0.9

28.3

17.6

01020304050

　地域の活動（自治会・町内会・婦人会・

老人会など）　　　　　　　　　　　　　　　　

　ＰＴＡ、子ども会などの青少年育成活動

　　　ボランティア活動および奉仕活動

　　消費生活活動（共同購入、生協など）

　　　　　　　　　国際交流活動

　　　　趣味・スポーツ・教養などの活動

　　仕事の技術を身につけるための活動

　　　　　平和や環境を守るための活動

　　　　行政機関から委託された審議会、

　　　　委員会などの公的活動　　　　　　

　　　　　　　　　　　　その他

　　どれにも参加していない（したくない）

　　　　　　　　　　　　　不明

女性（N＝692） 男性（N＝466）
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19.1

32.5

20.6

9.9

21.8

23.6

1.8

14.3

15.2

4.8

7.2

25.6

27.8

21.7

7.2

15.0

23.9

2.2

16.1

15.6

7.8

10.0

10.1

38.5

18.2

12.8

29.7

1.4

11.5

13.5

1.4

4.1

24.3

0 10 20 30 40 50

家事・育児・介護など家庭のことで、時間がとれない

仕事が忙しく、時間がとれない

自分の健康に自信がない

仲間や指導者がいない

興味のあるものがない

時間帯が合わない

家族の理解が得られない

自分の能力に自信がない

経済的に負担がかかる

その他

不明

全体（N＝335） 女性（N＝180） 男性（N＝148）

単位：％

 
問24 問23で「シ．どれにも参加していない（したくない）」と回答された方に質問し

ます。参加していない理由は次のうちどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

全体でみると「仕事が忙しく、時間がとれない」が 32.5％で最も高く、次いで「時間帯

が合わない」が23.6％、「興味のあるものがない」が21.8％と続いています。 

男女別にみると女性は「仕事が忙しく、時間がとれない」が 27.8％で最も高く、次いで

「家事・育児・介護など家庭のことで、時間がとれない」が 25.6％となっています。男性

は女性と同様に「仕事が忙しく、時間がとれない」が 38.5％で最も高く、次いで「興味の

あるものがない」が29.7％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

内  容 件 数 

高齢のため ８ 

情報がないため ２ 

人との関わりを持ちたくない １ 

人間関係が嫌だから １ 

身体に障害があるため １ 

参加する機会がなかったため １ 

やる気がしないため １ 
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22.7

27.3

22.2

10.2

22.7

24.4

5.7

14.2

24.4

4.5

1.1

5.5

47.6

7.6

7.6

22.8

20.0

1.4

6.9

13.8

6.9

6.2

0 10 20 30 40 50 60

家事・育児・介護など家庭のことで、時間がとれない

仕事が忙しく、時間がとれない

自分の健康に自信がない

仲間や指導者がいない

興味のあるものがない

時間帯が合わない

家族の理解が得られない

自分の能力に自信がない

経済的に負担がかかる

その他

不明

女性（N＝176） 男性（N＝145）

単位：％

 

 前回調査との比較 

前回調査と比較すると、男女とも「仕事が忙しく、時間がとれない」が最も多く、

女性は 0.5ポイント増加、男性は 9.1ポイント減少しています。次いで女性は前回調

査では「時間帯が合わない」「経済的に負担がかかる」が24.4％で高くなっていたのに

対して、今回調査では「家事・育児・介護など家庭のことで、時間がとれない」が25.6％

となっています。男性は前回調査と同様に「興味のあるものがない」が多くなってい

ます。 
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52.1

24.6

24.6

27.4

20.1

28.0

16.1

33.6

0.8

10.8

59.6

20.1

22.0

33.1

18.9

24.9

14.4

31.3

0.1

10.4

43.5

30.7

28.2

20.6

22.3

18.5

37.1

1.7

10.1

32.4

0 10 20 30 40 50 60 70

配偶者や家族の理解と協力

社会活動に参加しやすくなるように、ボランティア休暇

などの職場の制度を整える                                

労働時間の短縮などにより時間的余裕を持つ

託児サービスや介護や看護を支援するサービスなど

各種サービスの充実                                       

利用しやすい活動場所や活動の成果を発表する場の

提供                                                            

地域活動に関心を高めるよう啓発や情報提供を行う

社会参加のための講座開催、リーダー養成、活動

グループへの援助                                       

地域活動を行うための仲間（ネットワーク）づくりを進める

その他

不明

全体（N＝1,374） 女性（N＝758） 男性（N＝596）

単位：％

 
問25 社会活動への参加を進めるために必要なことは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

全体でみると「配偶者や家族の理解と協力」が 52.1％で最も高く、次いで「地域活動を

行うための仲間（ネットワーク）づくりを進める」が 33.6％と続いています。 

男女別にみると男女とも「配偶者や家族の理解と協力」が多く、特に女性は 59.6％と高

く、男性は 43.5％となっています。次いで女性は「託児サービスや介護や看護を支援する

サービスなど各種サービスの充実」が 33.1％、男性は「地域活動を行うための仲間（ネッ

トワーク）づくりを進める」が37.1％で高くなっています。 
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女性　20～29歳（Ｎ= 74） 41.9 33.8 37.8 52.7 27.0

女性　30～39歳（Ｎ=151） 62.3 24.5 27.8 47.7 18.5

女性　40～49歳（Ｎ=120） 70.0 22.5 25.0 38.3 20.0

女性　50～59歳（Ｎ=171） 59.1 22.2 22.2 27.5 16.4

女性　60～69歳（Ｎ=153） 64.7 11.8 13.7 23.5 17.0

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 48.9 8.0 9.1 12.5 19.3

女性　不明（Ｎ=１） - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 30.8 40.4 34.6 19.2 26.9

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 47.8 36.2 42.0 20.3 21.7

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 37.8 42.2 41.1 23.3 21.1

男性　50～59歳（Ｎ=128） 47.7 34.4 32.8 20.3 21.1

男性　60～69歳（Ｎ=167） 41.9 24.6 16.8 22.8 23.4

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 50.6 15.7 14.6 15.7 21.3

男性　不明（Ｎ=１） - - 100.0 - -

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 27.0 16.2 39.2 - -

女性　30～39歳（Ｎ=151） 22.5 9.3 27.8 - 5.3

女性　40～49歳（Ｎ=120） 31.7 18.3 36.7 - 4.2

女性　50～59歳（Ｎ=171） 23.4 12.3 33.9 - 9.4

女性　60～69歳（Ｎ=153） 28.8 17.0 32.0 - 13.1

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 13.6 15.9 17.0 1.1 34.1

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 28.8 7.7 32.7 3.8 5.8

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 24.6 18.8 30.4 4.3 2.9

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 25.6 15.6 30.0 2.2 5.6

男性　50～59歳（Ｎ=128） 35.2 25.0 38.3 0.8 9.4

男性　60～69歳（Ｎ=167） 38.3 19.2 45.5 - 10.8

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 31.5 16.9 34.8 2.2 22.5

男性　不明（Ｎ=１） 100.0 - - - -

<％表示>

問25　社会活動への参加を進めるために必要なこと

地域活動を行う
ための仲間（ネッ
トワーク）づくりを
進める

そ の 他 不  明

地域活動に関心
を高めるよう啓発
や情報提供を行
う

社会参加のため
の講座開催、リー
ダー養成、活動
グループへの援
助

配偶者や家族の
理解と協力

社会活動に参加
しやすくなるよう
に、ボランティア
休暇などの職場
の制度を整える

労働時間の短縮
などにより時間的
余裕を持つ

託児サービスや
介護や看護を支
援するサービスな
ど各種サービス
の充実

利用しやすい活
動場所や活動の
成果を発表する
場の提供

 
年齢別にみると女性の30歳以上、男性の30歳代、50歳代、70歳以上は「配偶者や家族

の理解と協力」、男性の 20歳代、40歳代は「社会活動に参加しやすくなるように、ボラン

ティア休暇などの職場の制度を整える」、女性の 20歳代は「託児サービスや介護や看護を

支援するサービスなど各種サービスの充実」、男性の 60歳代は「地域活動を行うための仲

間（ネットワーク）づくりを進める」が最も多くなっています。 

 

【年齢別】 
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女性　配偶者がいる（N＝538） 67.1 18.6 20.6 36.6 19.1

女性　配偶者がいない（N＝210） 40.5 22.9 26.2 23.8 18.1

女性　不明（N＝10） 60.0 40.0 10.0 40.0 20.0

男性　配偶者がいる（N＝498） 46.6 30.3 28.1 21.3 23.1

男性　配偶者がいない（N＝94） 28.7 34.0 28.7 18.1 19.1

男性　不明（N＝４） - - 25.0 - -

女性　配偶者がいる（N＝538） 25.1 15.1 31.6 - 8.2

女性　配偶者がいない（N＝210） 25.7 12.9 31.0 0.5 16.2

女性　不明（N＝10） - 10.0 20.0 - 10.0

男性　配偶者がいる（N＝498） 33.3 19.7 38.4 1.4 9.4

男性　配偶者がいない（N＝94） 28.7 12.8 30.9 3.2 10.6

男性　不明（N＝４） - - 25.0 - 75.0

<％表示>

労働時間の短
縮などにより
時間的余裕を
持つ

託児サービス
や介護や看護
を支援する
サービスなど
各種サービス
の充実

利用しやすい
活動場所や活
動の成果を発
表する場の提
供

不  明

社会参加のた
めの講座開
催、リーダー
養成、活動グ
ループへの援
助

地域活動を行
うための仲間
（ネットワーク）
づくりを進める

そ の 他

問25　社会活動への参加を進めるために必要なこと

社会活動に参
加しやすくなる
ように、ボラン
ティア休暇など
の職場の制度
を整える

配偶者や家族
の理解と協力

地域活動に関
心を高めるよ
う啓発や情報
提供を行う

 
配偶者がいる女性、いない女性、いる男性は「配偶者や家族の理解と協力」が最も多く、

配偶者がいない男性は「社会活動に参加しやすくなるように、ボランティア休暇などの職

場の制度を整える」が最も多くなっています。次いで配偶者がいる女性は「託児サービス

や介護や看護を支援するサービスなど各種サービスの充実」、配偶者がいない女性は、「地

域活動を行うための仲間（ネットワーク）づくりを進める」が多くなっています。男性は

配偶者がいる、いないのいずれも「地域活動を行うための仲間（ネットワーク）づくりを

進める」が多くなっています。 

 

【問25×問32】 
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女性　はい【共働き】（N＝212） 65.1 24.5 28.3 41.0 19.3

女性　いいえ（N＝320） 68.8 15.0 15.9 34.4 19.4

女性　不明（N＝６） 50.0 - - - -

男性　はい【共働き】（N＝151） 51.7 35.1 39.7 24.5 31.8

男性　いいえ（N＝338） 45.0 28.1 23.4 20.1 19.8

男性　不明（N＝９） 22.2 33.3 11.1 11.1 -

女性　はい【共働き】（N＝212） 25.0 14.6 33.5 - 6.1

女性　いいえ（N＝320） 25.3 15.3 30.9 - 9.1

女性　不明（N＝６） 16.7 16.7 - - 33.3

男性　はい【共働き】（N＝151） 37.7 23.2 39.1 1.3 4.6

男性　いいえ（N＝338） 31.7 18.6 37.9 1.5 11.2

男性　不明（N＝９） 22.2 - 44.4 - 22.2

<％表示>

不  明

配偶者や家族
の理解と協力

社会活動に参
加しやすくなる
ように、ボラン
ティア休暇など
の職場の制度
を整える

労働時間の短
縮などにより
時間的余裕を
持つ

託児サービス
や介護や看護
を支援する
サービスなど
各種サービス
の充実

利用しやすい
活動場所や活
動の成果を発
表する場の提
供

地域活動に関
心を高めるよ
う啓発や情報
提供を行う

社会参加のた
めの講座開
催、リーダー
養成、活動グ
ループへの援
助

地域活動を行
うための仲間
（ネットワーク）
づくりを進める

そ の 他

問25　社会活動への参加を進めるために必要なこと

 
共働き、共働きでないにかかわらず「配偶者や家族の理解と協力」が最も多く、次いで

女性は「託児サービスや介護や看護を支援するサービスなど各種サービスの充実」が多い

のに対して、共働きの男性は「労働時間の短縮などにより時間的余裕を持つ」、共働きでは

ない男性は「地域活動を行うための仲間（ネットワーク）づくりを進める」が多くなって

います。 

 

【問25×問33】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

内  容 件 数 

社会活動の重要性を明らかにして伝える １ 

市民一人ひとりの意識の問題 １ 
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13.6

23.5

1.5

10.1

1.4

0.1

27.1

1.1

0.9

9.8

10.8

23.9

0.0

1.3

14.9

2.1

0.3

36.4

0.9

0.9

10.0

9.2

0.8

53.5

1.8

3.7

0.3

0.0

15.8

1.3

0.8

9.1

12.8

0 10 20 30 40 50 60

夫

妻

息子

娘

息子の妻

娘の夫

社会福祉施設やケア付き

住宅への入居              

地域の人々やボランティア

その他

わからない

不明

全体（N＝1,374） 女性（N＝758） 男性（N＝596）

単位：％

 

(８)高齢期の生活について 

 

問26 もしも、あなたが、介護が必要な状態になった場合、介護保険制度を利用しながら

も、主にだれに（どこで）世話をしてもらいたいですか。 

（あてはまるもの１つに○） 

 

 全体でみると「社会福

祉施設やケア付き住宅への

入居」が27.1％で最も高く、

次いで「妻」が23.5％となっ

ています。 

男女別にみると女性は

「社会福祉施設やケア付き

住宅への入居」が 36.4％で

最も高いのに対して、男性

は「妻」が 53.5％で最も高

く、男女で大きな違いがみ

られます。 
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女性　20～29歳（Ｎ= 74） 23.0 - 1.4 24.3 - -

女性　30～39歳（Ｎ=151） 32.5 - - 13.2 0.7 -

女性　40～49歳（Ｎ=120） 20.8 - 0.8 13.3 - -

女性　50～59歳（Ｎ=171） 22.2 - - 11.1 1.2 0.6

女性　60～69歳（Ｎ=153） 24.2 - 3.3 11.8 2.6 0.7

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 17.0 - 3.4 25.0 10.2 -

女性　不明（Ｎ=１） - - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 1.9 36.5 - 1.9 - -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） - 42.0 1.4 4.3 - -

男性　40～49歳（Ｎ= 90） - 47.8 1.1 5.6 - -

男性　50～59歳（Ｎ=128） - 64.1 1.6 1.6 - -

男性　60～69歳（Ｎ=167） 0.6 59.3 1.2 4.2 - -

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 3.4 51.7 5.6 4.5 2.2 -

男性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - - -

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 25.7 1.4 1.4 17.6 5.4

女性　30～39歳（Ｎ=151） 35.1 - 2.6 11.3 4.6

女性　40～49歳（Ｎ=120） 43.3 - - 15.0 6.7

女性　50～59歳（Ｎ=171） 42.7 2.9 1.2 4.7 13.5

女性　60～69歳（Ｎ=153） 39.9 - - 7.8 9.8

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 20.5 1.1 - 8.0 14.8

女性　不明（Ｎ=１） - - - 100.0 -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 19.2 1.9 1.9 26.9 9.6

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 18.8 2.9 1.4 21.7 7.2

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 23.3 2.2 - 10.0 10.0

男性　50～59歳（Ｎ=128） 10.9 0.8 1.6 7.0 12.5

男性　60～69歳（Ｎ=167） 16.8 0.6 - 2.4 15.0

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 9.0 1.1 1.1 3.4 18.0

男性　不明（Ｎ=１） - - - - -

<％表示>

社会福祉施
設やケア付
き住宅への
入居

息　子 娘 息子の妻 娘 の 夫

問26　介護が必要な状態になった場合の介護

地域の人々
やボランティ
ア

夫 妻

そ の 他 わからない 不  明

 
年齢別にみると女性の 20～60歳代は「社会福祉施設やケア付き住宅への入居」、女性の

70歳以上は「娘」、男性はすべての年齢層で「妻」が最も多くなっています。 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

内  容 件 数 

家族 １ 

そのときの状況によって変わってくる １ 
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18.9

62.7

74.7

6.6

13.4

8.4

5.8

8.7

37.2

5.3

4.4

0.9

2.6

15.6

65.2

7.4

14.9

8.7

6.5

9.0

33.6

4.6

4.7

0.5

2.1

23.0

60.1

74.0

5.5

11.6

5.0

8.2

41.8

6.2

4.2

1.3

2.5

75.9

7.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

仕事がないこと

生活費のこと

健康のこと

近親者が近くに住んでいないこと

世話をしてくれる人がいないこと

住宅のこと

友人や相談相手がいないこと

趣味や生きがいがないこと

配偶者に先立たれること

老後のことは考えたことがない

特に不安はない

その他

不明

全体（N＝1,374） 女性（N＝758） 男性（N＝596）

単位：％

 
問 27 今後、ますます社会の高齢化が進むと予想されていますが、あなたが高齢期に

ついて不安に思うことは何ですか。（あてはまるもの３つに○） 

 

全体でみると「健康のこと」が 74.7％で最も高く、次いで「生活費のこと」が 62.7％、

「配偶者に先立たれること」が37.2％と続いています。 

男女別にみても同様に「健康のこと」が最も多く、女性が75.9％、男性が74.0％となっ

ています。次いで「生活費のこと」で女性が65.2％、男性が60.1％となっています。 
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女性　20～29歳（Ｎ= 74） 21.6 82.4 62.2 4.1 12.2 12.2 12.2

女性　30～39歳（Ｎ=151） 27.8 84.8 68.2 4.6 20.5 8.6 9.3

女性　40～49歳（Ｎ=120） 16.7 80.0 76.7 4.2 14.2 7.5 4.2

女性　50～59歳（Ｎ=171） 14.6 63.7 78.9 6.4 14.6 8.2 8.8

女性　60～69歳（Ｎ=153） 6.5 45.1 88.9 12.4 14.4 9.8 3.3

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 4.5 34.1 71.6 12.5 9.1 6.8 1.1

女性　不明（Ｎ=１） 100.0 100.0 - - 100.0 - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 36.5 84.6 71.2 3.8 19.2 11.5 5.8

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 27.5 75.4 63.8 1.4 15.9 14.5 11.6

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 40.0 76.7 70.0 3.3 16.7 11.1 3.3

男性　50～59歳（Ｎ=128） 21.9 69.5 78.1 2.3 10.9 7.8 2.3

男性　60～69歳（Ｎ=167） 15.6 42.5 79.6 6.6 7.2 3.6 5.4

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 10.1 36.0 70.8 14.6 7.9 4.5 4.5

男性　不明（Ｎ=１） - 100.0 100.0 - - - -

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 13.5 27.0 12.2 - - 1.4

女性　30～39歳（Ｎ=151） 10.6 33.1 3.3 1.3 - 0.7

女性　40～49歳（Ｎ=120） 5.8 30.0 6.7 1.7 - 0.8

女性　50～59歳（Ｎ=171） 11.1 36.8 2.9 5.3 1.2 1.8

女性　60～69歳（Ｎ=153） 6.5 40.5 2.0 6.5 1.3 1.3

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 6.8 27.3 5.7 14.8 - 9.1

女性　不明（Ｎ=１） - - - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 7.7 30.8 7.7 1.9 3.8 -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 8.7 26.1 8.7 7.2 1.4 -

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 5.6 32.2 2.2 1.1 2.2 1.1

男性　50～59歳（Ｎ=128） 8.6 46.1 3.9 1.6 1.6 1.6

男性　60～69歳（Ｎ=167） 10.8 52.7 7.8 7.2 0.6 3.6

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 5.6 42.7 7.9 4.5 - 6.7

男性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - - -

<％表示>

趣味や生き
がいがない
こと

老後のことは
考えたことが
ない

特に不安は
ない

仕事がない
こと

生活費のこと

配偶者に先
立たれること

そ の 他

問27　高齢期についての不安

健康のこと
近親者が近く
に住んでい
ないこと

世話をしてく
れる人がい
ないこと

友人や相談
相手がいな
いこと

住宅のこと

不  明

 
年齢別にみると男女とも 20～40歳代は「生活費のこと」、50歳以上は「健康のこと」が

多くなっています。次いで 20～40歳代は「健康のこと」、50歳代は「生活費のこと」が多

いほか、男性の60歳以上は「配偶者に先立たれること」が多くなっています。 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

内  容 件 数 
税金のこと ２ 
介護支援のこと ２ 
福祉施設のこと ２ 
医療費のこと １ 
地球環境のこと １ 
年金制度への不安 １ 
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20.2

58.6

47.3

20.5

19.9

13.5

24.5

9.8

39.1

5.8

1.5

3.6

5.5

15.7

62.4

49.6

19.7

19.9

13.7

24.9

9.0

40.4

4.2

1.5

3.8

5.7

26.5

54.2

45.0

22.1

20.1

24.0

10.9

38.3

8.1

1.5

3.2

4.4

13.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

男女共同参画に関する広報・啓発・学習機会を充実する

育児や看護・介護ができるように支援してくれる

施設や体制を整備する                              

育児休業や介護休業等の取得を促進するなど、仕事と

家庭生活・地域活動を両立できるような環境を整備する

企業などが男女共同参画の推進に積極的に取り組むよう、

情報提供など働きかけをする                                     

自治体や企業の重要な役職や地域活動の役員に、女性を積極的に

登用するなど、意思決定の場への女性の参画を促進する             

学校や家庭で男女平等教育を進める

男女が互いの性を理解しあえる教育を進めるなど、

生涯にわたる健康づくりへの支援策を充実する     

ドメスティック・バイオレンスやセクシュアル・ハラスメントを

なくすための施策を充実する                                    

高齢者や障害者、外国人などが安心して暮らせる環境を整備する

男女共同参画にかかわる相談を充実する

その他

わからない

不明

全体（N＝1,374） 女性（N＝758） 男性（N＝596）

単位：％

 

(９)施策について 

 

問 28 あなたは、男女共同参画社会の実現に向けて、自治体が特に重点をおいて取り

組むべきと思うものは、どのようなことですか。（あてはまるもの３つに○） 

 

全体でみると、「育児や看護・介護ができるように支援してくれる施設や体制を整備する」

が 58.6％で最も高く、次いで「育児休業や介護休業等の取得を促進するなど、仕事と家庭

生活・地域活動を両立できるような環境を整備する」が47.3％となっています。 

男女別にみると、ともに「育児や看護・介護ができるように支援してくれる施設や体制

を整備する」が最も多く、女性で62.4％、男性で54.2％となっており、次いで「育児休業

や介護休業等の取得を促進するなど、仕事と家庭生活・地域活動を両立できるような環境

を整備する」が女性で49.6％、男性で45.0％と、いずれも女性が高くなっています。また、

「男女共同参画に関する広報・啓発・学習機会を充実する」については男性が 26.5％、女

性が15.7％と10ポイント以上男性の方が高くなっています。 
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女性　20～29歳（Ｎ= 74） 8.1 59.5 73.0 24.3 24.3 28.4 13.5

女性　30～39歳（Ｎ=151） 9.9 72.8 63.6 25.2 23.8 11.3 18.5

女性　40～49歳（Ｎ=120） 25.0 65.8 59.2 27.5 20.8 15.0 20.0

女性　50～59歳（Ｎ=171） 20.5 62.6 48.0 15.8 20.5 9.4 30.4

女性　60～69歳（Ｎ=153） 15.7 64.1 34.6 18.3 16.3 13.7 34.0

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 10.2 38.6 22.7 5.7 13.6 11.4 26.1

女性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - - 100.0 -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 25.0 53.8 57.7 25.0 13.5 11.5 23.1

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 15.9 50.7 63.8 20.3 18.8 15.9 17.4

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 21.1 63.3 55.6 27.8 20.0 6.7 16.7

男性　50～59歳（Ｎ=128） 30.5 54.7 50.0 26.6 21.9 16.4 28.9

男性　60～69歳（Ｎ=167） 25.7 56.3 37.1 19.2 21.0 12.6 24.0

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 37.1 42.7 20.2 15.7 21.3 16.9 30.3

男性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - - - -

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 9.5 35.1 5.4 1.4 5.4 1.4

女性　30～39歳（Ｎ=151） 13.9 33.8 4.6 2.0 3.3 0.7

女性　40～49歳（Ｎ=120） 9.2 33.3 3.3 2.5 2.5 2.5

女性　50～59歳（Ｎ=171） 9.9 38.6 3.5 1.8 1.8 5.3

女性　60～69歳（Ｎ=153） 5.9 52.3 3.9 0.7 3.9 7.2

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 3.4 47.7 5.7 - 9.1 20.5

女性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 7.7 23.1 11.5 1.9 9.6 -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 13.0 36.2 10.1 2.9 5.8 2.9

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 14.4 36.7 8.9 1.1 1.1 1.1

男性　50～59歳（Ｎ=128） 7.0 31.3 7.0 1.6 2.3 2.3

男性　60～69歳（Ｎ=167） 13.2 42.5 7.2 1.2 2.4 6.0

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 9.0 51.7 6.7 1.1 2.2 11.2

男性　不明（Ｎ=１） - 100.0 - - - -

<％表示>

育児や看護・介
護ができるように
支援してくれる施
設や体制を整備
する

学校や家庭で男
女平等教育を進
める

育児休業や介護
休業等の取得を
促進するなど、仕
事と家庭生活・地
域活動を両立で
きるような環境を
整備する

企業などが男女
共同参画の推進
に積極的に取り
組むよう、情報提
供など働きかけを
する

自治体や企業の
重要な役職や地
域活動の役員
に、女性を積極的
に登用するなど、
意思決定の場へ
の女性の参画を
促進する

問28　男女共同参画社会の実現に向けて取り組むべきこと

わからない 不  明

ドメスティック・バ
イオレンスやセク
シュアル・ハラス
メントをなくすため
の施策を充実す
る

高齢者や障害
者、外国人などが
安心して暮らせる
環境を整備する

男女共同参画に
かかわる相談を
充実する

そ の 他

男女が互いの性
を理解しあえる教
育を進めるなど、
生涯にわたる健
康づくりへの支援
策を充実する

男女共同参画に
関する広報・啓
発・学習機会を充
実する

 
年齢別にみると女性の 30～60歳代、男性の 40～60歳代において「育児や看護・介護が

できるように支援してくれる施設や体制を整備する」、女性の20歳代、男性の20～30歳代

は「育児休業や介護休業等の取得を促進するなど、仕事と家庭生活・地域活動を両立でき

るような環境を整備する」、男女の 70歳以上は「高齢者や障害者、外国人などが安心して

暮らせる環境を整備する」が最も多くなっています。 

 

【年齢別】 
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女性

55.1%

不明

1.5%

男性

43.4%

全体（Ｎ=1,374）

9.3

9.8

8.7

16.0

19.9

11.6

15.3

15.8

15.1

21.8

22.6

21.5 28.0

20.2

23.3 13.1

11.6

14.9

0.1

1.2

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N＝1,374）

女性（N＝758）

男性（N＝596）

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 不明

 
【その他回答】 

内  容 件 数 

人間形成に取り組み、活動の場を充実する １ 

職場や地域において、性による差別をしないよう指導する １ 

現実に即した内容を考える １ 

低所得者や生活保護を受けている者に対する教育 １ 

職場における男女平等教育を進める １ 

親子の関係を指導する人間教育を希望する １ 

保育施設の充実 １ 

育児休業の義務づけ １ 

 

(10)あなた自身のことについて 

 

問29 あなたの性別は。（どちらか１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問30 あなたの年齢は満何歳（平成18年8月1日現在）ですか。（１つに○） 
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6.7

25.5

49.4

14.7

1.7

2.0

7.7

24.5

49.6

14.8

2.2

1.2

5.7

27.2

50.5

14.9

1.2

0.5

0 10 20 30 40 50 60

同居の家族はいない

１世代世帯（夫婦のみ）

２世代世帯（親と子）

３世代世帯（親と子と孫）

その他

不明

全体（N＝1,374） 女性（N＝758） 男性（N＝596）

単位：％

女性　20～29歳（Ｎ= 74） 8.1 12.2 66.2 12.2 1.4 -

女性　30～39歳（Ｎ=151） 5.3 16.6 67.5 7.3 3.3 -

女性　40～49歳（Ｎ=120） 0.8 10.0 62.5 21.7 4.2 0.8

女性　50～59歳（Ｎ=171） 7.0 25.1 53.2 12.9 1.2 0.6

女性　60～69歳（Ｎ=153） 9.2 50.3 23.5 11.8 2.6 2.6

女性　70歳以上（Ｎ= 88） 19.3 22.7 25.0 29.5 - 3.4

女性　不明（Ｎ=１） - - 100.0 - - -

男性　20～29歳（Ｎ= 52） 13.5 7.7 48.1 30.8 - -

男性　30～39歳（Ｎ= 69） 7.2 15.9 68.1 8.7 - -

男性　40～49歳（Ｎ= 90） 7.8 5.6 66.7 18.9 1.1 -

男性　50～59歳（Ｎ=128） 2.3 16.4 63.3 14.8 3.1 -

男性　60～69歳（Ｎ=167） 3.6 46.1 40.1 8.4 1.2 0.6

男性　70歳以上（Ｎ= 89） 6.7 49.4 22.5 19.1 - 2.2

男性　不明（Ｎ=１） - - 100.0 - - -

<％表示>

３世代世帯
（親と子と孫）

そ の 他 不  明

問31　家族構成

同居の家族
はいない

１世代世帯
（夫婦のみ）

２世代世帯
（親と子）

 
問31 あなたの同居の家族構成は次のどれですか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

内  容 件 数 

４世代世帯 ３ 
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75.8

71.0

83.6

22.1

27.7

15.8

2.1

1.3

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N=1,374）

女性（N=758）

男性（N=596）

配偶者がいる 配偶者がいない 不明

32.4

70.9

85.0

83.6

78.4

47.7

0.0

15.0

50.0

4.1

0.0

0.0

1.2

2.0

2.3

0.0100.0

19.6

15.2

29.1

63.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳（Ｎ= 74）

30～39歳（Ｎ=151）

40～49歳（Ｎ=120）

50～59歳（Ｎ=171）

60～69歳（Ｎ=153）

70歳以上（Ｎ= 88）

不明（Ｎ=１）

配偶者がいる 配偶者がいない 不明

19.2

71.0

88.9

95.3

94.0

88.8

100.0

11.1

7.9

0.0

0.0

0.0

3.4

80.8

29.0

4.7

5.4

0.0

0.0

0.6

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳（Ｎ= 52）

30～39歳（Ｎ= 69）

40～49歳（Ｎ= 90）

50～59歳（Ｎ=128）

60～69歳（Ｎ=167）

70歳以上（Ｎ= 89）

不明（Ｎ=１）

配偶者がいる 配偶者がいない 不明

 
問32 あなたは現在配偶者（夫又は妻）がいますか。（どちらか１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

 女性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性 
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35.1

39.4

30.3

63.5

59.5

67.9

1.4

1.1

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（N=1,041）

女性（N=538）

男性（N=498）

はい いいえ 不明

33.3

46.7

69.6

42.7

15.0

9.5

30.4

83.3

0.0

0.0

0.0

0.7

1.7

7.1

66.7

53.3

56.6

83.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳（Ｎ=24）

30～39歳（Ｎ=107）

40～49歳（Ｎ=102）

50～59歳（Ｎ=143）

60～69歳（Ｎ=120）

70歳以上（Ｎ=42）

はい いいえ 不明

40.0

38.8

46.3

45.9

18.5

7.6

0.0

52.5

83.5

0.0

0.0

1.3

0.0

0.6

8.9

100.0

80.9

54.1

61.2

60.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳（Ｎ=10）

30～39歳（Ｎ=49）

40～49歳（Ｎ=80）

50～59歳（Ｎ=122）

60～69歳（Ｎ=157）

70歳以上（Ｎ=79）

不明（Ｎ=１）

はい いいえ 不明

 
問33 問32で「１．配偶者がいる」と回答された方におたずねします。あなた方は共

働きですか。（どちらか１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

 女性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性 
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自由回答 

 

内  容 件 数 

男女が互いの違いを理解すること。 ６ 

区別と差別の違いを家庭や学校教育の中で教えることが必要である。 ４ 

男女共同参画を具体的にわかりやすくアピールした方がよい。 ３ 

男女の個性を尊重する考え方も必要である。 ２ 

男女がともに、相手の気持ちを考え、わかり合える努力をするべきだと思う。 ２ 

男女共同参画とは何かを知ってもらう必要があるのではないか。 ２ 

男女共同参画を理解している方が少ないと思う。 ２ 

橿原市の男女共同参画社会が１日も早く実現することを望んでいる。 ２ 

男性は「男が働き、女は家庭」といった考えを持ちすぎている。 ２ 

男女がともに長所を生かし、方向性を話し合っていくべきである。 １ 

両性の長所を生かしながら、共存していくことが大切である。 １ 

男女を問わず、特性が生かせる環境を整備することが先決である。 １ 

男女の特性を生かし、本当の意味での共同参画であってほしい。 １ 

男女を区別するのではなく、互いを思いやる気持ち・やさしい心を持つことが

できる人間でありたい。 
１ 

男女の特性を知り、協力しなければ、充実した人生は望めない。 １ 

男女の特性を生かし、共生できることが大切である。 １ 

男女が互いの役割を果たす努力が必要である。 １ 

共働きをしているが、男女共同参画社会には程遠い現実がある。 １ 

共働きをし、家庭内のことは女性の仕事であるので、幼い頃からの男女平等教

育が必要である。 
１ 

男女共同参画社会はよいことだと思うので、女性の意見も取り入れるべきであ

る。 
１ 

働く女性を中心に意見を取り入れることが大事である。 １ 

男女共同参画社会といわれても、現実は思うようにはいかない。 １ 

男女共同参画社会は理想である。 １ 

男女共同参画という言葉をはじめて知り、情報提供が少ないと感じた。 １ 

男女共同参画を国や自治体が先頭に立って、ＰＲと情報提供を行わなくてはい

けない。 
１ 

男女共同参画を一般市民にわかりやすく説明する機会を持ってほしい。 １ 

男女共同参画の活動が不十分なため、知っている人と知らない人との格差が生

じている。 
１ 

男女共同参画について、市役所のホームページを活用し、より多くの情報を提

供してほしい。 
１ 

男女共同参画に賛同する。 １ 

男女共同参画社会は当然のことであるが、あくまでも性差ということを前提に

考えなければいけないと思う。 
１ 

男女共同参画への取組が、まったく伝わってこない。 １ 
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内  容 件 数 

男女共同参画に関する教育および啓発活動、情報提供を行ってほしい。 １ 

男女共同参画は必要だと思う。 １ 

男女共同参画という言葉だけが先走り、内容が伴っていない。 １ 

男女共同参画もよいが、性的に女性は「女らしさ」男性は「男らしさ」も大事

にしていただきたい。 
１ 

男女共同参画は長期計画事業とし、地道に啓発を行ってほしい。 １ 

男女共同参画社会が具体的にイメージできない。 １ 

社会の意識改革が必要である。 １ 

男性の意識改革をするための講座を実施するべきである。 １ 

意識改革には時間がかかるが、後の時代に生きる人の自由と幸福に貢献できれ

ばよい。 
１ 

男性は仕事をして家族を養い、女性は子どもを産み家庭を守るべきであり、こ

の責任分担の意識が薄れると、少子化や家庭崩壊に拍車がかかってしまう。 
１ 

父親は父親らしく、母親は母親らしく、子どもは子どもらしさを持っていれば

犯罪等が起こらない。 
１ 

古来から社会や文化は男性を中心としたものであり、それが現在も続いている。 １ 

男女をわけて考えるのではなく、人間として差別なく、ともに社会の実現を目

指した施策を進めてほしい。 
１ 

男女をわけて考えるのではなく、人としてどう生きるか・どうあるべきかを幼

少期に教えることが重要である。 
１ 

男女平等とはいえ、間違った平等感を植えつけないよう配慮してほしい。 １ 

男女平等は大変むずかしいことであるが、変わっていってほしい。 １ 

男女すべてが平等ではなく、適材適所の世の中になればよい。 １ 

男女平等を間違って理解している人が多いことに驚いた。 １ 

男女平等とよくいわれるが、男にしか、女にしか出来ないことがたくさんあり、

互いがゆずり合い、助け合っていくのがよいことだと思う。 
１ 

男女それぞれが役割を持ち、しっかり教育するべきである。 １ 

男女平等とはいえ、仕事や考え方で平等でないことがたくさんあると思う。 １ 

法律上では皆、平等であっても、人の意識の上ではまだまだ平等とはいえない。 １ 

見せかけの男女平等では社会は変わらない。 １ 

男女が平等になる社会をつくることは、頭ではわかっていても実際に行動に移

すのはとてもむずかしいことである。 
１ 

現在は男女が互いに認め合い、家事等を分担・協力していると思う。 １ 

男女が家事等を分担し、それぞれの適材適所ができれば少子化の問題も解決す

ると思う。 
１ 

教育に携わる人たちに思いやりがなく、自分さえよければという考えの人が増

えた。 
１ 

「平等」と子どもに教育しているが、現在家庭や学校でのあり方がよい方向に

進んでいるとは限らないと思う。 
１ 

女性は強くなり、男性のことも少しは考えていただきたい。 １ 

男女一人ひとりの人権が守られ、社会で対等な扱いを受けるには、法律や制度

の整備が必要である。 
１ 

男女それぞれの立場において、責任ある行動が望まれる。 １ 
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内  容 件 数 

男女がともに協力し合い、家庭生活や仕事、地域活動に参加できれば理想的だ

と思う。 
１ 

男女共同参画社会を進める中で、個別に対応できる柔軟な制度が必要となって

くる。 
１ 

橿原市は育児施設が充実していない。医療費援助が他市に比べて充実していな

い。子どもを安心して育てられる環境ではない。 
１ 

子育てで母親だけが悩むことのないような社会づくりを考えていただきたい。 １ 

自立の精神が育つような教育が大切である。 １ 

母親が働かなくてもよい社会になればよい。 １ 

保育所と病院が連携し、病気の子どもを預かってもらえるようにしてほしい。 １ 

子どもはやさしい環境の中で育てたい。 １ 

女性が安心して子育てできる環境を望む。 １ 

子育て支援が充実しない限り、少子化につながっていくと思う。 １ 

晩婚や結婚をしない女性、子どもをつくらずに自由に生きる女性が増加してい

るため、少子化が進んでいる。 
１ 

少子化の原因は、母親ひとりに負担がかかる上に社会から孤立するためである。 １ 

男女共同参画を行政がＰＲしても、企業に浸透させるにはもっと違った方法で

進めなければいけないと思う。 
１ 

介護が忙しく、働くこともできない。 １ 

定年後も身体が動く限り、働きたいと思っている。 １ 

全体的に男社会である。 １ 

介護保険制度の充実が必要である。 １ 

介護保険料の軽減が必要である。 １ 

育児休業について、会社側の理解がむずかしい。 １ 

結婚や妊娠を理由に解雇されたことがある。 １ 

育児休暇等がとれるよう、積極的に行政や企業に理解を深めてほしい。 １ 

個人経営の会社に育児取得制度について、実態調査を行ってほしい。 １ 

女性が社会進出することについて理解されつつあるが、男性が職場を離れ、専

業主夫になることは理解されているようには思えない。 
１ 

安価で利用できる老人施設があればよい。 １ 

施設への入所待ちが多い。 １ 

施設職員の資質向上を望む。 １ 

住みよい社会にしてほしい。 １ 

平和で安心できる社会になってほしい。 １ 

山に囲まれたすばらしい橿原市を観光地として全国に宣伝してほしい。 １ 

病気にならないためにも、運動を促進する施策を積極的に推進していくことが

大事だと思う。 
１ 

自治体が主導し、実現できるよう頑張っていただきたい。 １ 

橿原市は保守的な考えを持った方が多く、若い方の意見・考えを受け入れる体

制ができていない。 
１ 

「橿原から日本を変える」施策の実現を望む。 １ 

市行政の基本理念と、程遠い現実がある。 １ 

答えられないところが、たくさんあった。 １ 
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内  容 件 数 

一つでも多く、実践に移してほしい。 １ 

アンケートの調査結果を公開してほしい。 １ 

アンケートで男女を表現する設問では、何故、女性が先に書かれているのか。

過剰な対応が余計に男女差別を引き起こしてしまうのではないかと思う。 
１ 

回収されたアンケート集計を無駄に終わらすことなく、今後の発展に役立てて

ほしい。 
１ 

今回の調査を生かし、住みよいまちづくりの推進を期待する。 １ 

このアンケートは女性を中心として考えた設問が多いように思う。 １ 

少しでも、一般市民の意見がくみ取られ、住みよい橿原市となるよう切望して

いる。 
１ 

住民の意見を聞くことはよいことだと思う。 １ 

すばらしい社会になることを望んでいる。 １ 
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３ 調査結果からみた現状と課題 
 

 今回の調査によって、橿原市民の男女平等についての意識傾向が明らかになりました。

ここで、調査結果からみた本市の現状と課題をまとめました。 

 

(１)男女平等について 
 

平成 16年に実施した国の調査では、「男は仕事、女は家庭」という性別による役割分担

意識は、初めて反対(48.9％)が賛成(45.2％)を上回りました。 

本市も同様に、反対(51.4％)が賛成(44.8％)を上回り、男女共同参画への関心が徐々に

高まり、市民の意識にも変化がみられるものの、男性や、年齢の高い層ほど賛成の傾向が

強く、性別や年代間で性別役割分担意識の違いがみられます。 

社会のそれぞれの分野での男女の地位については、「学校教育の場で」は、男女ともに「平

等」が最も多く「法律や制度の上で」は、男性が「平等」と回答したのが最も多くなって

います。しかし、それ以外の項目においては「男性の方が非常に優遇されている」と「ど

ちらかといえば男性の方が優遇されている」を合わせた『男性優遇層』（以下、同じ表記）

が多くなっています。中でも「社会通念・慣習・しきたりなどで」は『男性優遇層』が最

も多い分野となっています。 

男女共同参画社会を実現するため、人々の意識の中に、長い時間をかけて形作られてき

た性別による固定的な役割分担意識の払しょくに努めるとともに、それに基づいた社会制

度や慣行の見直しの必要性について、市民に理解を求め、さらに性別や年代に応じた啓発

の仕方を工夫して意識の高揚に努める必要があります。 

 

(２)結婚・家庭生活について 
 

夫婦別姓については否定的（認めない方がよい）であり、特に男性は女性よりも否定的

です。また、年齢層が高くなるほど否定的な傾向にあります。 

しかしこのような状況の中で、女性の20～40歳代だけは肯定的（認めた方がよい）が否

定的を上回っています。 

家庭の中での、夫婦の仕事の分担については、理想は「夫婦で同じくらい」が多く、年

齢層が低いほど割合が高くなっています。しかし現実は、主に妻が担っており、「食事の用

意」「食事のあとかたづけ」「掃除」「日常の家計管理」においては、そのことが顕著にあら

われています。 

しかし、「自治会・町内会への参加」は、理想は「夫婦で同じくらい」が多いものの現実

では年齢の低い層は「主に妻」、年齢の高い層は「主に夫」が参加している傾向にあります。

また、「生活収入を得る」は理想、現実ともにすべての年齢層において「主に夫」の割合が
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高くなっています。 

男性が家庭の仕事に費やす時間は30分未満が大半を占め、生活収入を得るために仕事中

心の生活を送り、時間にゆとりがない状況もみられます。 

理想は夫婦同じくらいであっても現実は妻が担い「男は仕事、女は家庭」と役割が分担

され、意識と生活の実態とは大きくかけ離れていることがわかります。 

 戦後、驚異の高度成長を成し遂げたわが国の背景には「仕事至上主義」が求められ、「会

社人間」が育成されてきました。その風潮は今もなお根強く残っています。そのような働

き方を男女共同参画の視点から見直し、家庭生活や地域活動等に男女が希望するバランス

で参画することにより、様々な生きがいを持つことが可能となる、ワーク・ライフ・バラ

ンス(仕事と家庭の調和)の推進が求められています。 

 

(３)子育てについて 
 

子育ての仕方は性別によって大きく変えるということはないものの、「正義感のある子に」

「経済的に自立できる子に」については、やや男の子に多く求められている傾向にあります。 

家庭をはじめとして、子どもを取り巻く周囲の環境が子どもたちに性別による固定的な

役割分担意識を根付かせることにつながることから、家庭における役割を男女が分かち

合って協力しながら生活すること、また地域においても、従来の社会通念や慣行を見直す

ことがきわめて重要です。 

少子化の原因については、「子育てのための経済的負担が大きいから」が約７割と最も高

く、特に年齢の低い層が多く、次いで「結婚しない人や晩婚の人が増えたから」では、年

齢の高い層に多くみられます。さらに「仕事と子育ての両立が難しいから」と続いており、

その中でも、「仕事と子育ての両立が難しいから」は男性よりも女性の回答が多く、子育て

の負担については女性に偏りが生じている状況がうかがえます。 

男女共同参画社会の実現に向けて自治体に求められているのは、「育児や看護・介護がで

きるように支援してくれる施設や体制を整備する」が男女ともに最も多くなっています。 

子育ての負担を軽減し、子育てや子どもの教育への不安を和らげるなど、誰もが安心し 

て子育てができる環境づくりが必要です。 

 

(４)男女の人権について 
 

男性が「男はつらい」と感じるかについては、半数以上の54.7％がつらいと感じており、

その理由として「妻子を養うのは男の責任であると言われる」「仕事の責任が大きい、仕事

ができて当たり前だと言われる」が 47.5％と上位を占めています。しかし、年齢別では、

20～30歳代の男性は「男だからとがんばることを強要される」、40～50歳代の男性は「仕

事の責任が大きい、仕事ができて当たり前だと言われる」、また 60歳以上の男性は「妻子
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を養うのは男の責任であると言われる」と年代により、とらえ方が異なっています。 

このように、これまでの「男らしさ」として要求されてきた妻子を養うことや、仕事の

責任など意識に関することが多くなっています。それが社会の様々な場面で男女の役割を

固定化し、男性に対しても性別による負担感を感じさせており、男女の自分らしい生き方

を妨げることにつながっています。 

セクシュアル・ハラスメントの被害については、「テレビや新聞などで問題になっている

ことは知っている」が多いことから、関心が高いことがうかがえます。しかし、「セクシュ

アル・ハラスメントを受けたことがある」は女性の 30歳代を中心に 50歳代までの広い年

齢層で１割程度みられます。年齢の高い層でセクシュアル・ハラスメントに対しての認識

が低いことから、若い世代がより多くのセクシュアル・ハラスメントを受けているとは一

概には言えないことがうかがえます。また、受けたときの対応では「仕方がないと思い、

何もしなかった」が最も多く、次いで「セクシュアル・ハラスメントを行った相手に抗議

した」と続いています。 

ドメスティック・バイオレンス（以下ＤＶ）の被害について、命に危険を感じるほどの 

暴力を受けた経験があるのは女性が5.7％、男性が1.0％で、事態の深刻さを考えれば決し

てわずかであるとは言い切れない数です。また、ＤＶもテレビや新聞などを通じて約７割

と広く認識されつつありますが、高齢者ほど「不明」の回答が多く、特に70歳以上の女性

では 58.0％もあります。このことから、今後は高齢者に対してセクシュアル・ハラスメン

トやＤＶの啓発が求められます。 

今後セクシュアル・ハラスメントやドメスティック・バイオレンスをなくすために必要

なことについては「被害を受け悩んでいる人に対する情報提供や相談体制を充実する」や

「暴力をふるう加害者への対策を進める」「早期発見・対応に向けた地域や社会における

ネットワークの構築と内容の充実を図る」が高い割合となっています。 

配偶者等からの暴力は、身近にある重大な人権侵害であることを広く周知するとともに、 

暴力を容認しない社会の実現に向け、被害者、加害者双方への対応や支援が必要です。 

 

(５)仕事について 
 

仕事について男性は「正社員・正職員などの常勤」、女性は「家事専業」が最も多くなっ

ています。就労している人の働く理由についてみると「生計を維持するため」が 68.8％と

最も高く、男女別では特に男性が86.3％で女性の49.2％を37.1ポイント上回っています。

「働くのが当然だから」についても男性の方が 24.8ポイント上回っており、「自分で自由

に使えるお金を得るため」「家計の足しにするため」においては女性の方が多くなっていま

す。働くことについて、男性は生計の維持が中心であるのに対して、女性は多様な理由が

あげられており、女性の 20歳代では「将来に備えて貯蓄するため」、30歳代では「自分で

自由に使えるお金を得るため」など年代によっても異なります。就労していない人の今後
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の意向についてみると、年齢層の高い人の回答が多かったためか、「仕事を持ちたいとは思

わない」の割合が高くなっていますが、20～40歳代では「パートタイムの勤め、あるいは

アルバイトをしたい」や「常勤の仕事をしたい」の割合が高くなっています。 

女性の働き方については「女性は子育ての時期は家庭に入り、子育てが終われば再び働

くのがよい」が６割程度で最も高く、次いで「女性は結婚・出産にかかわらず、働き続け

るのがよい」となっており、特に年齢の低い層で高くなっています。 

男性が育児休業・子の看護休暇・介護休業をとることについては、いずれも「積極的に

とった方がよい」と「どちらかといえばとった方がよい」の割合が高く、特に年齢の低い

層が高くなっています。 

仕事と家庭生活を両立させていけるような環境づくりに必要なことについては、「育児休

業・介護休業制度を利用できる職場環境をつくる」が最も多く、次いで「地域の保育施設

や介護施設などの内容と環境を充実する」と続いています。 

このことから、男女が協力して子育てにかかわることができる各種制度を周知する等の 

啓発に努めるとともに、社会全体としても子育ての負担を軽減できるような環境整備を進

めることが大切です。 

 

(６)健康について 
 

健康についての支援策は、「心とからだの健康に関する情報の提供」が65.2％で最も高く、

次いで「健康に関する学習機会の充実」が38.7％と続いており、20歳代については「禁煙・

分煙対策の推進」も多くなっています。 

性別や世代間によって生じる様々な健康の問題について、きめ細かな情報提供や学習機

会の提供が求められています。 

 

(７)地域・社会活動について 
 

仕事と家庭生活・地域活動の関係について「女性に望ましいと思うこと」は「家庭生活

又は地域活動と仕事を同じように両立させる」が29.7％で最も高いのに対して、「男性に望

ましいと思うこと」は「家庭生活又は地域活動にも携わるが、あくまで仕事を優先させる」

が50.7％で最も高くなっています。 

仕事以外の活動について、現在活動しているものでは「趣味・スポーツ・教養などの活

動」や「地域活動（自治会、婦人会、老人会など）」が多くなっており、今後の意向として

は、「趣味・スポーツ・教養などの活動」や「ボランティア活動および奉仕活動」が多くなっ

ています。 

活動に参加しない理由は「仕事が忙しく、時間がとれない」が最も多く、次いで女性は

「家事・育児・介護など家庭のことで、時間がとれない」、男性は「興味のあるものがない」
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が多くなっています。 

このように、地域・社会活動にもまた、性別による固定的な考え方が根底にあり、男女

間格差が生じています。社会活動への参加を進めるために必要なこととしては、「配偶者や

家族の理解と協力」が最も多いことから、活動に参加しやすい環境の整備を図るとともに、

それぞれのライフスタイルにあわせた活動が求められています。 

 

(８)高齢期の生活について 
 

介護が必要な状態になった場合に誰に世話をしてほしいかについては、男性は「妻」が

53．5％となっているのに対して、女性は「社会福祉施設やケア付き住宅への入居」が36.4％

で、「夫」は23.9％にとどまっています。男女の平均寿命の違いからみて、男性は妻に介護

を求めていますが、女性は介護が必要になったときには、既に夫が先立っていることが多

く、世話をしてもらうことを期待できないことも理由の一つとして考えられます。 

高齢期に不安に思うことについては男女とも 20～40歳代は「生活費のこと」、50歳以上

は「健康のこと」が多くなっています。また、「配偶者に先立たれること」も多く、特に男

性は 41.8％と高くなっています。自治体が特に重点をおいて取り組むべきことの上位に、

「高齢者や障害者、外国人などが安心して暮せる環境を整備する」があがっており、関心

の高い項目のひとつとなっています。 

高齢社会を豊かで活力ある社会とするためには、年齢や性別にもとづく固定的な見方や

偏見をなくし、社会の重要な一員として社会参画の機会の提供や環境の整備を図ることが

大切になります。 

 
 

(９)施策について 
 

自治体が特に重点的に取り組むべきことについては、「育児や看護・介護ができるように

支援してくれる施設や体制を整備する」や「育児休業や介護休業等の取得を促進するなど、

仕事と家庭生活・地域活動を両立できるような環境を整備する」といった仕事をしながら

育児や介護、また地域活動ができる施設や制度などの基盤整備が必要であると思っている

人が上位を占めています。また、「男女が互いの性を理解しあえる教育を進めるなど、生涯

にわたる健康づくりへの支援策を充実する」が 50歳以上の男女に３割程度みられるほか、

「企業などが男女共同参画の推進に積極的に取り組むよう、情報提供など働きかけをする」

は20～40歳代の回答が３割近くみられます。 

本市も少子高齢化が進行し、今後さらに労働力人口が減少すると予測される中で、女性

や高齢者の労働力が必要とされます。男女共同参画の視点から働きやすい環境の整備に努

めるとともに、個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現に向け

不断の施策が求められています。



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 事業所等実態調査 
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１ 調査の概要 

(１)調査の目的 

 本調査は、男女共同参画を推進する施策を検討するにあたっての基礎資料とするため、

民間事業所及び商工業等の自営業における女性家族従業者（妻など）の意識や実態を把握

すること、及び調査を実施することに伴う意識啓発を目的とし、市内 500の事業所等を対

象に、橿原商工会議所のご協力をいただき実施したものです。 

 

(２)調査設計 

調査地域  ：橿原市全域 

調査対象  ：民間事業所及び商工業等の自営業における女性家族従業者（妻など） 

標 本 数  ：500社（者） 

抽出方法  ：橿原商工会議所の協力により、平成18年度の事業所データをもとに抽出 

調査期間  ：2007年（平成19年）2月1日～2月14日 

調査方法  ：郵送配布・郵送回収による郵送調査方法 

（調査期間中にはがきによる礼状兼督促状を送付） 

 

(３)回収結果 

区分 配布数 回収数 回収率 

総 数 500 209 41.8％ 

法 人 250 89 35.6％ 

個 人 250 118 47.2％ 

不 明  2 0.4％ 
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(４)報告書の見方 

●回答結果の割合（％）はサンプル数（集計対象者総数）に対して、それぞれの回答数の

割合を小数点以下第２位で四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢

から１つの選択肢を選ぶ方式）であっても合計値が 100.0％にならない場合があります。

このことは、本報告書内の分析文、グラフ、表においても反映しています。 

 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択

肢ごとの有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が100.0％

を超える場合があります。 

 

●図表中において、「不明」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が著

しく困難なものです。 

 

●グラフ及び表のＮ数（number of case）は、サンプル数（集計対象者総数）を表してい

ます。 

 

●本文中の設問の選択肢について、長い文は簡略化している場合があります。 
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26.8

40.7

1.9

2.4

1.4

9.1

17.7

0 10 20 30 40 50

従業員はいない

１～９人

10～29人

30～99人

100～299人

300人以上

不明

単位：％全体（Ｎ=209）

32.1

11.0

13.4

4.3

32.5

5.7

1.0

0 10 20 30 40

個人事業主で、家族のみで運営している

個人事業主で、家族以外の非正規従業員がいる

個人事業主で、家族以外の正規従業員がいる

法人格を取得していて、非正規従業員がいる

法人格を取得していて、正規従業員・非正規
従業員がいる                                          

法人格を取得していて、正規従業員のみで
運営している                                         

不明

単位：％全体（Ｎ=209）

 

２ 調査の結果 
 

(１)事業所等の概要について 

問１ 経営形態についてあてはまるものをお答えください。（１つに○）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 従業員数等についてあてはまるものをお答えください。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（67 件） 

（23 件） 

（28 件） 

（９件） 

（68 件） 

（12 件） 

（２件） 

（56 件） 

（85 件） 

（37 件） 

（19 件） 

（４件） 

（５件） 

（３件） 
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0.5

16.7

2.9

1.4

20.1

7.7

1.9

3.8

1.0

0.5

16.7

1.0

1.4

4.8

19.6

0 10 20 30

農業・林業・漁業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

運輸業

情報通信業

卸売・小売業

飲食店、宿泊業

金融・保険業

不動産業

医療・福祉

教育・学習支援業

サ－ビス業

その他

不明

単位：％
全体（Ｎ=209）

上段：件数
下段：％

農業・林業・
漁業

建設業 製造業
電気・ガス・
熱供給・水
道業

運輸業 情報通信業
卸売・小売
業

飲食店、宿
泊業

１ 35 41 10 ６ ３ 42 16

0.5 16.7 19.6 4.8 2.9 1.4 20.1 7.7

- ８ 15 ２ - - 20 ９

- 11.9 22.4 3.0 - - 29.9 13.4

- ３ ５ ３ - - ４ １

- 13.0 21.7 13.0 - - 17.4 4.3

- ９ ３ ２ １ - ３ ２

- 32.1 10.7 7.1 3.6 - 10.7 7.1

- - １ １ １ １ ４ -

- - 11.1 11.1 11.1 11.1 44.4 -

１ 10 15 １ ４ ２ 10 ４

1.5 14.7 22.1 1.5 5.9 2.9 14.7 5.9

- ４ ２ 1 - - 1 -

- 33.3 16.7 8.3 - - 8.3 -

上段：件数
下段：％

金融・保険
業

不動産業 医療・福祉
教育・学習
支援業

サ－ビス業 そ の 他 不  明

４ ８ ２ １ 35 ２ ３

1.9 3.8 1.0 0.5 16.7 1.0 1.4

１ ３ - １ ７ - １

1.5 4.5 - 1.5 10.4 - 1.5

- - １ - ４ １ １

- - 4.3 - 17.4 4.3 4.3

- - １ - ７ - -

- - 3.6 - 25.0 - -

- - - - - - １

- - - - - - 11.1

２ ４ - - 14 １ -

2.9 5.9 - - 20.6 1.5 -

１ - - - ３ - -

8.3 - - - 25.0 - -

全体（Ｎ=209）

個人事業主で、家族のみで運営している(Ｎ=67）

個人事業主で、家族以外の非正規従業員がいる(Ｎ=23）

個人事業主で、家族以外の正規従業員がいる(Ｎ=28）

法人格を取得していて、非正規従業員がいる(Ｎ=９）

法人格を取得していて、正規従業員・非正規従業員がいる
(Ｎ=68）

法人格を取得していて、正規従業員のみで運営している
(Ｎ=12）

全体（=209）

法人格を取得していて、正規従業員・非正規従業員がいる
(Ｎ=68）

法人格を取得していて、正規従業員のみで運営している
(Ｎ=12）

個人事業主で、家族のみで運営している(Ｎ=67）

個人事業主で、家族以外の非正規従業員がいる(Ｎ=23）

個人事業主で、家族以外の正規従業員がいる(Ｎ=28）

法人格を取得していて、非正規従業員がいる(Ｎ=９）

 
問３ 主な業種についてあてはまるものをお答えください。（１つに○） 
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26.9

26.1

10.7

22.2

33.3

39.1

66.7

83.3

22.1

25.0

11.1

17.6

0.0

21.7

14.3

11.1

11.8

8.3

4.5

0.0

5.9

0.0

31.3

13.0

7.1

0.0

0.0

0.0

36.8

29.9

95.6

53.6

0.0

28.6

4.3

4.5

13.0

7.5

7.1

20.9

3.6

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

個人事業主で、家族のみで運営している(Ｎ=67）

個人事業主で、家族以外の非正規従業員がいる（Ｎ=23）

個人事業主で、家族以外の正規従業員がいる（Ｎ=28） 

法人格を取得していて、非正規従業員がいる（Ｎ=９）

法人格を取得していて、正規従業員・非正規従業員がいる

（Ｎ=68）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

法人格を取得していて、正規従業員のみで運営している

（Ｎ=12）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

営業・販売 事務・管理 専門・技術 生産・技能 サ－ビス その他 不明

単位：％

 
問４ 女性の従業員の職種についてあてはまるものをお答えください。（あてはまる項

目すべて○） 
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23.6

27.0

51.7

18.0

29.2

13.5

21.3

11.2

33.7

39.3

29.2

16.9

29.2

28.1

30.3

14.6

22.5

34.8

14.6

13.5

3.4

7.9

6.7

5.6

5.6

11.2

9.0

7.9

10.1

9.0

9.0

9.0

9.0

11.2

9.0

11.2

7.9

28.1

29.2

37.1

19.1

40.4

10.1

25.8

21.3

43.8

27.0

19.1

4.5

3.4

5.6

4.5

6.7

2.2

4.5

6.7

3.4

1.1

2.2

9.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①募集・採用において男女格差がないこと

②賃金において男女格差がないこと

③配置・昇進・研修・教育訓練において男女格差がないこと

④定年・退職・解雇において男女格差がないこと

⑤性別による仕事の分業がないこと

⑥仕事と家庭の両立を可能にするような環境整備（労働時間の調整、
　 学校行事に参加するための休暇制度など）が整っていること　　　　　

⑦育児・介護休業制度が、女性に偏ることなく活用されていること

⑧育児などで一旦退職した場合の再就職の機会があること

⑨男女間に事実上生じている不平等な状況を解消するため、特別に
 　女性の登用を進めるなど、ポジティブ・アクションの取組をすること　

⑩セクシュアル・ハラスメントの防止措置がとられていること

十分実現されている まだ十分実現されていないが一部実現されている
まだ実現されていない 実現される必要はない
わからない 不明

法人格を取得している事業所（Ｎ=89）

 

法人格を取得している事業所 〔問５～問 22〕 

 

(２)事業所の男女共同参画状況について 

問５ あなたの事業所に限らず、一般的に事業所においては次の各項目の状況はどの程

度だと思いますか。（項目ごとに、１つに○） 

 

■性別に関係なく育児・介護休業を取得すること、ポジティブ・アクションの取組をすることについ

ては、消極的です。 

全体で「十分実現されている」の割合をみると、④定年・退職・解雇において男女格差

がないこと（51.7％）、⑩セクシュアル・ハラスメントの防止措置がとられていること

（33.7％）は実現されつつあることがうかがえます。一方、⑦育児・介護休業制度が、女

性に偏ることなく活用されていること、⑨ポジティブ・アクションの取組をすることにつ

いては消極的です。また、⑤性別による仕事の分業がないことについては、「実現される必

要はない」が１割程度みられます。 
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30.3

10.1

37.1

42.7

36.0

15.7

14.6

5.6

15.7

4.5

12.4

3.4

4.5

3.4 6.7

5.6

4.5

4.5

4.5

3.4

24.7

36.0

30.3

19.1

34.8

39.3

42.7

21.3

6.7

3.4

9.0

14.6

13.5

21.3

3.4

11.2

15.7

5.6

13.5

7.9

2.2

3.4 5.6

2.2

11.2

6.7

2.2

4.5

22.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正規従業員のうち女性の割合

営業・販売のうち女性の割合

事務・管理のうち女性の割合

専門・技術のうち女性の割合

生産・技能のうち女性の割合

サービス職のうち女性の割合

パート・アルバイトのうち女性の割合

0% 10％未満 30％未満 50％未満 80％未満 80％以上 不明

法人格を取得している事業所（Ｎ=89）

 
問６ 貴事業所では、次の職種や役職ごとに、女性従業員の占める割合はどのくらいで

すか。（項目ごとに、１つに○） 

 

■正規従業員のうち女性の占める割合は多くありませんが、パート・アルバイトのうち女性の占め

る割合は多くなっています。 

全体でみると、正規従業員のうちの女性の割合は「30％未満」が 21.3％で最も高く、次

いで「10％未満」が 14.6％、「50％未満」が 13.5％と続いています。職種別では事務・管

理を除くすべての項目で「０％」が３～４割となっています。事務・管理については「80％

以上」が22.5％で最も高く、次いで「30％未満」となっています。 

パート・アルバイトのうちの女性の割合は「80％以上」が24.7％で最も高く、次いで「０％」

「10％未満」が15.7％、「30％未満」が12.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「不明」が正規従業員のうち女性の割合で36.0％、営業・販売で30.3％、事務・管理で19.1％、

専門・技術で34.8％、生産・技能で39.3％、サービス職で42.7％、パート・アルバイトのう

ち女性の割合で21.3％と高くなっています。 
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60.7

53.9

12.4

6.7 14.6

19.1

20.2

42.7 15.7

14.6

11.2

3.4

7.9

6.7

1.1

1.1

1.1

2.2

0.0

2.2

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

役員・部長相当職のうち女性の割合

課長相当職のうち女性の割合

係長相当職のうち女性の割合

0% 10％未満 30％未満 50％未満 80％未満 80％以上 不明

法人格を取得している事業所（Ｎ=89）

 
役職別では女性の役職者のいない事業所が最も多く、役員・部長相当職のいない事業所

は42.7％、課長相当職のいない事業所は60.7％、係長相当職のいない事業所は53.9％となっ

ています。次いで「10％未満」も 15％程度あり、女性の役職者の割合の低いことがうかが

えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※「不明」が役員・部長相当職のうち女性の割合で14.6％、課長相当職のうち女性の割合で19.1％、

係長相当職のうち女性の割合で20.2％と高くなっています。 
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24.7

33.7

64.0

41.6 47.2

56.2

4.5

4.5

4.5

6.7

5.6

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

育児休業

子の看護休暇

介護休業

就業規則や労働契約、内規などに定めてある 明文化はしていない その他 不明

法人格を取得している事業所（Ｎ=89）

農業・林業・
漁業（１）

建設業（35） 製造業（41）
電気・ガス・
熱供給・水道
業（10）

運輸業（６）
情報通信業

（３）
卸売・小売業

（42）
飲食店、
宿泊業（16）

育児休業（N=39） １件 ５件 11件 - ３件 ２件 ７件 ２件

子の看護休暇（N=24） １件 ３件 ６件 - ２件 １件 ５件 １件

介護休業（N=32） １件 ３件 ９件 - ４件 ２件 ７件 １件

金融・保険業
（４）

不動産業
（８）

医療・福祉
（２）

教育・学習支
援業（１）

サ－ビス業
（35）

その他（２） 不明（３）

育児休業（N=39） ２件 １件 - - ３件 １件 １件

子の看護休暇（N=24） ２件 - - - １件 １件 １件

介護休業（N=32） ２件 １件 - - - １件 １件

 

(３)事業所の育児や介護に関する制度について 

問７ 市民意識調査結果をみると、育児休業・子の看護休暇・介護休業の取得に対して

前向きな回答がみられますが、貴事業所では育児・介護休業制度を就業規則など

で規定していますか。（項目ごとに、１つに○） 

 

■育児休業・子の看護休暇・介護休業制度について規定している事業所は少ないことがうかがえ

ます。 

全体でみると、「明文化はしていない」が多く、その割合はそれぞれ育児休業（47.2％）、

子の看護休暇（64.0％）、介護休業（56.2％）となっています。次いで「就業規則や労働契

約、内規などに定めてある」でそれぞれ育児休業（41.6％）、子の看護休暇（24.7％）、介

護休業（33.7％）となっています。 

「内規などに定めてある」と回答した事業所の業種別の内訳をみると、製造業、卸売・

小売業、建設業が比較的定めている状況にあることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「内規などに定めてある」と回答した事業所の業種別の内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※（  ）内は各業種における該当件数 
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１～４人 ５～９人 20人以上

女性 ９件 ２件 １件

男性 １件 - -

育児休業利用者
（Ｎ=12）

（N=12）

女性 男性

１人 ５件 １件

２～３人 ４件 -

６～７人 １件 -

８～９人 １件 -

12人以上 １件 -

 
問８ 育児休業の取得について過去３年間の状況をご記入ください。（１つに○及び数

値をご記入ください。） 

 

■育児休業の取得率は低く、主に女性が取得しています。 

育児休業の取得の状況について、「利用者あ

り」が13.5％（12件）、「利用者なし」が83.1％

（74件）となっています。 

「利用者あり」の中で実際の利用人数につい

てみると、女性の取得は「１～４人」が９件、

「５～９人」が２件、「20人以上」が１件となっ

ており、男性の取得は「１～４人」が１件となっ

ています。 

 

 

 

【育児休業利用人数】 

 

 

 

※育児休業の利用があった事業所（12件）の中で利用された人数 

 

問９ 問８で「１.利用者あり」と回答された事業者の方に質問します。復帰後の配置

についてご記入ください。（あてはまるものに○及び数値をご記入ください。） 

 

■復帰後も休業前と同じ職場への配置が多くなっています。 

育児休業から復帰後の配置については、男女とも「休業前と同じ職場に配置」が多くなっ

ています。「以前と変わった」については女性で「１人」となっています。 

 

【休業前と同じ職場に配置】          【以前と変わった】 

   

 

 

 

 

不明
3.4%

利用者
あり

13.5%

利用者
なし

83.1%

法人格を取得している事業所（Ｎ=89）

復帰後に配置が変わった人数については、女

性で「１人」となっています。 
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１人

女性 ２件

男性 ２件

介護休業利用者
（Ｎ=４）

 
問10 介護休業の取得について過去３年間の状況をご記入ください。（１つに○及び数

値をご記入ください。） 

 

■介護休業の取得率は極めて低くなっています。 

介護休業の取得について、「利用者あり」が

4.5％（４件）、「利用者なし」が86.5％（77件）

となっています。 

「利用者あり」の中で実際の利用人数につい

てみると、取得した人数は男女ともに「１人」

が２件となっています。 

 

 

 

 

 

【介護休業利用人数】 

 

 

 

※介護休業の利用があった事業所（４件）の中で利用された人数 

 

問 11 問 10で「１.利用者あり」と回答された事業者の方に質問します。復帰後の配

置についてご記入ください。（あてはまるものに○及び数値をご記入ください。） 

 

■復帰後も休業前と同じ職場への配置となっています。 

介護休業から復帰後の配置については、男女とも「休業前と同じ職場に配置」となって

います。 

 

【休業前と同じ職場に配置】   

休業前と同じ職場に配置されたのは、男性２件、女性１件で、それぞれ１人となってい

ます。 

 

【以前と変わった】   

回答なし。 

 

不明
9.0%

利用者
なし

86.5%

利用者
あり
4.5%

法人格を取得している事業所（Ｎ=89）
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20.2

20.2

36.0

20.2

19.1

19.1

9.0

9.0

7.9

16.9

36.0

31.5

14.6

13.5

20.2

2.2

2.2

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

育児休業

子の看護休暇

介護休業

積極的に取得することに賛成 どちらかといえば取得することに賛成
どちらかといえば取得することに反対 取得することに反対
わからない 不明

法人格を取得している事業所（Ｎ=89）

33.6

20.2

35.4

20.2

40.4

34.8

36.0

36.5

9.6

7.3

3.1

2.2

2.0

20.2

6.8

19.1

6.4

19.1

6.3

9.0

7.3

9.0

8.6

7.9

7.5

16.9

36.9

36.0

31.5 20.2

14.6

11.6

13.5

2.2

2.2

5.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

育児休業　事業所

市民

子の看護休暇　事業所

市民

介護休業　事業所

市民

積極的に取得することに賛成 どちらかといえば取得することに賛成
どちらかといえば取得することに反対 取得することに反対
わからない 不明

事業所（Ｎ=89）

市民（Ｎ=1,374）

 
問 12 男性が育児休業・子の看護休暇・介護休業を取得することについて貴事業所の

考えに最も近いものはどれですか。（項目ごとに、１つに○） 

 

■育児休業・子の看護休暇・介護休業の取得に前向きな意向があることがうかがえます。 

全体をみると、「積極的に取得することに賛成」と「どちらかといえば取得することに賛

成」を合わせた『賛成層』（以下、同じ表記）が育児休業（48.4％）、子の看護休暇（56.2％）、

介護休業（56.2％）と高くなっています。一方、「どちらかといえば取得することに反対」

と「取得することに反対」を合わせた『反対層』は育児休業（22.4％）、子の看護休暇（15.7％）、

介護休業（16.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市民意識調査との比較 

事業所・市民ともに『賛成層』が多くなっていますが、事業所は市民よりも割合が

低く、「育児休業」では20.0ポイント、「子の看護休暇」では16.1ポイント、「介護休

業」では20.7ポイント下回っています。 
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 要員の確保 

57.3

66.7

58.8

41.7

22.2

16.7

0.0

7.4

25.0

16.9

16.7

22.2

1.5

8.3

0.0

5.9

11.1

30.9

28.1
33.7

11.1

35.3

41.7

8.3

14.7

13.5

11.1

9.0

22.2

16.2

4.5

2.2

2.9

0.0

0.0

6.7

16.7

0.0

5.9

5.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体（Ｎ=89）

法人格を取得していて、非正規従業員がいる（Ｎ=９）

法人格を取得していて、正規従業員・非正規従業員がいる（Ｎ=68）

法人格を取得していて、正規従業員のみで運営している（Ｎ=12）

休業中の代替要員の確保 制度を利用しやすい雰囲気づくり

休業中の賃金補償 復職時の受け入れ体制
代替要員の教育訓練コストへの支援 利用者・非利用者間の不公平感の是正

休業者の能力低下への訓練コストへの支援 その他
わからない 不明

単位：％

 
問 13 育児・介護休業制度を定着させるために特に必要だと思われることはなんです

か。（○は２つまで） 

 

■「休業中の代替要員の確保」が最も求められています。 

全体でみると、「休業中の代替要員の確保」が57.3％で最も高く、次いで「休業中の賃金

補償」が33.7％、「制度を利用しやすい雰囲気づくり」が28.1％と続いています。 

正規従業員のみで運営している事業所では、「代替要員の教育訓練コストへの支援」につ

いても25.0％で高くなっています。 
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22.2

30.9

16.7

33.3

28.1

42.6

43.8

58.3 25.0

25.0

33.3

25.8

11.1

0.0

1.5

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(Ｎ=89）

法人格を取得していて、非正規従業員がいる（Ｎ=９）

法人格を取得していて、正規従業員・非正規従業員がいる（Ｎ=68）

法人格を取得していて、正規従業員のみで運営している（Ｎ=12）

内容について知っている 名前は聞いたことがあるが、内容はわからない
名前も内容も知らない 不明

 

(４)ポジティブ・アクションについて 

問 14 男女雇用機会均等法が改正され、ポジティブ・アクションの実施状況を外部に

開示する際の援助が行われることになりますが、ポジティブ・アクションにつ

いて貴事業所が該当するものはどれですか。（１つに○） 

 

■ポジティブ・アクションの認知度は低いです。 

全体でみると、「内容について知っている」が 28.1％、「名前は聞いたことがあるが、内

容はわからない」が43.8％、「名前も内容も知らない」が25.8％となっています。 

「内容について知っている」の割合をみると、非正規従業員がいる事業所は 22.2％、正

規従業員・非正規従業員がいる事業所は 30.9％、正規従業員のみで運営している事業所は

16.7％となっています。 
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１

１

９

10

０

０

９

８

５

１

３

１

１

１

０

０

全体(Ｎ=25）

法人格を取得していて、非正規従業員がいる（Ｎ=２）

法人格を取得していて、正規従業員・非正規従業員がいる（Ｎ=21）

法人格を取得していて、正規従業員のみで運営している（Ｎ=２）

すでに取り組んでいる 今後取り組むことにしている 今のところ取り組む予定はない 不明

単位：件

３

２３

０

４

０

６

０

１

０ ０

０

０

２

３

０

０

０

０

１１～９人（Ｎ=４）

10～29人（Ｎ=７）

30～99人（Ｎ=10）

100～299人（Ｎ=１）

300人以上（Ｎ=３）

すでに取り組んでいる 今後取り組むことにしている 今のところ取り組む予定はない 不明

単位：件

 
問15 問14で「１．内容について知っている」と回答された事業者の方に質問します。

ポジティブ・アクションに取り組んでいますか。（１つに○） 

 

■ポジティブ・アクションの内容について知っている事業所は実施に前向きな回答が多くなってい

ます。 

全体でみると、「すでに取り組んでいる」は10件、「今後取り組むことにしている」が９

件、「今のところ取り組む予定はない」が５件となっています。 

従業員数別にみると、300人以上は「すでに取り組んでいる」が３件となっているほか、

10～29人（３件）、30～99人（４件）についても回答がみられます。一方で１～９人は「今

のところ取り組む予定はない」が３件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員数別】 
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８

６

６

２

５

４

５

３

１

１

３

12

0 5 10 15

男女の役割分担意識に基づく慣行の見直しなど、
職場の環境・風土を改善する　　　　　　　　　　　　　

女性が職場で十分に能力を発揮できるよう、担当セクションや

責任者を定めるなど、事業所内の推進体制を整備する　　　　 

女性の能力発揮の状況や、能力を発揮するにあたっての問題点に

ついて調査・分析を行う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

女性が職場で十分に能力を発揮できるよう、具体的な取組について
方針を定めたり計画を策定する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

女性がいない、または少ない職務・役職に、意欲と能力のある女性を

積極的に採用・登用する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

女性がいない、または少ない職務・役職に女性が従事するための
研修や教育訓練を積極的に実施する　　　　　　　　　　　　　　　　　

男性従業員に対し、女性の能力発揮の重要性について啓発を行う

性別で評価されることがないよう、人事考課基準を明確に定める

体力面での個人差を補う器具や設備を設置するなど、
働きやすい職場環境を整備する　　　　　　　　　　　　　　

仕事と家庭との両立を支援する制度を導入し、活用を促進する

その他

不明

法人格を取得している事業所（Ｎ=19） 単位：件

 
問16 問15で「１．すでに取り組んでいる」または「２．今後取り組むことにしてい

る」と回答された事業者の方に質問します。どのようなことに取り組んだり、

取り組むことにしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

■「事業所内の推進体制を整備する」に取り組んでいる事業所が多くなっています。 

全体でみると、「女性が職場で十分に能力を発揮できるよう、担当セクションや責任者を

定めるなど、事業所内の推進体制を整備する」が12件で最も多く、次いで「男女の役割分

担意識に基づく慣行の見直しなど、職場の環境・風土を改善する」が８件、「女性が職場で

十分に能力を発揮できるよう、具体的な取組について方針を定めたり計画を策定する」「女

性がいない、または少ない職務・役職に、意欲と能力のある女性を積極的に採用・登用す

る」が６件と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

内  容 件 数 

状況に応じて対応する １ 
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１

０

０

０

０

４

０

１

１

0 1 2 3 4 5

日常業務が忙しいため対応する余裕がないから

コストの上昇につながっていくから

事業所等にとってのメリットが期待できないから

ポジティブ・アクションの手法がわからないから

男性従業員の理解が得られないから

女性従業員の理解が得られないから

すでに女性従業員が十分に能力を発揮し、活躍をしているから

その他

不明

法人格を取得している事業所（Ｎ=５） 単位：件

 
問17 問15で「３．今のところ取り組む予定はない」と回答された事業者の方に質問

します。ポジティブ・アクションに取り組まないのはどのような理由からです

か。（あてはまるものすべてに○） 

 

■「すでに女性従業員が十分に能力を発揮し、活躍をしているから」が多くなっています。 

全体でみると、「すでに女性従業員が十分に能力を発揮し、活躍をしているから」が４件、

「日常業務が忙しいため対応する余裕がないから」「事業所等にとってのメリットが期待で

きないから」が１件となっています。 

従業員数別にみると、１～９人（２件）、10～29人（２件）がともに「すでに女性従業員

が十分に能力を発揮し、活躍をしているから」と回答しています。また、10～29人につい

ては、「日常業務が忙しいため対応する余裕がないから」「事業所等にとってのメリットが

期待できないから」についても１件みられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

内  容 件 数 

従業員を雇う予定がないため １ 
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０

０

０

０

０

２

０

１

１

０

１

０

０

０

２

０

０

０

0 1 2 3

日常業務が忙しいため対応する余裕がないから

コストの上昇につながっていくから

事業所等にとってのメリットが期待できないから

ポジティブ・アクションの手法がわからないから

男性従業員の理解が得られないから

女性従業員の理解が得られないから

すでに女性従業員が十分に能力を発揮し、活躍をしているから

その他

不明

１～９人（Ｎ=３） 10～29人（Ｎ=２）

法人格を取得している事業所（Ｎ=５） 単位：件

 
【従業員数別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「従業員はいない」「30～99人」「100～299人」「300人以上」の事業所の回答はみられません

でした。 



  143 

22.2

11.8

8.3

22.2 11.1

8.3

12.4

25.0

31.5

33.8

5.6

11.1

4.4

8.3

43.8

44.1

50.0

33.3

0.0

1.5

0.0

1.1

4.4

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(Ｎ=89）

法人格を取得していて、非正規従業員がいる（Ｎ=９）

法人格を取得していて、正規従業員・非正規従業員がいる（Ｎ=68）

法人格を取得していて、正規従業員のみで運営している（Ｎ=12）

就業規則や労働契約、内規などに定めている 慣習として行っているが、明文化はしていない
現在制度はないが、今後、導入が決定している 現在制度はなく、今後の制度化も未定である
その他 不明

 

(５)事業所の女性従業員の働き方について 

問 18 妊娠・出産等で退職した女性をもとの勤務先に再雇用することについて就業規

則などで規定していますか。（１つに○） 

 

■再雇用の規定については消極的です。 

全体でみると、「現在制度はなく、今後の制度化も未定である」が43.8％で最も高く、次

いで「慣習として行っているが、明文化はしていない」が 31.5％、「就業規則や労働契約、

内規などに定めている」が12.4％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

内  容 件 数 

現在制度はないが、今後、希望する方がいれば考えていきたい １ 
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１

４

１

５

１

４

０

５

２

３

０

４

18

１

23

０

０

２

２

０

０

０

００

１

１

０

０

全体(Ｎ=39）

法人格を取得していて、非正規従業員がいる（Ｎ=４）

法人格を取得していて、正規従業員・非正規従業員がいる（Ｎ=31）

法人格を取得していて、正規従業員のみで運営している（Ｎ=４）

正規従業員として配置 パート・アルバイトとして配置 本人の意思に合わせる
年齢によって異なる その他 特に定めていない

不明

単位：件

 
問19 問18で「１．就業規則や労働契約、内規などに定めている」または「２．慣習

として行っているが、明文化はしていない」と回答された事業者の方に質問し

ます。再雇用後の女性従業員の配置はどのようになっていますか。（１つに○） 

 

■「本人の意思に合わせる」が多くなっています。 

全体でみると、「本人の意思に合わせる」が 23件で最も多く、次いで「正規従業員とし

て配置」「特に定めていない」が５件となっています。 
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55.6

45.6

50.0

22.2

47.2

33.8

32.6

33.3 8.3

7.4

11.1

7.9

0.0

8.3

8.8

7.9 4.5

11.1

4.4

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(Ｎ=89）

法人格を取得していて、非正規従業員がいる（Ｎ=９）

法人格を取得していて、正規従業員・非正規従業員がいる（Ｎ=68）

法人格を取得していて、正規従業員のみで運営している（Ｎ=12）

理解されていると思う だいたい理解されていると思う あまり理解されていないと思う

わからない 不明

51.6

47.1

33.3

80.0

32.3

39.4

20.0

33.3

24.2

52.9

0.0

15.2

3.2

0.0

33.3

0.0

15.2

0.0

0.0

6.5

0.0

0.0

0.0

6.5

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１～９人（Ｎ=33）

10～29人（Ｎ=31）

30～99人（Ｎ=17）

100～299人（Ｎ=３）

300人以上（Ｎ=５）

理解されていると思う だいたい理解されていると思う あまり理解されていないと思う

わからない 不明

 

(６)セクシュアル・ハラスメントについて 

問 20 貴事業所ではセクシュアル・ハラスメントの概念について、従業員の共通の理

解が得られていると思いますか。（１つに○） 

 

■８割程度の事業所で理解されています。 

全体でみると、「理解されていると思う」が 47.2％、「だいたい理解されていると思う」

が32.6％、「あまり理解されていないと思う」が7.9％、「わからない」が7.9％となってい

ます。 

「あまり理解されていないと思う」の割合をみると、非正規従業員がいる事業所では

11.1％、正規従業員・非正規従業員がいる事業所では7.4％、正規従業員のみで運営してい

る事業所では8.3％とそれぞれ１割程度にとどまっています。 

従業員数別にみると、300人以上は「理解されていると思う」が 80.0％となっているの

とあわせて、10～29人、30～99人についても「理解されていると思う」が多くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員数別】 
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44.4

67.6

75.0

33.3

66.3

25.0

28.1

27.9

5.6

22.2

4.4

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(Ｎ=89）

法人格を取得していて、非正規従業員がいる（Ｎ=９）

法人格を取得していて、正規従業員・非正規従業員がいる（Ｎ=68）

法人格を取得していて、正規従業員のみで運営している（Ｎ=12）

知っている 知らない 不明

67.7

88.2

100.0

100.0

25.8

45.5

11.8

45.5

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

6.5

9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１～９人（Ｎ=33）

10～29人（Ｎ=31）

30～99人（Ｎ=17）

100～299人（Ｎ=３）

300人以上（Ｎ=５）

知っている 知らない 不明

 
問21 事業所等は男女雇用機会均等法第21条により以下のようなセクシュアル・ハラ

スメント防止に必要な雇用管理上の配慮義務を負っています。これらについて

知っていますか。 

■セクシュアル・ハラスメント防止に必要な雇用管理上の配慮義務について「知らない」が 28.1％

みられます。 

全体でみると、「知っている」が66.3％、「知らない」が28.1％となっています。 

「知らない」の割合をみると、非正規従業員がいる事業所では 33.3％、正規従業員・非

正規従業員がいる事業所では27.9％、正規従業員のみで運営している事業所では25.0％と

なっています。 

従業員数別にみると、従業員数が多くなるほど、「知っている」の割合が高くなっていま

す。１～９人（45.5％）、10～29人（25.8％）、30～99人（11.8％）については「知らない」

との回答もみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員数別】 
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0.0

14.7

8.3

11.1

8.3

33.3

36.8

33.3

29.2

25.0

0.0

1.5

8.3

12.4

17.6

15.7

13.5

0.0

11.8

33.3

8.3

16.2

13.5

0.0

36.0

33.3

29.4

2.2

10.1

8.8

22.2

8.3

0 10 20 30 40 50

全体（Ｎ=89）

法人格を取得していて、非正規従業員がいる（Ｎ=９）

法人格を取得していて、正規従業員・非正規従業員がいる（Ｎ=68）

法人格を取得していて、正規従業員のみで運営している（Ｎ=12）

就業規則や内規などセクシュアル・ハラスメント防止の指針を定めている
セクシュアル・ハラスメント防止のパンフレット等の資料を配布し、周知・啓発をしている
セクシュアル・ハラスメントに関する社員教育を行っている
相談窓口を設けている
常に職場での実態把握に努めている
取り組んでいない
その他
不明

単位：％

 
問 22 貴事業所ではセクシュアル・ハラスメントの防止に向けてどのような取組を

行っていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

■なんらかの取組がされている反面、約３割は「取り組んでいない」状況です。 

全体でみると、「常に職場での実態把握に努めている」が36.0％で最も高くなっています

が、「取り組んでいない」も29.2％みられます。 
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21.3

69.0

80.0

22.2

49.2

6.0

0.0

5.147.5

29.5

25.3

23.8

20.0

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(Ｎ=158）

事業主(Ｎ=61）

女性家族従業者(Ｎ=84）

その他(Ｎ=５）

男性 女性 男女ともに 不明

 

女性事業主、女性家族従業者（妻など） 〔問 23～問 35〕 
 

(７)就業内容等について 

問23 あなたの業務上の地位はつぎのうちどれですか。（１つに○） 

 

■回答している女性の業務上の地位は「女性家族従業者」が 53.2％、「事業主」が 38.6％、「その

他」が 3.2％となっています。 

全体でみると、「女性家族従業者」が53.2％、

「事業主」が38.6％、「その他」が3.2％となっ

ています。 

 

 

 

【その他回答】 

 

 

 

 

 

問24 貴事業所の経営や運営方針の決定権は男性・女性のどちらにありますか。（１つに○） 

 

■経営や運営方針の決定権で事業主は「女性」、女性家族従業者は「男性」となっています。 

事業主は「女性」が49.2％で最も高く、女性家族従業者は「男性」が69.0％で最も高く、

業務上の地位によって回答がはっきりわかれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内  容 件 数 

役員 ３ 

取締役 １ 

その他
3.2%

不明
5.1%

女性
家族

従業者
53.2%

事業主
38.6%

女性事業主、家族従業者（Ｎ=158）
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70.5

64.3

20.0

24.7

14.8

31.0

80.0

62.0

0.0

4.8

13.3

14.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(Ｎ=158）

事業主(Ｎ=61）

女性家族従業者(Ｎ=84）

その他(Ｎ=５）

ある ない 不明

0.0

0.0

0.0

26.6

24.6

31.0

11.4

11.5

13.1

5.7

6.6

6.0

2.5

6.6 3.3

50.6

44.3

48.8

80.0

0.0

20.0

0.0 0.0 0.0

0.0

1.3

0.0

0.0

1.9

1.2

3.3

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(Ｎ=158）

事業主(Ｎ=61）

女性家族従業者(Ｎ=84）

その他(Ｎ=５）

収入なし 1～199万円 200～399万円 400～599万円 600～799万円 800～999万円 1000万円以上 不明

 
問25 あなたは事業から得られる収入がありますか。（１つに○） 

※ある場合は事業から得られる総収入額を記入してください。 

 

■事業から得られる収入は「ある」が６割程度みられますが、女性家族従業者は「ない」も３割程

度みられます。 

 「ある」の割合をみると、事業主が70.5％、女性家族従業者が64.3％となっており、女

性家族従業者については「ない」も31.0％で、事業主よりも大きく上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業から得られる総収入額】 

約半数しか回答が得られなかったものの、事業主は「１～199万円」が 24.6％、「200～

399万円」が11.5％、「400～599万円」と「600～799万円」が6.6％、「800～999万円」と

「1000万円以上」も3.3％となっています。女性家族従業者は「１～199万円」が31.0％、

「200～399万円」が13.1％となっており、事業主の方が収入額が多いことがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「不明」が全体で50.6％、事業主で44.3％、女性家族従業者で48.8％、その他で80.0％あり

ます。 
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23.0

27.4

20.0

11.4

8.2

14.3

13.1

16.5

26.2

11.9

7.6

3.3

10.7

16.4

3.6

3.8

1.6

6.0

7.024.1

20.0 20.0

14.3

6.6

10.8

0.0

10.7

10.8

0.0 0.0

8.2

0.0 0.0

40.0

1.2

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(Ｎ=158）

事業主(Ｎ=61）

女性家族従業者(Ｎ=84）

その他(Ｎ=５）

４時間未満 ４～６時間未満 ６～７時間未満 ７～８時間未満 ８～９時間未満

９～10時間未満 10～12時間未満 12時間以上 不明

 
問26 あなたが通常、仕事に携わっている時間は１日平均何時間ですか。（１つに○） 

 

■事業主は「８～９時間未満」が多く、女性家族従業者は「４時間未満」が多くなっています。 

事業主は「８～９時間未満」が26.2％で最も高く、次いで「４時間未満」が23.0％、「10

～12時間未満」が16.4％となっています。女性家族従業者は「４時間未満」が27.4％、「４

～６時間未満」「６～７時間未満」が14.3％となっています。事業主の方が１日に仕事に携

わる時間が長い傾向にあることがわかります。 
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59.0

52.4

40.0

10.8

6.6

15.5

9.8

51.9

0.0

19.0

23.0

16.7

20.0

12.0

14.3

20.0

1.6

6.3

1.2

20.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(Ｎ=158）

事業主(Ｎ=61）

女性家族従業者(Ｎ=84）

その他(Ｎ=５）

定休日がある 不定期に休日がある 特に休日はない あっても家の用事で休めない 不明

件数

１ヶ月に１日程度 １件

１ヶ月に２日程度 ２件

１ヶ月に３日程度 １件

１ヶ月に４日程度 23件

１ヶ月に５日程度 18件

１ヶ月に６日程度 ９件

１ヶ月に７日程度 １件

１ヶ月に８日程度 ８件

１ヶ月に10日程度 ９件

合計 72件

件数

１ヶ月に１日程度 １件

１ヶ月に２日程度 ４件

１ヶ月に３日程度 １件

１ヶ月に４日程度 １件

１ヶ月に６日程度 １件

１ヶ月に10日程度 ２件

１ヶ月に15日程度 ２件

２ヶ月に１日程度 １件

合計 13件

 
問27 休日はありますか。（あてはまるものに○及び数値をご記入ください。） 

 

■半数以上は「定休日がある」となっていますが、３割程度は「特に休日はない」や「あっても休め

ない」状況であることがわかります。 

事業主（59.0％）、女性家族従業者（52.4％）ともに「定休日がある」が半数以上となっ

ていますが、「特に休日はない」も事業主が 23.0％、女性家族従業者が 16.7％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休日がある人の休日の日数についてみると、「定休日がある」では「１ヶ月に４日程度」

が23件で最も多く、次いで「１ヶ月に５日程度」が多くなっています。 

不定期に休日がある場合では「１ヶ月に２日程度」が４件で多くなっています。 

 

【定休日がある（全体）】             【不定期に休日がある（全体）】 
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仕事と家庭
生活のけじ
めがつか
ない

休日があっ
ても休めない

自分のため
の時間がな
い

家族が一緒
に息抜きが
できない

自分の報酬
がない

収入が不安
定である

勤務時間が
定まっていな
い

全体(Ｎ=158） 27.8 15.8 20.9 7.0 14.6 36.7 15.2

事業主(Ｎ=61） 34.4 24.6 26.2 8.2 9.8 41.0 18.0

女性家族従業者(Ｎ=84） 26.2 11.9 19.0 7.1 17.9 34.5 15.5

その他(Ｎ=５） 20.0 - 20.0 - 40.0 60.0 -

長時間労働
である

家事や育児
に十分な時
間がとれない

病気やけが
で休んだら補
償がない

ボーナスや
退職金がな
い

そ の 他 不  明

全体(Ｎ=158） 10.1 3.8 25.3 33.5 2.5 14.6

事業主(Ｎ=61） 9.8 4.9 31.1 39.3 - 4.9

女性家族従業者(Ｎ=84） 11.9 3.6 23.8 31.0 3.6 15.5

その他(Ｎ=５） - - 20.0 60.0 20.0 -

＜％表示＞

 
問28 事業を運営していく上で特に困ることはありますか。（○は３つまで） 

 

■「収入が不安定である」や「ボーナスや退職金がない」と金銭面に関することと「仕事と家庭生

活のけじめがつかない」が多くなっています。 

「収入が不安定である」が事業主で41.0％、女性家族従業者で34.5％と最も高く、次い

で「ボーナスや退職金がない」が事業主で39.3％、女性家族従業者で31.0％と続いていま

す。また、「仕事と家庭生活のけじめがつかない」が事業主で 34.4％、女性家族従業者で

26.2％と高くなっています。 
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57.4

9.5

3.3

8.9

9.8

0.0

27.2

1.2

1.9

0.0 0.0

3.6

6.6

4.4

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

84.5

57.6

23.0

0.0

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(Ｎ=158）

事業主(Ｎ=61）

女性家族従業者(Ｎ=84）

その他(Ｎ=５）

すでに起業している 考えている 機会があれば起業したい 一度試みたが失敗した 考えていない 不明

 
問29 自分自身で起業したいと考えていますか。（１つに○） 

 

■女性家族従業者の８割程度が「考えていない」で、起業に対しての意向は低いことがうかがえ

ます。 

事業主は「すでに起業している」が57.4％で最も高く、次いで「考えていない」が23.0％

となっています。女性家族従業者は「考えていない」が 84.5％と高い割合となっており、

起業に対しての意向は低いことがわかります。「機会があれば起業したい」についてはわず

かではありますが事業主で6.6％、女性家族従業者で3.6％となっています。 
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32.9

32.8

35.7

40.0

16.4

0.0

40.0

16.4

25.0

40.0

11.4

0.0

14.8

21.4

0.0

3.2

3.3

3.6

11.5

13.3

13.1

20.0

8.3

19.7

12.7

21.3

19.6

19.0

20.9

8.3

18.0

17.1

0.0

21.3

14.3

15.8

0.0

12.7

15.5

0.0

8.2

20.0

16.7

17.7

0 10 20 30 40 50

全体(N=158)

事業主(N=61)

女性家族従業者(N=84)

その他(N=５)

自己資金不足、資金調達 担保力、信用力の不足 よい人材の不足

営業・販売先の開拓・確保が困難 知識・技術の不足 起業に関する情報の不足

家族の理解が得られないこと 社会的な理解の不足 その他

特になし 不明

単位：％

 
問30 女性が起業するにあたっての問題点はなんですか。（○は３つまで） 

 

■事業主・女性家族従業者ともに「自己資金不足、資金調達」が多くなっています。 

事業主は「自己資金不足、資金調達」の32.8％に続き、「営業・販売先の開拓・確保が困

難」「社会的な理解の不足」が 21.3％、女性家族従業者は「自己資金不足、資金調達」の

35.7％に続き、「知識・技術の不足」が25.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【その他回答】 

内  容 件 数 

家庭と仕事を両立するための時間のやりくり １ 

子育てや家事への支障 １ 
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47.5

72.6

80.0

26.2 3.3

7.0

6.6

60.1

0.0

19.6

17.9

8.9

11.5

8.3

0.0

0.6

0.0

0.0

1.6

3.3

2.5

1.2

20.0

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(Ｎ=158）

事業主(Ｎ=61）

女性家族従業者(Ｎ=84）

その他(Ｎ=５）

ほとんど自分がしている 自分が中心だが夫や家族の協力がある

家族で分担している 夫が中心だが自分や家族が協力している

ほとんど夫がしている その他

不明

 
問 31 市民意識調査結果をみると、家事の大半を妻が担っている状況で、理想とのへ

だたりがみられますが、あなたの家庭では家事はどのようにされていますか。

（１つに○） 

 

■特に女性家族従業者は家事等を「ほとんど自分がしている」と回答しています。 

「ほとんど自分がしている」が最も多く、事業主が 47.5％、女性家族従業者が 72.6％、

次いで「自分が中心だが夫や家族の協力がある」が事業主で 26.2％、女性家族従業者で

17.9％となっています。特に女性家族従業者は家事等を担っています。 
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29.5

34.5

60.0

26.2

31.6

42.9

34.2

40.0

0.0

4.8

14.8

8.2

29.5

0.0

17.9

25.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(Ｎ=158）

事業主(Ｎ=61）

女性家族従業者(Ｎ=84）

その他(Ｎ=５）

休めた 休めなかった 出産しなかった 不明

1～49日 50～99日 100～149日 150～199日 200～249日

全体(Ｎ=50） 25件 ２件 - - -

事業主(Ｎ=18） ７件 １件 - - -

女性家族従業者(Ｎ=29） 17件 １件 - - -

その他(Ｎ=３） 1件 - - - -

250～299日 300～349日 350日以上 不  明

全体(Ｎ=50） - １件 １件 21件

事業主(Ｎ=18） - - - 10件

女性家族従業者(Ｎ=29） - １件 １件 ９件

その他(Ｎ=３） - - - ２件

 
問32 あなたが出産したときはどうでしたか。（あてはまるものに○及び数値をご記入

ください。） 

 

■産前に「休めた」人の割合は３割程度、産後に「休めた」人の割合は５割程度となっており、産

前・産後とも「１～49 日」が多くなっています。 

事業主は産前に「休めた」が 29.5％、「休めなかった」は 26.2％となっており、産後は

「休めた」が 41.0％、「休めなかった」は 13.1％となっています。女性家族従業者は産前

に「休めなかった」が42.9％、「休めた」が34.5％となっており、産後は「休めた」が57.1％、

「休めなかった」は19.0％となっています。 
 

【産前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「不明」が全体で25.9％、事業主で29.5％、女性家族従業者で17.9％あります。 

 

【産前に休めた日数】 

産前に休めた日数は事業主・女性家族従業者ともにそれぞれ「１～49日」が多くなって

います。 
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41.0

57.1

100.0

13.1

49.4

0.0

15.2

19.0

6.3

11.5

3.6

0.0

29.1

20.2

0.0

34.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(Ｎ=158）

事業主(Ｎ=61）

女性家族従業者(Ｎ=84）

その他(Ｎ=５）

休めた 休めなかった 出産しなかった 不明

1～49日 50～99日 100～149日 150～199日 200～249日

全体(Ｎ=78） 43件 ９件 ２件 １件 -

事業主(Ｎ=25） 12件 ４件 - - -

女性家族従業者(Ｎ=48） 28件 ５件 ２件 １件 -

その他(Ｎ=５） ３件 - - - -

250～299日 300～349日 350日以上 不  明

全体(Ｎ=78） - - ３件 20件

事業主(Ｎ=25） - - - ９件

女性家族従業者(Ｎ=48） - - ３件 ９件

その他(Ｎ=５） - - - ２件

 
【産後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「不明」が全体で29.1％、事業主で34.4％、女性家族従業者で20.2％あります。 

 

【産後に休めた日数】 

産後に休めた日数は事業主・女性家族従業者ともに「１～49日」が多くなっています。 
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27.8

31.1

26.2

40.0

13.3

13.1

0.0

20.2

40.0
40.0

3.3

3.6

0.0

13.9

16.7

0.0

3.3

0.0

0.0

33.5

29.5

15.5

19.0

18.0

8.3

10.1

11.5

3.2

13.1

1.3
11.4

11.9

13.1

0.0

39.3

40.0

11.5

14.3

17.1

20.0

0 10 20 30 40 50

全体(N=158)

事業主(N=61)

女性家族従業者(N=84)

その他(N=５)

自分の健康への不安 睡眠不足

仕事・家事への影響 自分の時間がないこと

家族・親族の理解が得られないこと 介護に諸経費がかかること

その他 特に困っていることはない

介護をする必要がない 不明

単位：％

 
問33 あなたが家族等の介護で困っていることはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

■「介護をする必要がない」「自分の健康への不安」が多くなっています。 

「介護をする必要がない」が事業主で 29.5％、女性家族従業者で 39.3％、「自分の健康

への不安」が事業主で31.1％、女性家族従業者で26.2％となっています。 
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47.5

42.6

50.0

4.4

8.2

20.0

2.4

0.0
0.0

60.7

65.5

3.2

3.6

20.0

11.5

9.5

20.0

3.2

3.3

3.6

6.3

6.6

7.1

7.6

3.3

4.8

100.0

1.2

8.2

4.4

9.8

8.2

8.3

100.0

62.0

1.6

10.1

20.0

9.8

6.0

7.6

0.0
0.0
0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体(N=158)

事業主(N=61)

女性家族従業者(N=84)

その他(N=５)

収入がない、少ない 一緒に暮らす家族がいない 身近な相談先がない

趣味や生きがいがない 健康のこと 住宅のこと

後継者がいないこと 老後のことは考えたことがない その他

不安はない 不明

単位：％

 
問34 あなた自身の老後の不安はなんですか。（○は３つまで） 

 

■「健康のこと」「収入がない、少ない」が群を抜いて多くなっています。 

「健康のこと」が最も多く、事業主が60.7％、女性家族従業者が65.5％、次いで「収入

がない、少ない」で事業主が42.6％、女性家族従業者が50.0％でこれらが群を抜いて高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

内  容 件 数 

入所できる施設のこと １ 
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32.3

34.4

32.1

6.3

9.8

20.0

21.4

0.0

0.0

11.9

30.4

31.0

40.0

1.6

6.0

0.0

60.0

3.6

19.6

21.3

9.5

8.9

9.8
16.4

12.7

0.0

29.5

7.6

0 10 20 30 40 50 60 70

全体(N=158)

事業主(N=61)

女性家族従業者(N=84)

その他(N=５)

自治会 老人会 婦人会 ＰＴＡ その他 参加していない 不明

単位：％

 
問35 あなたはどのような地域活動に参加していますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

■「自治会」への参加が 3 割強となっています。 

「自治会」へ参加と答えた事業主が 34.4％、女性家族従業者が 32.1％となっています。

一方で「参加していない」と答えた事業主が29.5％、女性家族従業者が31.0％と二分化し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

内  容 件 数 

ボランティア ４ 

民生委員 ２ 

私学連合会 １ 

スポーツ同好会 １ 

子育てサークル １ 
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7.5

78.3

53.6

88.9

83.8

8.3

44.5

83.6

17.4

46.4

11.1

13.2

83.3

9.0

8.3

50.2

0.0

0.0

2.9

4.3

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(Ｎ=209）

個人事業主で、家族のみで運営している(Ｎ=67）

個人事業主で、家族以外の非正規従業員がいる（Ｎ=23）

個人事業主で、家族以外の正規従業員がいる（Ｎ=28）

法人格を取得していて、非正規従業員がいる（Ｎ=９）

法人格を取得していて、正規従業員・非正規従業員がいる
（Ｎ=68）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

法人格を取得していて、正規従業員のみで運営している

（Ｎ=12）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

いる いない 不明

0.0

0.0

3.6

11.1

20.6

0.0

80.9

88.1

73.9

89.3

77.8

72.1

91.7

11.9

8.3

7.7 11.5

26.1

7.4

11.1

7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(Ｎ=209）

個人事業主で、家族のみで運営している(Ｎ=67）

個人事業主で、家族以外の非正規従業員がいる（Ｎ=23）

個人事業主で、家族以外の正規従業員がいる（Ｎ=28）

法人格を取得していて、非正規従業員がいる（Ｎ=９）

法人格を取得していて、正規従業員・非正規従業員がいる

（Ｎ=68）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

法人格を取得していて、正規従業員のみで運営している
（Ｎ=12）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

いる いない 不明

 

すべての事業所等 〔問 36～問 42〕 

 

(８)事業所等のパートタイム労働者と派遣社員の雇用について 

問 36 貴事業所等には男女にかかわらずパートタイム労働者と派遣社員がいますか。

（項目ごとに、１つに○） 

 

■パートタイム労働者がいる事業所等は約半数で、派遣社員がいる事業所等はわずかです。 

パートタイム労働者については、個人事業主で家族のみで運営している、法人格を取得

していて正規従業員のみで運営している、この二つ以外の事業所等ではパートタイム労働

者が半数以上います。中でも法人格を取得している事業所等は、８割を超えて高くなって

います。 

派遣社員については、個人事業主で家族以外の正規従業員がいる（3.6％）、法人格を取

得していて非正規従業員がいる（11.1％）、法人格を取得していて正規従業員・非正規従業

員がいる（20.6％）の事業所等では派遣社員がいます。 

 

【パートタイム労働者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【派遣社員】 
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51.4

22.9

21.9

19.0

9.5

6.7

1.0

38.1

0 10 20 30 40 50 60

人件費が割安となるため

季節的繁忙への対処のため

１日のうち忙しい時間の対処のため

正規従業員の採用が困難なため

技能のいらない仕事があるため

主婦としての経験を活かせるため

その他

不明

全体（Ｎ=105） 単位：％

11

3

7

1

4

0

0

3

0 5 10 15

人件費が割安となるため

正規従業員を抑えるため

欠員の一時的な補充として

弾力的な雇用が可能なため

社内活性化のため

自社内で育成が困難な業種があるため

その他

不明

全体（Ｎ=16） 単位：件

 
問 37 問 36でパートタイム労働者、派遣社員について「１.いる」と回答された事業

者の方に質問します。必要とするのはどのような理由からですか。（項目ごとに、

あてはまるものすべてに○） 

 

■パートタイム労働者・派遣社員とも「人件費が割安となるため」が多くなっています。 

パートタイム労働者は「人件費が割安となるため」が 51.4％で最も高く、次いで「１日

のうち忙しい時間の対処のため」が38.1％となっています。 

派遣社員は「人件費が割安となるため」が11件で最も多く、次いで「弾力的な雇用が可

能なため」が７件となっています。 

 

【パートタイム労働者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

内  容 件 数 

本人が希望したから １ 

 

【派遣社員】 
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20.9

17.4

42.9

55.6

38.2

33.3

1.9

1.5

4.3

2.9

10.7

11.1

44.8

56.5

46.4

11.1

44.1

50.0

22.2

8.3

31.1

0.0

0.0

0.0

0.0

3.0

8.3

2.9

4.8

44.5

0.0

2.9

0.0

0.0

13.0

3.8

4.5

8.8

0.0

8.7

25.4

13.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(Ｎ=209）

個人事業主で、家族のみで運営している(Ｎ=67）

個人事業主で、家族以外の非正規従業員がいる（Ｎ=23）

個人事業主で、家族以外の正規従業員がいる（Ｎ=28）

法人格を取得していて、非正規従業員がいる（Ｎ=９）

法人格を取得していて、正規従業員・非正規従業員がいる
（Ｎ=68）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

法人格を取得していて、正規従業員のみで運営している
（Ｎ=12）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

結婚・出産にかかわらず、働き続ける 結婚するまで働く 出産するまで働く

育児が一段落したら再び働く その他 不明

 

(９)女性の働き方について 

問38 今後の女性の働き方について考えに最も近いものはどれですか。（１つに○） 

 

■「育児が一段落したら再び働く」が 44.5％で最も高くなっています。 

全体でみると、「育児が一段落したら再び働く」が44.5％で最も高く、次いで「結婚・出

産にかかわらず、働き続ける」が31.1％となっています。 

経営形態別にみると、法人格を取得していて、非正規従業員がいる事業所では「結婚・

出産にかかわらず、働き続ける」が 55.6％で高いのに対して、それ以外の事業所等は「育

児が一段落したら再び働く」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

内  容 件 数 

本人の自由である １ 
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13.2

1.9

6.1 58.8

31.1

10.2

4.8 44.5 3.8

0.7 11.0

13.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事業所(Ｎ=209）

市民(Ｎ=1,374）

結婚・出産にかかわらず、働き続ける 結婚するまで働く 出産するまで働く
育児が一段落したら再び働く その他 不明

 

 市民意識調査との比較 

事業所、市民ともに「育児が一段落したら再び働く」が最も多くなっていますが、

事業所が44.5％と市民の58.8％より14.3ポイント下回っています。一方、「結婚・出

産にかかわらず、働き続ける」では事業所が 31.1％で、市民の 13.2％より 17.9ポイ

ント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

※「事業所等実態調査」の選択肢「その他」は「市民意識調査」では「女性は生涯職業を

持たないのがよい」となっています。 
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家族の理解
と協力

労働時間・
休日・賃金
など労働条
件の改善

子ども、高齢
者の育児・介
護に関する支
援・給付・休
業などの制度
の活用

労働基準法、
男女雇用機
会均等法など
の理解と周知

公的機関の
各種助成金
制度の活用

全体(Ｎ=209） 69.9 22.5 41.1 7.2 18.2

個人事業主で、家族のみで運営している(Ｎ=67） 65.7 19.4 29.9 7.5 16.4

個人事業主で、家族以外の非正規従業員がいる（Ｎ=23） 73.9 26.1 47.8 - 21.7

個人事業主で、家族以外の正規従業員がいる（Ｎ=28） 67.9 28.6 39.3 7.1 14.3

法人格を取得していて、非正規従業員がいる（Ｎ=９） 88.9 22.2 33.3 11.1 33.3

法人格を取得していて、正規従業員・非正規従業員がいる
（Ｎ=68）

70.6 19.1 52.9 10.3 22.1

法人格を取得していて、正規従業員のみで運営している
（Ｎ=12）

75.0 41.7 41.7 - -

定期的な健
康診断の受
診

そ の 他 特にない 不  明

全体(Ｎ=209） 3.8 1.4 1.4 7.7

個人事業主で、家族のみで運営している(Ｎ=67） 6.0 1.5 1.5 13.4

個人事業主で、家族以外の非正規従業員がいる（Ｎ=23） 4.3 - 4.3 4.3

個人事業主で、家族以外の正規従業員がいる（Ｎ=28） 7.1 - 3.6 3.6

法人格を取得していて、非正規従業員がいる（Ｎ=９） - - - -

法人格を取得していて、正規従業員・非正規従業員がいる
（Ｎ=68）

1.5 2.9 - 4.4

法人格を取得していて、正規従業員のみで運営している
（Ｎ=12）

- - - 8.3

＜％表示＞

 
問39 女性が働きやすくするためにはどのようなことが必要だと思いますか。 

（○は２つまで） 

 

■「家族の理解と協力」が７割程度で最も高くなっています。 

全体及び経営形態別でもすべてにおいて「家族の理解と協力」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

内  容 件 数 

保育サービスの充実 １ 
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産業医がい
るので健康
管理等は任
せている

産業医はい
ないが健康
診査等は実
施するよう
にしている

市が実施し
ている基本
健康診査や
がん検診な
どを受診し
ている

生活習慣病
や健康管理
に関する広
報・啓発に
努めている

健康づくりに
関する情報
収集をする
など、健康
管理に努め
ている

そ の 他 不  明

全体(Ｎ=209） 7.7 25.8 29.7 13.4 19.6 7.2 19.6

個人事業主で、家族のみで運営している(Ｎ=67） 1.5 9.0 40.3 6.0 22.4 7.5 37.3

個人事業主で、家族以外の非正規従業員がいる（Ｎ=23） - 34.8 34.8 4.3 4.3 8.7 21.7

個人事業主で、家族以外の正規従業員がいる（Ｎ=28） 3.6 25.0 32.1 10.7 21.4 14.3 14.3

法人格を取得していて、非正規従業員がいる（Ｎ=９） 11.1 11.1 55.6 11.1 44.4 - 11.1

法人格を取得していて、正規従業員・非正規従業員がいる
（Ｎ=68）

17.6 41.2 13.2 25.0 17.6 5.9 5.9

法人格を取得していて、正規従業員のみで運営している
（Ｎ=12）

8.3 33.3 25.0 16.7 25.0 - 8.3

＜％表示＞

 

(10)その他、事業所等の取組について 

問 40 貴事業所等では従業員等の健康管理のためにどのようなことに取り組んでいま

すか。（あてはまるものすべてに○） 

 

■健康管理の一環として健康診査の受診や実施をしている事業所等が多いことがうかがえま

す。 

全体でみると、「市が実施している基本健康診査やがん検診などを受診している」が

29.7％で最も高く、次いで「産業医はいないが健康診査等は実施するようにしている」が

25.8％となっています。 

経営形態別にみると、個人事業主のすべてと、法人格を取得していて、非正規従業員が

いる事業所は「市が実施している基本健康診査やがん検診などを受診している」が多く、

個人事業主で家族以外の非正規従業員がいる事業所と法人格を取得していて正規従業員が

いる事業所は「産業医はいないが健康診査は実施するようにしている」が多くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

内  容 件 数 

民間の医療機関で健康診査等を受けるようにすすめる ２ 

本人に任せている ２ 

人間ドックで検診している １ 

特に行っていない １ 
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17.7

44.1

25.0

10.7

33.3

3.6

8.8

16.7

55.6

25.0

8.6

19.4

8.7

11.1

8.3

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.6

4.3

4.3

0.0

7.1

0.0

8.6

11.8

25.0

0.0

4.3

0.0

0.0

5.3

3.0

0.0

0.5

0.0

0.0

0.0

1.5

0.0

58.4

77.6

78.3

75.0

33.8 0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(Ｎ=209）

個人事業主で、家族のみで運営している(Ｎ=67）

個人事業主で、家族以外の非正規従業員がいる（Ｎ=23）

個人事業主で、家族以外の正規従業員がいる（Ｎ=28）

法人格を取得していて、非正規従業員がいる（Ｎ=９）

法人格を取得していて、正規従業員・非正規従業員がいる

（Ｎ=68）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

法人格を取得していて、正規従業員のみで運営している

（Ｎ=12）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

55歳 60歳 65歳 65歳以上 その他 定めていない 不明

15.8 5.3

19.6

4.7

2.7
0.0

0.0

0.0

0.0

2.4

0.0 0.0

100.0

5.9

57.9

100.0

32.4

0.0

21.6

8.2

0.0

0.0

0.0

4.7

3.6

10.8

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

0.0

0.0

0.0

0.0

21.1

29.7

74.1

76.8

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

従業員はいない（Ｎ=56）

１～９人（Ｎ=85）

10～29人（Ｎ=37）

30～99人（Ｎ=19）

100～299人（Ｎ=４）

300人以上（Ｎ=５）

55歳 60歳 65歳 65歳以上 その他 定めていない 不明

 
問41 貴事業所等では退職年齢を定めていますか。（１つに○） 

 

■「定めていない」が６割程度を占めており、特に個人事業主は「定めていない」が多くなっていま

す。 

全体でみると、「定めていない」が 58.4％で最も高く、次いで「60歳」が 17.7％、「65

歳」が8.6％となっています。 

経営形態別にみると、個人事業主は「定めていない」が７割を超えているのに対して、

法人格を取得している事業所等は退職年齢を定めているところが多いことがわかります。 

従業員数別にみると、従業員数が少なくなるほど、「定めていない」の割合が高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員数別】 
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広報紙やパン
フレットなどで
男女の平等と
相互の理解
や協力の必
要性について
啓発する

仕事と家庭
の両立支援
に関する情
報提供を充
実する

仕事と家庭の
両立支援に
取り組む事業
所等に対す
る、国や自治
体が行う支援
策を充実させ
る

保育所、学
童保育など
の保育環境
を整備する

ホームヘル
プサービス
や施設など
の介護環境
を整備する

女性の職域
を拡大する
ために、職
業訓練の場
を充実する

全体(Ｎ=209） 17.2 20.1 41.1 43.5 25.4 13.4

個人事業主で、家族のみで運営している(Ｎ=67） 9.0 11.9 31.3 23.9 23.9 6.0

個人事業主で、家族以外の非正規従業員がいる（Ｎ=23） 17.4 30.4 34.8 65.2 30.4 8.7

個人事業主で、家族以外の正規従業員がいる（Ｎ=28） 25.0 21.4 50.0 39.3 25.0 25.0

法人格を取得していて、非正規従業員がいる（Ｎ=９） 22.2 11.1 55.6 33.3 22.2 33.3

法人格を取得していて、正規従業員・非正規従業員がいる
（Ｎ=68）

19.1 25.0 51.5 58.8 25.0 14.7

法人格を取得していて、正規従業員のみで運営している
（Ｎ=12）

33.3 25.0 25.0 50.0 25.0 16.7

事業所等の
男女共同参
画の推進や
女性の能力
開発のため
の講座やセミ
ナ－を開催す
る

男女共同参
画に関して、
企業や労働
者のための
情報提供や
相談機能を充
実させる

男女平等に
向けた雇
用・労働条
件確保のた
めに指導的
役割を強化
させる

そ の 他 不  明

全体(Ｎ=209） 6.2 12.9 10.0 1.4 17.7

個人事業主で、家族のみで運営している(Ｎ=67） 4.5 10.4 9.0 3.0 37.3

個人事業主で、家族以外の非正規従業員がいる（Ｎ=23） 17.4 4.3 13.0 - 8.7

個人事業主で、家族以外の正規従業員がいる（Ｎ=28） 3.6 14.3 17.9 - 14.3

法人格を取得していて、非正規従業員がいる（Ｎ=９） - 22.2 22.2 - -

法人格を取得していて、正規従業員・非正規従業員がいる
（Ｎ=68）

5.9 19.1 5.9 1.5 5.9

法人格を取得していて、正規従業員のみで運営している
（Ｎ=12）

8.3 - 8.3 - 8.3

＜％表示＞

 

(11)男女共同参画社会の形成について 

問 42 貴事業所等にとって、自治体が特に重点をおいて取り組むべきと思うことはど

のようなことですか。（○は３つまで） 

 

■「保育所、学童保育などの保育環境を整備する」「仕事と家庭の両立支援に取り組む事業所等

に対する、国や自治体が行う支援策を充実させる」が求められています。 

全体でみると、「保育所、学童保育などの保育環境を整備する」が43.5％で最も高く、次

いで「仕事と家庭の両立支援に取り組む事業所等に対する、国や自治体が行う支援策を充

実させる」が41.1％となっています。 

経営形態別にみると、個人事業主で家族以外の非正規従業員がいる、法人格を取得して

いて正規従業員・非正規従業員がいる、法人格を取得していて正規従業員のみで運営して

いる事業所では「保育所、学童保育などの保育環境を整備する」が多くなっています。 
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【その他回答】 

内  容 件 数 

人間形成のための教育を充実させる １ 

自治体の意識改革が必要である １ 

 

自由回答 

 

内  容 件 数 

男女の共同参画・平等について、強化や充実を図るのではなく、自然の成り行

きにまかせればよい。 
１ 

職場においては男女平等になりつつあるが、家庭内での女性の立場はまだまだ

変わらない。 
１ 

自分自身が努力し、頑張ることである。 １ 

男女がともに思いやる心があれば、どのような職場でも元気に働くことができ

ると思う。 
１ 

育児や介護等の息抜きとして、時間が確保できるよう自治体で考えてほしい。 １ 

「建て前」や「本音」といった展開にならない取組が必要だと思う。 １ 

男女平等を広報等に掲載し、ＰＲ活動を行ってほしい。 １ 

女性は家事や育児に振りまわされ、自分の時間を持つこともできない。 １ 

子どもをしっかり育て上げることが先決だと思う。 １ 

家庭を持ちながら働くためには、職場や家族の理解が得られることが重要だと

考えられる。 
１ 

家事を分担し、男性にもかかわっていただきたい。 １ 

緊急時など、子どもを預けられる体制づくりも考えていくべきである。 １ 

学童保育の充実。 １ 

課税額の上限を引き上げ、女性が得られる収入を増やすよう配慮すべきである。 １ 

自由業は嫌である。 １ 

小さな企業では、アンケートに書かれているような企業組織にすることはむず

かしいと思う。 
１ 
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３ 調査結果からみた現状と課題 
 

今回の調査によって、男女共同参画の視点からみた事業所等の実態が明らかになりまし

た。ここで、調査結果からみた本市の現状と課題をまとめました。 

 

(１)事業所の男女共同参画状況について 

事業所の男女共同参画状況で実現されている割合(一部実現されているを含む)は、「定

年・退職・解雇において男女格差がないこと」は70.8％、「募集・採用において男女格差が

ないこと」は 65.2％、「セクシュアル・ハラスメントの防止措置がとられていること」は

64.0％「賃金において男女格差がないこと」は 63.9％と前向きに取り組まれている状況が

うかがえます。その反面「育児・介護休業制度が、女性に偏ることなく活用されているこ

と」は30.4％、「男女間に事実上生じている不平等な状況を解消するため、特別に女性の登

用を進めるなど、ポジティブ・アクションの取組をすること」については 39.3％と消極的

です。2007年（平成19年）４月に施行された男女雇用機会均等法ではポジティブ・アクショ

ンに取り組む事業主が国の援助を受けられるなど、さらなるポジティブ・アクションへの

取組が定められています。しかし、依然として女性が働く上での権利の侵害や能力の発揮

を妨げるような現状が残っていることがうかがえます。 

職種や役職ごとに女性従業員の占める割合は、正規従業員では「30％未満」「10％未満」

が高く、パート・アルバイトでは「80％以上」と高くなっています。 

このように、不安定なパート・アルバイトなどの雇用が多いことから雇用環境の整備を

図るため、労働に関する関連法令等が制定されており、それに基づく制度などの周知及び

啓発が求められています。 

 

(２)事業所の育児や介護に関する制度について 

育児休業・子の看護休暇・介護休業の制度について就労規則に定めているかについては、

育児休業は47.2％、子の看護休暇は64.0％、介護休業は56.2％が、「明文化はしていない」

状況です。一方、育児休業は 41.6％、子の看護休暇は 24.7％、介護休業は 33.7％が、「就

業規則や労働契約、内規などに定めてある」となっており、特に子の看護休暇が内規に定

められている割合が低くなっています。しかし、平成17年に改正された育児介護休業法で

は、子の看護休暇については、義務化されていることから、今後、事業所に対し制度の周

知を行い利用しやすい環境の整備に取り組む必要があります。 

男性が育児休業・子の看護休暇・介護休業を取得することについては、「積極的に取得す

ることに賛成」と「どちらかといえば取得することに賛成」は、育児休業で 48.4％、子の

看護休暇で56.2％、介護休業で56.2％と肯定的な回答が多くなっています。しかし、育児・
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介護休業、子の看護休暇の取得に関しては、男性が取得することについて事業所の方が市

民より賛成層が下回っています。今後は、事業所等に制度の趣旨の理解を求め、男性をも

含めた働き方の見直しとともに、関連法令等の周知・啓発が求められています。 

育児休業の取得状況については、「利用者あり」が 13.5％（12件）みられますが、取得

しているのは主に女性に偏っています。厚生労働省の調査でも育児休業取得率が女性

70.6％、男性0.56％（2004年度（平成16年度））と、男性の取得率が極めて低く、本市も

同様の傾向がみられます。一方、介護休業の取得状況は4.5％（４件）で、男女ともに１人

が各２件となっています。 

育児休業・介護休業制度を定着させるために特に必要だと思われることは、「休業中の代

替要員の確保」が57.3％で高く、次いで「休業中の賃金補償」が33.7％と人的・金銭的課

題の解決が必要であると考えられます。 

 

(３)ポジティブ・アクションについて 

ポジティブ・アクションの認知度について、「内容について知っている」が28.1％と、回

答した事業所の４分の１程度にとどまっています。また、「名前は聞いたことがあるが、内

容はわからない」が 43.8％、「名前も内容も知らない」が 25.8％となっており、あまり認

知されていない状況がうかがえます。「内容について知っている」（25件）と回答した中で

は、「すでに取り組んでいる」が10件、「今後取り組むことにしている」が９件と、認知さ

れている事業所では実施に前向きであることがうかがえます。実際に取り組んでいる内容

としては、「女性が職場で十分に能力を発揮できるよう、担当セクションや責任者を定める

など、事業所内の推進体制を整備する」が 12件、「男女の役割分担意識に基づく慣行の見

直しなど、職場の環境・風土を改善する」が８件となっています。このような取組状況を

公開することにより国の援助を受けることができるなど、法的な整備もできつつある分野

となっていることから、積極的な取組を促進することが大切です。逆に取り組まない理由

についてみると、「すでに女性従業員が十分に能力を発揮し、活躍をしているから」が多く

なっていますが、従業員が30人以下の小規模事業所による回答にとどまっていることから、

ポジティブ・アクションの重要性について周知を図ることが必要です。 

また、女性労働者が男性労働者と均等な機会を得て、均等な待遇のもとに能力が発揮で 

きるよう、企業における積極的な取組とともに女性労働者自身も仕事に対する意欲や知識、

技能などを高め、職業能力を向上させることが重要です。 

 

(４)事業所の女性従業員の働き方について 

男女雇用機会均等法で、妊娠・出産等を理由とする不利益取扱いの禁止が定められてい

ますが、本調査で妊娠・出産等で退職した女性が元の勤務先に再雇用することについて「就

業規則や労働契約、内規などに定めている」は12.4％にとどまっており、「現在制度はなく、

今後の制度化も未定である」が43.8％、「慣習として行っているが、明文化はしていない」
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が 31.5％と殆んど規定するまでに至っていない状況です。事業所の多くは再雇用した場合

については「本人の意思に合わせる」としており、柔軟に対応している状況がうかがえま

す。女性自身も退職後の時間の経過とともに職業意識や職業能力を維持することが難しく

なることもあることから、円滑に再就職ができるよう様々な支援が必要です。 

 

(５)セクシュアル・ハラスメントについて 

セクシュアル・ハラスメントの概念について、従業員の８割程度に理解をされているこ

とが分かりました。 

しかし、男女雇用機会均等法に定められている職場におけるセクシュアル・ハラスメン

ト防止に必要な雇用管理上の配慮義務について約７割が「知っている」と答えている一方、

約３割が「知らない」と答えています。 

また、セクシュアル・ハラスメントの防止に向けての取組については、「常に職場での実

態把握に努めている」が36.0％、「取り組んでいない」が29.2％に二分化されています。 

このようなことから職場における、セクシュアル・ハラスメントの概念は浸透している

と考えられるものの、男女雇用機会均等法に定められている具体的な取組は十分とはいえ

ない状況がうかがえます。 

平成 19年に男女雇用機会均等法が改正され、セクシュアル・ハラスメント対策として、

男性も含めた雇用管理上必要な措置義務が事業主に定められたことなどを踏まえ、今後各

事業主及び従業員に更なるセクシュアル・ハラスメントに関する周知と啓発が必要です。 

 

(６)女性の就業内容について 

女性（女性事業主、家族従業者（妻など））の業務上の地位については「女性家族従業者」

が53.2％、「女性事業主」が38.6％、「その他」が3.2％となっています。 

事業所等の経営や運営方針の決定権については「男性」が多くなっていますが、女性事

業主の場合は「女性」が多く、業務上の地位によって決定権が違うことがわかります。 

事業から得られる収入の有無については「ある」の割合が女性事業主で 70.5％、女性家

族従業者で64.3％と高いものの、女性家族従業者については「ない」も31.0％みられます。

事業から得られる総収入額については不明が５割程度あるものの「１～199万円」「200～399

万円」が多くを占めています。女性事業主については 600万円以上の回答もみられ、女性

家族従業者よりも収入額が高いことがうかがえます。 

通常仕事に携わっている時間は、女性家族従業者は「４時間未満」が 27.4％となってい

ますが、女性事業主は「８～９時間未満」が 26.2％で女性家族従業者と女性事業主では就

業形態に違いがあります。休日の有無についても３割程度は「特に休日はない」「あっても

家の用事で休めない」状況で、仕事と家庭生活のバランスを保つことが難しい環境にある

ことがうかがえます。 
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事業を運営していく上で特に困ることは「収入が不安定である」や「ボーナスや退職金がな

い」など金銭面に関することや「仕事と家庭生活のけじめがつかない」が多くなっています。 

起業に対する意向については、「考えていない」が半数以上で、特に「女性家族従業者」

の回答が多く、起業に対する意向が低いことがうかがえます。女性が起業するにあたって

の問題点としては、「自己資金不足、資金調達」や「知識・技術の不足」「営業・販売先の

開拓・確保が困難」が多くなっています。 

家庭における家事の分担については、「自分が中心だが夫や家族の協力がある」への回答

がみられるものの、「ほとんど自分がしている」が多く、家事のほとんどを女性が担ってい

る状況がうかがえます。 

出産については「休めた」が３割程度にとどまっており、「休めなかった」が女性家族従

業者で42.9％、女性事業主で26.2％となっています。休めた日数は産前・産後とも「１～

49日」が多くを占めています。 

家族等の介護については、「介護をする必要がない」「自分の健康への不安」が多くなっ

ています。介護する側もされる側も女性が中心となっている現状から、介護を担わなけれ

ばならないという意識のもと、自分自身の健康への不安があるものと考えられます。 

回答者の老後の不安については「健康のこと」「収入がない、少ない」と健康のことや経

済的なことが主なものとなっています。 

自営業等に従事する女性の多くは仕事においても重要な役割を担いながら、正当な報酬

や経営上の地位が得にくいといった問題点を抱えています。責任の範囲や成果の配分を明

確にしたり、休日の確保など、家族同士であっても話し合いによって互いに納得のいく取

り決めをすることで、対等なパートナーとして家族関係を築き、労働を通じて満足感や充

実感を得ることにつながることから、合理的な経営について啓発を進めることが必要です。 

 

(７)事業所等のパートタイム労働者と派遣社員の雇用について 

パートタイム労働者は50.2％（105件）、派遣社員は 7.7％（16件）を雇用しており、必

要とする理由は、パートタイム労働者は「人件費が割安となるため」が51.4％、「１日のう

ち忙しい時間の対処のため」が38.1％となっています。また、派遣社員については16件の

回答のうち「人件費が割安となるため」が 11件、「弾力的な雇用が可能なため」が７件と

なっています。 

全国のパートタイム労働者のうち女性は約 7割を占め、女性雇用者の 5人に 2人はパー

トタイム労働者です。 

その背景には、女性が結婚や出産で退職を余儀なくされている現状が厚生労働省の調査

でも明らかであり、就労意欲のある女性が、再び就労するための支援策が重要な課題です。

それとともに事業所もパートタイム労働法等の趣旨を踏まえ、正規労働者との待遇の均衡

を図り格差是正に努めることにより、少子高齢化の進行による労働力不足の解消にもつな

がります。 
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(８)女性の働き方について 

今後の女性の働き方については「育児が一段落したら再び働く」が44.5％で高く、「結婚・

出産にかかわらず、働き続ける」は31.1％で、子育てを重視していることがうかがえます。 

女性が働きやすくするために必要なことについては、「家族の理解と協力」が69.9％で最

も高く、次いで「子ども、高齢者の育児・介護に関する支援・給付・休業などの制度の活

用」が41.1％となっています。 

このことから、男性も家庭生活の役割を分担し、女性が就労することによって生じる生

活上の負担増をできるだけ軽減することが大切です。また、女性が働きやすい保育施設等

の環境整備や、育児・介護休業制度等の支援制度の周知が求められます。 

 

(９)その他、事業所等の取組について 

 
従業員等の健康管理について取り組んでいることは、「市が実施している基本健康診査や

がん検診などを受診している」や「産業医はいないが健康診査等は実施するようにしてい

る」が多く、健康管理の一環として健康診査の受診や実施をしている事業所等が多いこと

がうかがえます。 

事業所等の退職年齢については、「60歳」（17.7％）、「65歳」（8.6％）となっています。 

しかし、「定めていない」が58.4％で最も高く、特に個人事業主が定めていない状況です。 

 仕事が多忙であるなどの理由で職場での健康診断が受けにくい状況もあることから、公

的な健康診断の充実に努めるとともに、周知、啓発が必要です。 

 

(10)男女共同参画社会の形成について 

自治体が特に重点をおいて取り組むべきこととして、「保育所、学童保育などの保育環境

を整備する」が 43.5％で最も高く、次いで「仕事と家庭の両立支援に取り組む事業所等に

対する、国や自治体が行う支援策を充実させる」が41.1％となっています。 

仕事と家庭の両立を図るために、国でワーク・ライフ・バランス(仕事と家庭の調和)が

推進されています。そのことを踏まえて自治体として保育環境の整備などの取組を推進し

ていくとともに、家庭や地域活動などと仕事を希望するバランスで展開できるよう、個人

に対しては情報提供や、女性の能力開発のための講座やセミナーの開催、職業訓練の場の

充実が求められています。また事業所等に対しては関連法令等を順守した仕事と家庭の両

立支援に積極的な取組への支援が必要です。 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 資   料 



  

 

 

 

 



 

男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

社会
しゃかい

実現
じつげん

に向
む

けての市民
し み ん

意識
い し き

調査
ちょうさ

 

男女
だ ん じ ょ

共同
き ょ う ど う

参画
さ ん か く

社会
し ゃ か い

とは・・・ 

男女
だ ん じ ょ

共同
きょうどう

参画
さ ん か く

社会
し ゃ か い

とは、性別
せ い べ つ

にかかわりなく、誰
だ れ

も

が自
みずか

らの意思
い し

によって自由
じ ゆ う

な活動
か つ ど う

や生
い

き方
か た

ができ、

また、男女
だ ん じ ょ

が喜
よろこ

びや責任
せ き に ん

をともに分
わ

かち合
あ

える社会
し ゃ か い

のことです。 

 

市民意識調査の調査票 

 

 

 
 

 

ご協 力
きょうりょく

のお願
ねが

い 
 

 日頃
ひ ご ろ

から市民
し み ん

の皆
みな

さまには橿原市
か し は ら し

行 政
ぎょうせい

にご理解
り か い

とご 協 力
きょうりょく

をいただき、厚
あつ

くお礼
れい

申
もう

し

上
あ

げます。 

さて、本市
ほ ん し

の男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

施策
し さ く

につきましては、平成
へいせい

18年
ねん

７月
がつ

１日
にち

に男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

推進
すいしん

条 例
じょうれい

を施行
し こ う

し、条 例
じょうれい

の基本
き ほ ん

理念
り ね ん

に基
もと

づき、一人
ひ と り

ひとりが思
おも

いやりの 心
こころ

を持
も

ち、性別
せいべつ

にとらわれず、すべての人
ひと

の人権
じんけん

が尊 重
そんちょう

され、その個性
こ せ い

と能 力
のうりょく

を発揮
は っ き

できる 心
こころ

豊
ゆた

かな

まちを目指
め ざ

し、その推進
すいしん

に取
と

り組
く

んでいるところです。 

この度
たび

、広
ひろ

く市民
し み ん

の皆
みな

さまのご意見
い け ん

をお聞
き

かせいただき、男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

の新
あら

たな取
とり

組
くみ

に向
む

けての基礎
き そ

資料
しりょう

とさせていただくため、アンケートを実施
じ っ し

することにいたしました。 

つきましては、８月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

、市内
し な い

にお住
す

まいの 20歳
さい

以上
いじょう

の男女
だんじょ

のなかから 3,000人
にん

を無作為
む さ く い

に選
えら

ばせていただき、あなたにご 協 力
きょうりょく

をお願
ねが

いすることになりました。お答
こた

え

はすべて、無記名
む き め い

で統計的
とうけいてき

に処理
し ょ り

しますので、個人
こ じ ん

にご迷惑
めいわく

をおかけすることはござい

ません。 

 お 忙
いそが

しいところ 誠
まこと

に 恐 縮
きょうしゅく

ですが、調査
ちょうさ

の趣旨
し ゅ し

をご理解
り か い

いただき、よろしくご 協 力
きょうりょく

お願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 
 

                  平
へ い

成
せ い

18年
ね ん

 ８月
が つ

   橿
か し

原
は ら

市
し

長
ちょ う

   安
あ

 曽
そ

 田
だ

  豊
ゆ た か

 

 

調査票
ちょうさひょう

のご記入
き に ゅ う

にあたって 
  ○ この調査

ち ょ う さ

は、あなた（あて名
な

の方
か た

）ご自身
じ し ん

のお考
かんが

えでご記入
き に ゅ う

ください。 

○ 回
か い

答
と う

は、設
せ つ

問
も ん

ごとに用意
よ う い

してある選択肢
せ ん た く し

の中
な か

から、あてはまる番号
ば ん ご う

に○印
じるし

を付
つ

け

てください。 

  ○ ご記入後
き に ゅ う ご

、同封
ど う ふ う

の返信用
へ ん し ん よ う

封筒
ふ う と う

に入
い

れて、平成
へ い せ い

18年
ね ん

９月
が つ

15日
に ち

（金
き ん

）までにポス

トにご投函
と う か ん

くださいますようお願
ね が

いします。（切手
き っ て

は不要
ふ よ う

です） 

 

お問
と

い合
あ

わせ   橿原市
か し は ら し

役所
や く し ょ

 人権
じ ん け ん

施策課
し さ く か

  男女
だ ん じ ょ

共同
き ょ う どう

参画室
さ ん か く し つ

 

電話
で ん わ

：0744-22-4001（内線
な い せ ん

114） 
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問
とい

１．「 男
おとこ

は仕事
し ご と

、 女
おんな

は家庭
か て い

」という 考
かんが

え方
かた

について、あなたはどう思
おも

いますか。（１つに○） 

 

１． そう思
おも

う    ４． そう思
おも

わない 

２． どちらかといえばそう思
おも

う  ５． わからない 

３． どちらかといえばそう思
おも

わない 

 

 

問
とい

２．次のような分野
ぶ ん や

で男女
だんじょ

の地位
ち い

は平 等
びょうどう

になっていると思
おも

いますか。 

（ア～キのそれぞれについて、１つに○） 

 

 

 

 

 

問
とい

３．現在
げんざい

の法律
ほうりつ

では、夫婦
ふ う ふ

は 夫
おっと

又
また

は妻
つま

のどちらかの姓
せい

を名乗
な の

ることになっていますが、あなた

は、夫婦
ふ う ふ

が別々
べつべつ

の姓
せい

を名乗
な の

ることを認
みと

める方
ほう

がよいと思
おも

いますか。それとも別々
べつべつ

の姓
せい

は認
みと

め

ない方
ほう

がよいと思
おも

いますか。（１つに○） 

 

１． 認
みと

めた方
ほう

がよい   ３． どちらともいえない 

２． 認
みと

めない方
ほう

がよい 

 

 
男性
だ ん せ い

の方
ほ う

が

非常
ひ じ ょ う

に優
ゆ う

遇
ぐ う

されている 

どちらかと

いえば男性
だ ん せ い

の方
ほ う

が優遇
ゆ う ぐ う

されている 

平等
びょうどう

 

どちらかと

いえば女性
じ ょ せ い

の方
ほ う

が優
ゆ う

遇
ぐ う

されている 

女性
じ ょ せ い

の方
ほ う

が

非常
ひ じ ょ う

に優
ゆ う

遇
ぐ う

されている 

わからない 

ア．家庭
か て い

生活
せ い か つ

で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

イ．職場
し ょ く ば

で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ウ．学校
が っ こ う

教育
きょういく

の場
ば

で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

エ．政治
せ い じ

の場
ば

で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

オ．法律
ほ う り つ

や制度
せ い ど

の上
う え

で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

カ．社会
し ゃ か い

通念
つ う ね ん

・慣習
かんしゅう

・ 

しきたりなどで 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

キ．社会
し ゃ か い

全体
ぜ ん た い

で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

■ 男女
だ ん じょ

平等
びょうどう

についておたずねします。 

■ 結婚
け っこ ん

・家庭
か て い

生活
せ いかつ

についておたずねします。 
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問
とい

４．次
つぎ

にあげる家庭
か て い

の中
なか

での仕事
し ご と

は、夫婦
ふ う ふ

のどちらがするのが理想
り そ う

だと思
おも

いますか。また配偶者
はいぐうしゃ

のいる方
かた

はどのようにしていますか。（ア～キのそれぞれについて、１つに○） 

 

理想
り そ う

（全員
ぜ ん いん

）  現実
げん じつ

（配偶者
はい ぐう し ゃ

のいる方
か た

） 

主
お も

に妻
つ ま

 

夫婦
ふ う ふ

で

同
お な

じく

らい 

主
お も

に夫
おっと

 
その他

た

の家族
か ぞ く

 

理想
り そ う

については全員
ぜ ん い ん

の方
か た

が、

現実
げ ん じ つ

については配偶者
は い ぐ う し ゃ

のいる

方
か た

がお答
こ た

えください。 

主
お も

に妻
つ ま

 

夫婦
ふ う ふ

で

同
お な

じく

らい 

主
お も

に夫
おっと

 
その他

た

の家族
か ぞ く

 

１ ２ ３ ４ ア．食事
し ょ く じ

の用意
よ う い

 １ ２ ３ ４ 

１ ２ ３ ４ イ．食事
し ょ く じ

のあとかたづけ １ ２ ３ ４ 

１ ２ ３ ４ ウ．掃除
そ う じ

 １ ２ ３ ４ 

１ ２ ３ ４ エ．食料品
しょくりょうひん

・日
に ち

用品
よ う ひ ん

の買
か

い物
も の

 １ ２ ３ ４ 

１ ２ ３ ４ オ．自治会
じ ち か い

・町内会
ちょうないかい

への参加
さ ん か

 １ ２ ３ ４ 

１ ２ ３ ４ カ．生活
せ い か つ

収入
しゅうにゅう

を得
え

る １ ２ ３ ４ 

１ ２ ３ ４ キ．日常
にちじょう

の家計
か け い

管理
か ん り

 １ ２ ３ ４ 

 

問
とい

５．あなたが１日
にち

のうちで家
か

庭内
ていない

の各
かく

仕事
し ご と

に費
つい

やす時間
じ か ん

をお答
こた

えください。（ア～キのそれぞれ

について、１つに○） 

 

 
０分

ふん

 
１分

ぷん

～ 

30分
ぷん

未満
み ま ん

 

30分
ぷん

～ 

１時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

１時間
じ か ん

～ 

２時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

２時間
じ か ん

～ 

３時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

３時間
じ か ん

 

以上
いじょう

 

ア．食事
し ょ く じ

の用意
よ う い

 １ ２ ３ ４ ５ 6 

イ．食事
し ょ く じ

のあとかたづけ １ ２ ３ ４ ５ 6 

ウ．掃除
そ う じ

 １ ２ ３ ４ ５ 6 

エ．洗濯
せ ん た く

 １ ２ ３ ４ ５ 6 

オ．食料品
しょくりょうひん

・日
に ち

用品
よ う ひ ん

の買
か

い物
もの

 １ ２ ３ ４ ５ 6 

カ．子
こ

どもとのふれあい、育児
い く じ

 １ ２ ３ ４ ５ 6 

キ．親
お や

や病人
びょうにん

の世話
せ わ

 １ ２ ３ ４ ５ 6 
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問
とい

６．あなたは自
じ

分
ぶん

の子
こ

どもはどのように育
そだ

てたいですか。子
こ

どものいない方
かた

、また、子
こ

育
そだ

てを終
お

えられた方
かた

もお答
こた

えください。 （ア～カの 女
おんな

の子
こ

、男
おとこ

の子
こ

のそれぞれについて１つに○） 

 

 

そう思
お も

う 

どちらかと

いえばそう

思
お も

う 

どちらかと

いえばそう

思
お も

わない 

そう思
お も

わな

い 
わからない 

女
おんな

の子
こ

 １ ２ ３ ４ ５ ア． 優
や さ

しく思
お も

いやりの

ある子
こ

に 男
おとこ

の子
こ

 １ ２ ３ ４ ５ 

女
おんな

の子
こ

 １ ２ ３ ４ ５ 
イ． 正義感

せ い ぎ か ん

のある子
こ

に 
男
おとこ

の子
こ

 １ ２ ３ ４ ５ 

女
おんな

の子
こ

 １ ２ ３ ４ ５ ウ． 経済的
け い ざ い て き

に自立
じ り つ

できる

子
こ

に 男
おとこ

の子
こ

 １ ２ ３ ４ ５ 

女
おんな

の子
こ

 １ ２ ３ ４ ５ エ． 身
み

の回
ま わ

りのことが自
じ

分
ぶ ん

でできる子
こ

に 男
おとこ

の子
こ

 １ ２ ３ ４ ５ 

女
おんな

の子
こ

 １ ２ ３ ４ ５ オ． 自
じ

分
ぶ ん

の意見
い け ん

を持
も

ち

はっきりと言
い

える子
こ

に 男
おとこ

の子
こ

 １ ２ ３ ４ ５ 

女
おんな

の子
こ

 １ ２ ３ ４ ５ カ． 素直
す な お

で誰
だ れ

にでも好
す

か

れる子
こ

に 男
おとこ

の子
こ

 １ ２ ３ ４ ５ 

 

問
とい

７． 出 生 率
しゅっしょうりつ

が低
てい

下
か

し、 少
しょう

子
し

化
か

が進
すす

んでいますが、どのようなことが原因
げんいん

だと思
おも

いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

１． 子
こ

育
そだ

てのための経済的
けいざいてき

負担
ふ た ん

が大
おお

きいから 

２． 結婚
けっこん

しない人
ひと

や晩婚
ばんこん

の人
ひと

が増
ふ

えたから 

３． 仕事
し ご と

と子
こ

育
そだ

ての両 立
りょうりつ

が 難
むずか

しいから 

４． 子
こ

育
そだ

ての精神的
せいしんてき

、肉体的
にくたいてき

負担
ふ た ん

が大
おお

きいから 

５． 子
こ

育
そだ

ては母親
ははおや

の負担
ふ た ん

が大
おお

きく、父親
ちちおや

の 協 力
きょうりょく

が足
た

りないから 

６． 子
こ

どもよりも夫婦
ふ う ふ

中 心
ちゅうしん

に生活
せいかつ

を考
かんが

える人
ひと

が増
ふ

えたから 

７． 子
こ

育
そだ

てや子
こ

どもの教 育
きょういく

に自信
じ し ん

がもてないから 

８． 住
じゅう

環 境
かんきょう

がよくないから 

９． 子
こ

どもがほしくないから 

10． その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に                              ） 

 

■ 子
こ

育
そだ

てについておたずねします。 
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※セクシュアル・ハラスメントとは、いわゆる「性的
せいてき

いやがらせ」のことで、性的
せいてき

な

言動
げんどう

により他
ほか

の者
もの

を不快
ふ か い

にさせ、その者
もの

の 就 業
しゅうぎょう

関係
かんけい

その他
た

の生活
せいかつ

環 境
かんきょう

を害
がい

する

こと、又
また

は性的
せいてき

な言動
げんどう

を受
う

けた者
もの

の対応
たいおう

によりその者
もの

に不利益
ふ り え き

を与
あた

えることをいい

ます。 
 

※ドメスティック・バイオレンスとは、配偶者
はいぐうしゃ

、配偶者
はいぐうしゃ

であった者
もの

、パートナーその

他
た

親密
しんみつ

な関係
かんけい

にある者
もの

に対
たい

する身体的
しんたいてき

、性的
せいてき

、精神的
せいしんてき

又
また

は経済的
けいざいてき

暴 力
ぼうりょく

のことをい

います。 

 

 

問
とい

８．男性
だんせい

の方
かた

に質問
しつもん

します。 

あなたは「 男
おとこ

はつらい」と感
かん

じる（思
おも

う）ことはありますか。（どちらか１つに○） 

 

１． ない                 ２． ある 

 

問
とい

９．問
とい

８で「２．ある」と回
かい

答
とう

された方
かた

に質
しつ

問
もん

します。 

それはどんなときですか。（あてはまるものすべてに○） 
 

１． 男
おとこ

だからとがんばることを強 要
きょうよう

される 

２． 妻子
さ い し

を 養
やしな

うのは 男
おとこ

の責任
せきにん

であると言
い

われる 

３． 家族
か ぞ く

とのコミュニケーションがうまくいかない 

４． 衣食住
いしょくじゅう

のことが十 分
じゅうぶん

にできなくて、生活
せいかつ

が不便
ふ べ ん

である 

５． 地域
ち い き

活動
かつどう

の代 表
だいひょう

を男性
だんせい

が引
ひ

き受
う

けなければならない 

６． 長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

であるため、暮
く

らしに余裕
よ ゆ う

がなく、自分
じ ぶ ん

の時間
じ か ん

も持
も

てない 

７． 仕事
し ご と

の責任
せきにん

が大
おお

きい、仕事
し ご と

ができて当
あ

たり前
まえ

だと言
い

われる 

８． 自分
じ ぶ ん

のやりたい仕事
し ご と

を自由
じ ゆ う

に選
えら

べないことがある 

９． 仕事
し ご と

を辞
や

めることができない 

10． 周
まわ

りに自分
じ ぶ ん

の弱
よわ

みをみせられない 

11． その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に                               ） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

問
とい

10．セクシュアル・ハラスメントについて、あなたやあなたのまわりの方
かた

が被害
ひ が い

にあわれたこ

とがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

１． セクシュアル・ハラスメントを受
う

けたことがある 

２． セクシュアル・ハラスメントを受
う

けた人
ひと

から相談
そうだん

されたことがある  

３． セクシュアル・ハラスメントを受
う

けた人
ひと

がいると聞
き

いたことがある 

４． テレビや新聞
しんぶん

などで問
もん

題
だい

になっていることは知
し

っている 

５． セクシュアル・ハラスメントについて見聞
み き

きしたことはない 

６． その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に                               ） 

■ 男女
だ ん じょ

の人権
じ んけん

についておたずねします。 
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問
とい

11．問
とい

10 で「１．セクシュアル・ハラスメントを受
う

けたことがある」と回
かい

答
とう

された方
かた

に質
しつ

問
もん

します。 

セクシュアル・ハラスメントを受
う

けたとき、あるいはその後
ご

、どのような対応
たいおう

をされまし

たか。（あてはまるものすべてに○） 

 

１． セクシュアル・ハラスメントを行
おこな

った相手
あ い て

に抗
こう

議
ぎ

した 

２． 家族
か ぞ く

や身近
み ぢ か

な人
ひと

、友人
ゆうじん

に相談
そうだん

した 

３． 職場
しょくば

の苦情
くじょう

処理
し ょ り

機関
き か ん

や上司
じょうし

などに 訴
うった

えた 

４． 公的
こうてき

な相談
そうだん

機関
き か ん

（労働局
ろうどうきょく

雇用
こ よ う

均等室
きんとうしつ

、県
けん

・市
し

の相談
そうだん

機関
き か ん

等
など

）に相談
そうだん

した 

５． 裁判所
さいばんしょ

などに訴
うった

えた 

６． 仕方
し か た

がないと思
おも

い、何
なに

もしなかった 

７． こわくて何
なに

もできなかった 

８． 世間体
せ け ん て い

や、今後
こ ん ご

の不利益
ふ り え き

を 考
かんが

えると何
なに

もできなかった 

９． その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に                               ） 
 
 

問
とい

12．ドメスティック・バイオレンスについて、あなたやあなたのまわりの方
かた

が 命
いのち

に危険
き け ん

を感
かん

じ

るほどの被害
ひ が い

にあわれたことがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

１． ドメスティック・バイオレンスを受
う

けたことがある 

２． ドメスティック・バイオレンスを受
う

けた人
ひと

から相談
そうだん

されたことがある 

３． ドメスティック・バイオレンスを受
う

けた人
ひと

がいると聞
き

いたことがある 

４． テレビや新聞
しんぶん

などで問
もん

題
だい

になっていることは知
し

っている 

５． ドメスティック・バイオレンスについて見聞
み き

きしたことはない 

６． その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に                               ） 

 

 

問
とい

13．問
とい

12 で「１．ドメスティック・バイオレンスを受
う

けたことがある」と回
かい

答
とう

された方
かた

に質
しつ

問
もん

します。 

橿原市
か し はら し

では、人権
じんけん

擁護
よ う ご

委員
い い ん

や弁護士
べ ん ご し

による人権
じんけん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

を設置
せ っ ち

し、あらゆる差別
さ べ つ

の撤廃
てっぱい

と

人権
じんけん

確立
かくりつ

に向
む

けた施策
し さ く

に取
と

り組
く

んでいますが、あなたはドメスティック・バイオレンスを受
う

けたとき、あるいはその後
ご

、どのような対応
たいおう

をされましたか。（あてはまるものすべてに○） 

 

１． ドメスティック・バイオレンスを 行
おこな

った相手
あ い て

に抗議
こ う ぎ

した 

２． 家族
か ぞ く

や身近
み ぢ か

な人
ひと

、友人
ゆうじん

に相談
そうだん

した 

３． 市
し

や県
けん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

などに相談
そうだん

した 

４． 警察
けいさつ

などに 訴
うった

えた 

５． 仕方
し か た

がないと思
おも

い、何
なに

もしなかった 

６． こわくて何
なに

もできなかった 

７． 世間体
せ け ん て い

や、今後
こ ん ご

の不利益
ふ り え き

を 考
かんが

えると何
なに

もできなかった 

８． その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に                               ） 
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問
とい

14．では、セクシュアル・ハラスメントやドメスティック・バイオレンスをなくすためには、

どのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

１． 配偶者
はいぐうしゃ

・恋人
こいびと

からの暴 力
ぼうりょく

や性的
せいてき

いやがらせに関
かん

する広報
こうほう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

を進
すす

め、社会的
しゃかいてき

関心
かんしん

を高
たか

める 

２． 男女
だんじょ

平 等
びょうどう

や性
せい

に関
かん

する教 育
きょういく

を充 実
じゅうじつ

する 

３． 被害
ひ が い

を受
う

け悩
なや

んでいる人
ひと

に対
たい

する情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

や相談
そうだん

体制
たいせい

を充 実
じゅうじつ

する 

４． 被害者
ひ が い し ゃ

が自立
じ り つ

して生活
せいかつ

できるように支援
し え ん

する 

５． 暴 力
ぼうりょく

をふるう加害者
か が い し ゃ

への対策
たいさく

を進
すす

める 

６． 早期
そ う き

発見
はっけん

・対応
たいおう

に向
む

けた地域
ち い き

や社会
しゃかい

におけるネットワークの構築
こうちく

と内容
ないよう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る 

７． その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に                               ） 

 
 

 

 

問
とい

15．あなたは次
つぎ

に示
しめ

す項目
こうもく

のうちどれにあたりますか。（あてはまるもの１つに○） 

  

１． 自営業
じえいぎょう

（家族
か ぞ く

従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

、農林
のうりん

水産業
すいさんぎょう

も含
ふく

む） ５． 無職
むしょく

 

２． 正社員
せいしゃいん

・正職員
せいしょくいん

などの常 勤
じょうきん

   ６． 家事
か じ

専 業
せんぎょう

 

３． 常 勤
じょうきん

なみのパートタイム・長期
ちょうき

の派遣
は け ん

  ７． 学生
がくせい

 

４． 短
たん

時間
じ か ん

のパートタイム・派遣
は け ん

・内 職
ないしょく

  ８． その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に      ） 

 

 

問
とい

16．問
とい

15 で１～４と回
かい

答
とう

された方
かた

に質
しつ

問
もん

します。 

あなたが 働
はたら

く理由
り ゆ う

は次
つぎ

のうちどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

１． 生計
せいけい

を維持
い じ

するため   ７． 時間
じ か ん

の余裕
よ ゆ う

があるから 

２． 家計
か け い

の足
た

しにするため   ８． 家業
かぎょう

であるから 

３． 将 来
しょうらい

に備
そな

えて貯蓄
ちょちく

するため  ９． 働
はたら

くのは当然
とうぜん

だから 

４． 自
じ

分
ぶん

で自由
じ ゆ う

に使
つか

えるお金
かね

を得
え

るため 10． その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に         ） 

５． 自
じ

分
ぶん

の能力
のうりょく

や資格
し か く

、技術
ぎじゅつ

を生
い

かすため 11． 特
とく

に理由
り ゆ う

はない 

６． 視野
し や

を広
ひろ

めたり、友人
ゆうじん

を得
え

るため 

 
 

問
とい

17．問
とい

15 で５～８と回
かい

答
とう

された方
かた

に質
しつ

問
もん

します。 

あなたは今後
こ ん ご

何
なに

か仕事
し ご と

を持
も

ちたいですか。（あてはまるもの１つに○） 
 

１． 常 勤
じょうきん

の仕事
し ご と

をしたい 

２． パートタイムの勤
つと

め、あるいはアルバイトをしたい 

３． 自
じ

分
ぶん

で独立
どくりつ

した仕事
し ご と

がしたい 

４． 内 職
ないしょく

や自宅
じ た く

でできる仕事
し ご と

をしたい 

５． 仕事
し ご と

を持
も

ちたいとは思
おも

わない 

６． わからない 

■ 仕事
し ご と

についておたずねします。 
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問
とい

18．女性
じょせい

の 働
はたら

き方
かた

について、あなたはどのように 考
かんが

えますか。（あてはまるもの１つに○） 

 

１． 女性
じょせい

は結婚
けっこん

・出 産
しゅっさん

にかかわらず、 働
はたら

き続
つづ

けるのがよい 

２． 女性
じょせい

は結婚
けっこん

後
ご

は家庭
か て い

に入
はい

るのがよい 

３． 女性
じょせい

は出産後
しゅっさんご

は家庭
か て い

に入
はい

るのがよい 

４． 女性
じょせい

は子
こ

育
そだ

ての時期
じ き

は家庭
か て い

に入
はい

り、子
こ

育
そだ

てが終
お

われば 再
ふたた

び 働
はたら

くのがよい 

５． 女性
じょせい

は生涯
しょうがい

職 業
しょくぎょう

を持
も

たないのがよい 

 
 

問
とい

19．育児
い く じ

や家族
か ぞ く

介護
か い ご

を 行
おこな

うために、法律
ほうりつ

に基
もと

づき育児
い く じ

休 業
きゅうぎょう

・子
こ

の看護
か ん ご

休暇
きゅうか

・介護
か い ご

休 業
きゅうぎょう

を取得
しゅとく

できる制度
せ い ど

があります。あなたはこの制度
せ い ど

を活用
かつよう

して、男性
だんせい

が育児
い く じ

休 業
きゅうぎょう

・子
こ

の看護
か ん ご

休暇
きゅうか

・

介護
か い ご

休 業
きゅうぎょう

をとることについてどう思
おも

いますか。（ア～ウのそれぞれについて、１つに○） 

 

 
積極的
せっきょくてき

にとっ

た方
ほ う

がよい 

どちらかとい

えばとった方
ほ う

がよい 

どちらかとい

えばとらない

方
ほ う

がよい 

とらない方
ほ う

が

よい 
わからない 

ア．育児
い く じ

休業
きゅうぎょう

 １ ２ ３ ４ ５ 

イ．子
こ

の看護
か ん ご

休暇
き ゅ う か

 １ ２ ３ ４ ５ 

ウ．介護
か い ご

休業
きゅうぎょう

 １ ２ ３ ４ ５ 

 

問
とい

20．あなたは、男性
だんせい

と女性
じょせい

がともに仕事
し ご と

と家庭
か て い

生活
せいかつ

を両 立
りょうりつ

させていけるような環 境
かんきょう

をつくる

ために、特
とく

にどのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。（あてはまるもの３つに○） 

 

１． 労働
ろうどう

時間
じ か ん

を短 縮
たんしゅく

する 

２． 育児
い く じ

休 業
きゅうぎょう

・介護
か い ご

休 業
きゅうぎょう

制度
せ い ど

を利用
り よ う

できる職場
しょくば

環 境
かんきょう

をつくる 

３． 育児
い く じ

や介護
か い ご

のために退 職
たいしょく

した職 員
しょくいん

を再雇用
さ い こ よ う

する制度
せ い ど

を導 入
どうにゅう

する 

４． 育児
い く じ

休 業
きゅうぎょう

・介護
か い ご

休 業 中
きゅうぎょうちゅう

の賃金
ちんぎん

その他
た

の経済的
けいざいてき

保障
ほしょう

を充 実
じゅうじつ

する 

５． 地域
ち い き

の保育
ほ い く

施設
し せ つ

や介護
か い ご

施設
し せ つ

などの内容
ないよう

と環 境
かんきょう

を充 実
じゅうじつ

する 

６． 在宅
ざいたく

勤務
き ん む

やフレックスタイム（出 勤
しゅっきん

・退勤
たいきん

時刻
じ こ く

を従 業 員
じゅうぎょういん

が決
き

められる制度
せ い ど

）など、 

柔 軟
じゅうなん

な勤務
き ん む

制度
せ い ど

を導 入
どうにゅう

する 

７． 本人
ほんにん

が積極的
せっきょくてき

に 働
はたら

き続
つづ

ける意志
い し

を持
も

ち、努力
どりょく

する 

８． その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に                               ） 

９． 特
とく

にない 
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問
とい

21．橿原市
かし はら し

では、「健康
けんこう

かしはら２１計画
けいかく

」を策定
さくてい

し、①食生活
しょくせいかつ

、②運動
うんどう

・身体
しんたい

活動
かつどう

、③歯
は

の健康
けんこう

、

④タバコ、⑤健康
けんこう

チェックの５つの項目
こうもく

の行動
こうどう

計画
けいかく

について、生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

の予防
よ ぼ う

のため

「健康
けんこう

づくり」を推進
すいしん

していますが、生 涯
しょうがい

にわたる健康
けんこう

づくりのための支援
し え ん

策
さく

として、あな

たは特
とく

に何
なに

が必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。（あてはまるもの２つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

22．仕事
し ご と

との関係
かんけい

において、家庭
か て い

生活
せいかつ

又
また

は地域
ち い き

活動
かつどう

（自治会
じ ち か い

やボランティア）をどのように位置
い ち

づけるのが望
のぞ

ましいと思
おも

いますか。（ア、イの両 方
りょうほう

について１つずつに○） 

 

問
とい

23．あなたが現在
げんざい

、仕事
し ご と

以外
い が い

に 行
おこな

っている活動
かつどう

と、今後
こ ん ご

新
あら

たに始
はじ

めたい（続
つづ

けたい）活動
かつどう

は何
なん

ですか。（現在
げんざい

行
おこな

っている活動
かつどう

と今後
こ ん ご

始
はじ

めたい（続
つづ

けたい）活動
かつどう

それぞれについてあては

まるものすべてに○） 
 

現在
げんざい

やっている  今後
こ ん ご

やってみたい 

１ ア．地域
ち い き

活動
かつどう

（自治会
じ ち か い

、婦人会
ふ じ ん か い

、老人会
ろうじんかい

など） １ 

２ イ．ＰＴＡ、子
こ

ども会
かい

などの青 少 年
せいしょうねん

育成
いくせい

活動
かつどう

 ２ 

３ ウ．ボランティア活動
かつどう

および奉仕
ほ う し

活動
かつどう

 ３ 

４ エ．消費
しょうひ

生活
せいかつ

活動
かつどう

（共 同
きょうどう

購 入
こうにゅう

、生 協
せいきょう

など） ４ 

５ オ．国際
こくさい

交 流
こうりゅう

 ５ 

６ カ．趣味
し ゅ み

・スポーツ・教 養
きょうよう

などの活動
かつどう

 ６ 

７ キ．仕事
し ご と

の技術
ぎじゅつ

を身
み

につけるための活動
かつどう

 ７ 

８ ク．平和
へ い わ

や環 境
かんきょう

を守
まも

るための活動
かつどう

 ８ 

９ ケ．まちづくり・地域
ち い き

おこしに関
かん

する活動
かつどう

 ９ 

10 コ．行 政
ぎょうせい

から委嘱
いしょく

された審議会
し ん ぎ か い

・委員会
い い ん か い

などの公的
こうてき

活動
かつどう

 10 

11 サ．その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に              ） 11 

12 シ．どれにも参加
さ ん か

していない（したくない） 12 

 
家庭
か て い

生活
せ い か つ

又
ま た

は地域
ち い き

活動
か つ ど う

よりも、仕事
し ご と

に専念
せ ん ね ん

する 

家庭
か て い

生活
せ い か つ

又
また

は

地域
ち い き

活動
か つ ど う

にも

携
たずさ

わるが、あ

くまで仕事
し ご と

を

優先
ゆ う せ ん

させる 

家庭
か て い

生活
せ い か つ

又
ま た

は地域
ち い き

活動
か つ ど う

と仕事
し ご と

を同
お な

じように

両立
りょうりつ

させる 

仕事
し ご と

にも携
たずさ

わるが、家庭
か て い

生活
せ い か つ

又
ま た

は

地域
ち い き

活動
か つ ど う

を

優先
ゆ う せ ん

させる 

仕事
し ご と

よりも、

家庭
か て い

生活
せ い か つ

又
ま た

は地域
ち い き

活動
か つ ど う

に専念
せ ん ね ん

する 

わからない 

ア．女性
じょせい

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

イ．男性
だんせい

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

１． 健康
けんこう

に関
かん

する学 習
がくしゅう

機会
き か い

の充 実
じゅうじつ

  ４． 禁煙
きんえん

・分
ぶん

煙
えん

対策
たいさく

の推進
すいしん

 

２． 心
こころ

とからだの健康
けんこう

に関
かん

する情報
じょうほう

の提 供
ていきょう

 ５． その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に        ） 

３． 保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

センターでの相談
そうだん

  ６． わからない 

■ 健康
け ん こう

についておたずねします。 

■ 地域
ち い き

・社会
し ゃ かい

活動
か つ どう

についておたずねします。
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問
とい

24．問
とい

23 で「シ．どれにも参加
さ ん か

していない（したくない）」と回
かい

答
とう

された方
かた

に質
しつ

問
もん

します。 

参加
さ ん か

していない理由
り ゆ う

は次
つぎ

のうちどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

１． 家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

など家庭
か て い

のことで、 ６． 時間
じ か ん

帯
たい

が合
あ

わない 

時間
じ か ん

がとれない   ７． 家族
か ぞ く

の理解
り か い

が得
え

られない 

２． 仕事
し ご と

が 忙
いそが

しく、時間
じ か ん

がとれない  ８． 自
じ

分
ぶん

の能 力
のうりょく

に自信
じ し ん

がない 

３． 自
じ

分
ぶん

の健康
けんこう

に自信
じ し ん

がない  ９． 経済的
けいざいてき

に負担
ふ た ん

がかかる 

４． 仲間
な か ま

や指導者
し ど う し ゃ

がいない   10． その他
た

 

５． 興味
きょうみ

のあるものがない        （具体的
ぐ た い て き

に           ） 

 
 

問
とい

25．社会
しゃかい

活動
かつどう

への参加
さ ん か

を進
すす

めるために必要
ひつよう

なことは何
なん

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

１． 配偶者
はいぐうしゃ

や家族
か ぞ く

の理解
り か い

と 協 力
きょうりょく

 

２． 社会
しゃかい

活動
かつどう

に参加
さ ん か

しやすくなるように、ボランティア休暇
きゅうか

などの職場
しょくば

の制度
せ い ど

を 整
ととの

える 

３． 労働
ろうどう

時間
じ か ん

の短 縮
たんしゅく

などにより時間
じ か ん

的
てき

余裕
よ ゆ う

を持
も

つ 

４． 託児
た く じ

サービスや介護
か い ご

や看護
か ん ご

を支援
し え ん

するサービスなど各種
かくしゅ

サービスの充実
じゅうじつ

 

５． 利用
り よ う

しやすい活動
かつどう

場所
ば し ょ

や活動
かつどう

の成果
せ い か

を発 表
はっぴょう

する場
ば

の提 供
ていきょう

 

６． 地域
ち い き

活動
かつどう

に関心
かんしん

を高
たか

めるよう啓発
けいはつ

や情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

を 行
おこな

う 

７． 社会
しゃかい

参加
さ ん か

のための講座
こ う ざ

開催
かいさい

、リーダー養成
ようせい

、活動
かつどう

グループへの援助
えんじょ

 

８． 地域
ち い き

活動
かつどう

を 行
おこな

うための仲間
な か ま

（ネットワーク）づくりを進
すす

める 

 ９． その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に                               ） 

 
 

 

 

問
とい

26．もしも、あなたが、介護
か い ご

が必要
ひつよう

な状 態
じょうたい

になった場合
ば あ い

、介護
か い ご

保険
ほ け ん

制度
せ い ど

を利用
り よ う

しながらも、主
おも

に

だれに（どこで）世話
せ わ

をしてもらいたいですか。（あてはまるもの１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 夫
おっと

    ６． 娘
むすめ

の 夫
おっと

 

２． 妻
つま

    ７． 社会
しゃかい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

やケア付
つ

き住 宅
じゅうたく

への入 居
にゅうきょ

 

３． 息子
む す こ

    ８． 地域
ち い き

の人々
ひとびと

やボランティア 

４． 娘
むすめ

    ９． その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に            ） 

５． 息子
む す こ

の妻
つま

   10． わからない 

 

■ 高齢期
こ う れ い き

の生活
せ いか つ

についておたずねします。 
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問
とい

27．今後
こ ん ご

、ますます社会
しゃかい

の高齢化
こ うれ いか

が進
すす

むと予想
よ そ う

されていますが、あなたが高齢期
こ うれ いき

について不安
ふ あ ん

に思
おも

う

ことは何
なん

ですか。（あてはまるもの３つに○） 
 

１． 仕事
しごと

がないこと   ７． 友人
ゆうじん

や相談
そうだん

相手
あ い て

がいないこと 

２． 生活費
せ い か つ ひ

のこと    ８． 趣味
し ゅ み

や生
い

きがいがないこと 

３． 健康
けんこう

のこと    ９． 配偶者
はいぐうしゃ

に先立
さ き だ

たれること 

４． 近親者
きんしんしゃ

が近
ちか

くに住
す

んでいないこと 10． 老後
ろ う ご

のことは 考
かんが

えたことがない 

５． 世話
せ わ

をしてくれる人
ひと

がいないこと 11． 特
とく

に不安
ふ あ ん

はない 

６． 住 宅
じゅうたく

のこと    12． その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に        ） 

 

 

 

 

問
とい

28．あなたは、男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けて、自治体
じ ち た い

が特
とく

に重 点
じゅうてん

をおいて取
と

り組
く

むべき

と思
おも

うものは、どのようなことですか。（あてはまるもの３つに○） 

 

１． 男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

に関
かん

する広報
こうほう

・啓発
けいはつ

・学 習
がくしゅう

機会
き か い

を充 実
じゅうじつ

する 

２． 育児
い く じ

や看護
か ん ご

・介護
か い ご

ができるように支援
し え ん

してくれる施設
し せ つ

や体制
たいせい

を整備
せ い び

する 

３． 育児
い く じ

休 業
きゅうぎょう

や介護
か い ご

休 業
きゅうぎょう

等
とう

の取得
しゅとく

を促進
そくしん

するなど、仕事
し ご と

と家庭
か て い

生活
せいかつ

・地域
ち い き

活動
かつどう

を両 立
りょうりつ

 

できるような環 境
かんきょう

を整備
せ い び

する 

４． 企業
きぎ ょ う

などが男女
だ んじ ょ

共 同
きょうど う

参画
さん か く

の推進
す いし ん

に積極的
せっきょくてき

に取
と

り組
く

むよう、情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

など 働
はたら

きかけをする 

５． 自治体
じ ち た い

や企業
きぎょう

の重 要
じゅうよう

な役 職
やくしょく

や地域
ち い き

活動
かつどう

の役員
やくいん

に、女性
じょせい

を積極的
せっきょくてき

に登用
とうよう

するなど、意思
い し

 

  決定
けってい

の場
ば

への女性
じょせい

の参画
さんかく

を促進
そくしん

する 

６． 学校
がっこう

や家庭
か て い

で男女
だんじょ

平 等
びょうどう

教 育
きょういく

を進
すす

める 

７． 男女
だんじょ

が互
たが

いの性
せい

を理解
り か い

しあえる教 育
きょういく

を進
すす

めるなど、生 涯
しょうがい

にわたる健康
けんこう

づくりへの 

   支援
し え ん

策
さく

を充 実
じゅうじつ

する 

８． ドメスティック・バイオレンスやセクシュアル・ハラスメントをなくすための施策
し さ く

を 

   充 実
じゅうじつ

する 

９． 高齢者
こうれいしゃ

や障害者
しょうがいしゃ

、外国人
がいこくじん

などが安心
あんしん

して暮
く

らせる環 境
かんきょう

を整備
せ い び

する 

10． 男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

にかかわる相談
そうだん

を充 実
じゅうじつ

する 

11． その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に                               ） 

12． わからない 

■ 施策
し さ く

についておたずねします。 
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質問
し つ も ん

は以上
い じ ょ う

です。ご協力
きょうりょく

ありがとうございました。 

記入
き に ゅ う

もれがないか、もう一度
い ち ど

ご確認
か く に ん

の上
う え

、同封
ど う ふ う

の返信用
へ ん し ん よ う

封筒
ふ う と う

に入
い

れ、封
ふ う

をして、 

切手
き っ て

を貼
は

らずに９月
が つ

15日
に ち

（金
き ん

）までにポストにご投函
と う か ん

ください。 

 

 

問
とい

29．あなたの性別
せいべつ

は。（どちらか１つに○） 
 

１． 女性
じょせい

                ２． 男性
だんせい

 

 

問
とい

30．あなたの年齢
ねんれい

は満
まん

何歳
なんさい

（平成
へいせい

18年
ねん

８月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

）ですか。 
 

１． 20～29歳
さい

             ４． 50～59歳
さい

 

２． 30～39歳
さい

             ５． 60～69歳
さい

 

３． 40～49歳
さい

             ６． 70歳
さい

以上
いじょう

 

 

問
とい

31．あなたの同居
どうきょ

の家族
か ぞ く

構成
こうせい

は次
つぎ

のどれですか。（1 つに○） 
 

１． 同居
どうきょ

の家族
か ぞ く

はいない         ４． ３世代
せ だ い

世帯
せ た い

（親
おや

と子
こ

と孫
まご

） 

２． １世代
せ だ い

世帯
せ た い

（夫婦
ふ う ふ

のみ）       ５． その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に          ） 

３． ２世代
せ だ い

世帯
せ た い

（親
おや

と子
こ

） 

 

問
とい

32．あなたは現在
げんざい

配偶者
はいぐうしゃ

（ 夫
おっと

又
また

は妻
つま

）がいますか。（どちらか 1 つに○） 
 

1． 配偶者
はいぐうしゃ

がいる            2． 配偶者
はいぐうしゃ

がいない 

 

問
とい

33 問
とい

32 で「１．配偶者
はいぐうしゃ

がいる」と回
かい

答
とう

された方
かた

におたずねします。 

あなた方
がた

は共
とも

働
ばたら

きですか。（どちらか 1 つに○） 
 

１． はい   ２． いいえ 

 

 

 

◎このほか、男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

についてご意見
い け ん

があればご自由
じ ゆ う

にお書
か

きください。 
 

 

 

 

■ あなた自身
じ し ん

のことについておたずねします。 

■ 最後
さ い ご

に 
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男女
だ ん じょ

共同
きょうどう

参画
さ ん かく

社会
し ゃ かい

実現
じ つ げん

に向けての事業所
じぎ ょ うしょ

等
と う

実態
じ っ たい

調査
ち ょ うさ

 

事業所等実態調査の調査票 

 

 

 

ご協力のお願い 

 

日ごろから市民の皆様には橿原市行政にご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上

げます。 

さて、本市の男女共同参画施策につきましては、平成18年７月１日に男女共同参画推

進条例を施行し、条例の基本理念に基づき、一人ひとりが思いやりの心を持ち、性別に

とらわれず、すべての人の人権が尊重され、その個性と能力を発揮できる心豊かなまち

を目指し、その推進に取り組んでいるところです。 

この調査は、男女共同参画を推進する施策を検討するにあたっての基礎資料とするた

め、民間事業所及び商工業等の自営業における女性家族従業者の意識や実態を把握する

ため、市内 500の事業所等を対象に、橿原商工会議所のご協力をいただき実施するもの

です。 

なお、資料につきましては調査目的以外には使用することはありませんので、調査の

趣旨をご理解いただき、ご協力の程、お願いいたします。 

 

                     平成19年 ２月   橿原市長   安曽田 豊 

 

調査票のご記入にあたって 
    調査結果は統計的に処理しますので、ご迷惑をおかけすることはありません。 

○ 平成19年２月現在でご記入ください。 

○ 法人事業主（経営者、支社の責任者）の方は問１～22、36～42までお答えください。 

○ 法人事業主の女性の方は問１～42までのすべての問にお答えください。 

○ 自営業の場合はできるだけ女性（女性事業主、家族従業者（妻など））が問１～４、

23～42までお答えください。 

○ 回答は、設問ごとに用意してある選択肢の中から、あてはまる番号に○印を付けてく

ださい。 

  ○ ご記入後、同封の返信用封筒に入れて、平成19年２月14日（水）までにポストに

ご投函
とうかん

くださいますようお願いします。（切手は不要です） 

 

お問い合わせ   橿原市
か し は ら し

役所
やくしょ

 人権
じんけん

施策課
し さ く か

  男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画室
さんかくしつ

 

電話：0744-22-4001（内線114） 
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貴事業所等の概要について 

 

問１ 経営形態についてあてはまるものをお答えください。（１つに○） 

 

１． 個人事業主で、家族のみで運営している 

２． 個人事業主で、家族以外の非正規従業員※がいる 

３． 個人事業主で、家族以外の正規従業員※がいる 

４． 法人格を取得していて、非正規従業員がいる 

５． 法人格を取得していて、正規従業員・非正規従業員がいる 

６． 法人格を取得していて、正規従業員のみで運営している 

 

※ 正規従業員：正規の雇用で雇われた労働者 

非正規従業員：パートタイム労働者やアルバイト、派遣社員や契約社員 

 

問２ 従業員数等についてあてはまるものをお答えください。（１つに○） 

 

１． 従業員はいない  ３． 10～29人   ５． 100～299人 

２． １～９人  ４． 30～99人   ６． 300人以上 

 

問３ 主な業種についてあてはまるものをお答えください。（１つに○） 

 

１． 農業・林業・漁業   ８． 飲食店、宿泊業 

２． 建設業     ９． 金融・保険業 

３． 製造業     10． 不動産業 

４． 電気・ガス・熱供給・水道業  11． 医療・福祉 

５． 運輸業     12． 教育・学習支援業 

６． 情報通信業    13． サ－ビス業 

７． 卸売・小売業    14． その他（           ） 

 

問４ 女性の従業員の職種についてあてはまるものをお答えください。（あてはまる項目すべて○） 

 

１． 営業・販売   ３． 専門・技術  ５． サ－ビス 

２． 事務・管理  ４． 生産・技能  ６． その他（       ） 
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ここからの設問は問１で４～６と回答された事業所の方のみお答えください。 

※ 問１で１～３と回答された方は問 23 へお進みください。 

（問１で１～３と回答された女性事業主は引き続きご記入ください。） 
 

貴事業所の男女共同参画状況について 

 

問５ あなたの事業所に限らず、一般的に事業所においては次の各項目の状況はどの程度だと思い

ますか。（項目ごとに、１つに○） 

 
十分実現

されてい

る 

まだ十分
実現され
ていない
が一部実
現されて
いる 

まだ実現

されてい

ない 

実現され

る必要は

ない 

わからな

い 

①募集・採用において男女格差がないこと １ ２ ３ ４ ５ 

②賃金において男女格差がないこと １ ２ ３ ４ ５ 

③配置・昇進・研修・教育訓練において男女格差がないこと １ ２ ３ ４ ５ 

④定年・退職・解雇において男女格差がないこと １ ２ ３ ４ ５ 

⑤性別による仕事の分業がないこと １ ２ ３ ４ ５ 

⑥仕事と家庭の両立を可能にするような環境整備（労働時間の調整、

学校行事に参加するための休暇制度など）が整っていること 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑦育児・介護休業制度が、女性に偏
かたよ

ることなく活用されていること １ ２ ３ ４ ５ 

⑧育児などで一旦
いったん

退職した場合の再就職の機会があること １ ２ ３ ４ ５ 

⑨男女間に事実上生じている不平等な状況を解消するため、特別に女性

の登用を進めるなど、ポジティブ・アクション※の取組をすること 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑩セクシュアル・ハラスメント※の防止措置がとられていること １ ２ ３ ４ ５ 

 

※ポジティブ・アクション（積極的
せっきょくてき

改善
かいぜん

措置
そ ち

）とは 

｢男女間の参画機会の格差を改善するため、必要な範囲内で男女のいずれか一方に、その機会を積極的に提

供すること｣、又は、｢男女労働者間に事実上生じている格差を解消するための企業による積極的かつ自主的

な取組｣をいいます。 

※セクシュアル・ハラスメントとは 

いわゆる「性的いやがらせ」のことで、性的な言動により他の者を不快にさせ、その者の就業関係その他の

生活環境を害すること、又は性的な言動を受けた者の対応によりその者に不利益を与えることをいいます。 

※平成19年４月１日の男女雇用機会均等法の改正に伴い、職場におけるセクシュアル・ハラスメント対策は男性も対象

となります。 
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問６ 貴事業所では、次の職種や役職ごとに、女性従業員の占める割合はどのくらいですか。（項

目ごとに、１つに○） 
 

雇用形態・職種別にみた場合 
 

  ０％ 10％未満 30％未満 50％未満 80％未満 80％以上 

正規従業員のうち女性の割合 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 営業・販売のうち女性の割合 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 事務・管理のうち女性の割合 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 専門・技術のうち女性の割合 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 生産・技能のうち女性の割合 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 サービス職のうち女性の割合 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

パート・アルバイトのうち女性の割合 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
 

役職別にみた場合 
 

  ０％ 10％未満 30％未満 50％未満 80％未満 80％以上 

役員・部長相当職のうち女性の割合 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

課長相当職のうち女性の割合 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

係長相当職のうち女性の割合 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
 

貴事業所の育児や介護に関する制度について 

 

参考：【男性が育児休業や介護休業を取得することについて】市民意識調査結果（平成18年９月実施）より 

 男性の育児休業や介護休業の取得についてみると、『取得した方がよい』への回答が、「育児休業」につい

ては女性が 72.5％、男性が 63.4％、「子の看護休暇」については女性が 76.4％、男性が 67.6％、「介護休業」

については女性が 80.9％、男性が 72.2％と高い割合がみられ、取得に対して前向きな意向があることがう

かがえます。 

 

問７ 市民意識調査結果をみると、育児休業・子の看護休暇・介護休業の取得に対して前向きな回

答がみられますが、貴事業所では育児・介護休業制度を就業規則などで規定していますか。

（項目ごとに、１つに○） 
 

 就業規則や労働契約、
内規などに定めてある 

明文化はしていない その他 

育児休業 １ ２ 
３ 

（           ） 

子の看護休暇※ １ ２ 
３ 

（           ） 

介護休業 １ ２ 
３ 

（           ） 
 
※ 育児・介護休業法の改正（平成17年４月）に伴い子の看護休暇が制度化され、小学校就学前の子を

養育する労働者は、申し出ることにより、１年に５日を限度として、負傷し、又は疾病にかかった
その子の世話を行うため休暇が取得できるようになりました。 

 

問８ 育児休業の取得について過去３年間の状況をご記入ください。（１つに○及び数値をご記入

ください。） 

 

１． 利用者あり    女性（      ）人    男性（      ）人 

２． 利用者なし 
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問９ 問８で１と回答された事業者の方に質問します。復帰後の配置についてご記入ください。（あ

てはまるものに○及び数値をご記入ください。） 

 

女性 

１． 休業前と同じ職場に配置 （    ）人   ２． 以前と変わった （    ）人 

 

男性 

１． 休業前と同じ職場に配置 （    ）人   ２． 以前と変わった （    ）人 

 

問10 介護休業の取得について過去３年間の状況をご記入ください。（１つに○及び数値をご記入ください。） 

 

１． 利用者あり    女性（      ）人    男性（      ）人 

２． 利用者なし 

 

問11 問10で１と回答された事業者の方に質問します。復帰後の配置についてご記入ください。

（あてはまるものに○及び数値をご記入ください。） 

 

女性 

１． 休業前と同じ職場に配置 （    ）人   ２． 以前と変わった （    ）人 

 

男性 

１． 休業前と同じ職場に配置 （    ）人   ２． 以前と変わった （    ）人 

 

問12 男性が育児休業・子の看護休暇・介護休業を取得することについて貴事業所の考えに最も近

いものはどれですか。（項目ごとに、１つに○） 

 

 積極的に取得す
ることに賛成 

どちらかとい
えば取得する
ことに賛成 

どちらかとい
えば取得する
ことに反対 

取得すること
に反対 

わからない 

育児休業 １ ２ ３ ４ ５ 

子の看護休暇 １ ２ ３ ４ ５ 

介護休業 １ ２ ３ ４ ５ 

 

問13 育児・介護休業制度を定着させるために特に必要だと思われることはなんですか。（○は２つまで） 
 

１． 休業中の代替
だいたい

要員の確保   ６． 利用者・非利用者間の不公平感の是正 

２． 制度を利用しやすい雰囲気づくり  ７． 休業者の能力低下への訓練コストへの支援 

３． 休業中の賃金補償   ８． その他（             ） 

４． 復職時の受け入れ体制   ９． わからない 

５． 代替要員の教育訓練コストへの支援 

 

参考：【男女が仕事と家庭を両立させるために必要なことについて】市民意識調査結果（平成18年９月実施）より 

 仕事と家庭の両立について必要なことについては、「育児休業・介護休業制度を利用できる職場環境をつく

る」で女性が 69.5％、男性が 62.2％と最も高く、次いで「地域の保育施設や介護施設などの内容と環境を

充実する」が女性で52.4％、男性で45.5％と続いており、職場環境などの基盤の充実が求められていること

がうかがえます。 
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ポジティブ・アクション※について 
 

※用語の説明は２ページにあります。 
 

問14 男女雇用機会均等法が改正され、ポジティブ・アクションの実施状況を外部に開示する際の

援助が行われることになりますが、ポジティブ・アクションについて貴事業所が該当するも

のはどれですか。（１つに○） 
 

１． 内容について知っている 

２． 名前は聞いたことがあるが、内容はわからない 

３． 名前も内容も知らない 

 

問15 問14で１と回答された事業者の方に質問します。ポジティブ・アクションに取り組んでい

ますか。（１つに○） 
 

１． すでに取り組んでいる 

２． 今後取り組むことにしている 

３． 今のところ取り組む予定はない 

 

問16 問15で１または２と回答された事業者の方に質問します。どのようなことに取り組んだり、

取り組むことにしていますか。（あてはまるものすべてに○） 
 

１． 男女の役割分担意識に基づく慣行の見直しなど、職場の環境・風土を改善する 

２． 女性が職場で十分に能力を発揮できるよう、担当セクションや責任者を定めるなど、事業所内

の推進体制を整備する 

３． 女性の能力発揮の状況や、能力を発揮するにあたっての問題点について調査・分析を行う 

４． 女性が職場で十分に能力を発揮できるよう、具体的な取組について方針を定めたり計画を策定する 

５． 女性がいない、または少ない職務・役職に、意欲と能力のある女性を積極的に採用・登用する 

６． 女性がいない、または少ない職務・役職に女性が従事するための研修や教育訓練を積極的に実施する 

７． 男性従業員に対し、女性の能力発揮の重要性について啓発を行う 

８． 性別で評価されることがないよう、人事考課基準を明確に定める 

９． 体力面での個人差を補う器具や設備を設置するなど、働きやすい職場環境を整備する 

10． 仕事と家庭との両立を支援する制度を導入し、活用を促進する 

11． その他（                         ） 

 

問17 問15で３と回答された事業者の方に質問します。ポジティブ・アクションに取り組まない

のはどのような理由からですか。（あてはまるものすべてに○） 
 

１． 日常業務が忙しいため対応する余裕がないから 

２． コストの上昇につながっていくから 

３． 事業所等にとってのメリットが期待できないから 

４． ポジティブ・アクションの手法
しゅほう

がわからないから 

５． 男性従業員の理解が得られないから 

６． 女性従業員の理解が得られないから 

７． すでに女性従業員が十分に能力を発揮し、活躍をしているから 

８． その他（                       ） 
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貴事業所の女性従業員の働き方について 

 

問18 妊娠・出産等で退職した女性をもとの勤務先に再雇用することについて就業規則などで規定

していますか。（１つに○） 
 

１． 就業規則や労働契約、内規などに定めている 

２． 慣習として行っているが、明文化はしていない 

３． 現在制度はないが、今後、導入が決定している 

４． 現在制度はなく、今後の制度化も未定である 

５． その他（                    ） 

 

問19 問18で１または２と回答された事業者の方に質問します。再雇用後の女性従業員の配置は

どのようになっていますか。（１つに○） 
 

１． 正規従業員として配置   ４． 年齢によって異なる 

２． パート・アルバイトとして配置  ５． その他（          ） 

３． 本人の意思に合わせる   ６． 特に定めていない 
 

セクシュアル・ハラスメント※について 
 

※用語の説明は２ページにあります。 
 

問20 貴事業所ではセクシュアル・ハラスメントの概念について、従業員の共通の理解が得られて

いると思いますか。（１つに○） 
 

１． 理解されていると思う   ３． あまり理解されていないと思う 

２． だいたい理解されていると思う  ４． わからない 
 

問21 事業所等は男女雇用機会均等法第21条により以下のようなセクシュアル・ハラスメント防

止に必要な雇用管理上の配慮義務を負っています。これらについて知っていますか。 

 

○セクシュアルハラスメントの内容・セクシュアル・ハラスメントがあってはならない旨の方針を明確

化し、周知・啓発すること 

○行為者については、厳正に対処する旨の方針・対処の内容を就業規則等に規定し、周知・啓発すること 

○相談窓口をあらかじめ定めること 

○窓口担当者は、内容や状況に応じ適切に対応できるようにすること。また、広く相談に対応すること 

○相談の申出があった場合、事実関係を迅速かつ正確に確認すること 

○事実確認ができた場合は、行為者及び被害者に対する措置をそれぞれ適切に行うこと 

○再発防止に向けた措置を講ずること 

○相談者・行為者等のプライバシーを保護するために必要な措置を講じ、周知すること 

○相談したこと、事実関係の確認に協力したこと等を理由として不利益な取扱いを行ってはならない旨

を定め、周知すること 

 

１． 知っている    ２． 知らない 
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問22 貴事業所ではセクシュアル・ハラスメントの防止に向けてどのような取組を行っていますか。

（あてはまるものすべてに○） 

 

１． 就業規則や内規などセクシュアル・ハラスメント防止の指針を定めている 

２． セクシュアル・ハラスメント防止のパンフレット等の資料を配布し、周知・啓発をしている 

３． セクシュアル・ハラスメントに関する社員教育を行っている 

４． 相談窓口を設けている 

５． 常に職場での実態把握に努めている 

６． 取り組んでいない 

７． その他（                      ） 
 

※問 35 へお進みください。 

ここからの設問はできるだけ女性（女性事業主、家族従業者（妻など））がお

答えください。 
 

あなたの就業内容等について 

 

問23 あなたの業務上の地位はつぎのうちどれですか。（１つに○） 

 

１． 事業主    ２． 女性家族従業者   ３． その他（        ） 

 

問24 貴事業所の経営や運営方針の決定権は男性・女性のどちらにありますか。（１つに○） 

 

１． 男性    ２． 女性         ３． 男女ともに 

 

問25 あなたは事業から得られる収入がありますか。（１つに○） 

※ある場合は事業から得られる総収入額を記入してください。 

 

１． ある （                万円）    ２． ない 

 

問26 あなたが通常、仕事に携わっている時間は１日平均何時間ですか。（１つに○） 
 

１． ４時間未満    ５． ８～９時間未満 

２． ４～６時間未満    ６． ９～10時間未満 

３． ６～７時間未満    ７． 10～12時間未満 

４． ７～８時間未満    ８． 12時間以上 

 

問27 休日はありますか。（あてはまるものに○及び数値をご記入ください。） 

 

１． 定休日がある（  ヶ月に  日程度）  ３． 特に休日はない 

２． 不定期に休日がある（  ヶ月に  日程度） ４． あっても家の用事で休めない 
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問28 事業を運営していく上で特に困ることはありますか。（○は３つまで） 

 

１． 仕事と家庭生活のけじめがつかない ７． 勤務時間が定まっていない 

２． 休日があっても休めない   ８． 長時間労働である 

３． 自分のための時間がない   ９． 家事や育児に十分な時間がとれない 

４． 家族が一緒に息抜きができない  10． 病気やけがで休んだら補償がない 

５． 自分の報酬がない   11． ボーナスや退職金がない 

６． 収入が不安定である   12． その他（             ） 

 

問29 自分自身で起業したいと考えていますか。（１つに○） 

 

１． すでに起業している   ４． 一度試みたが失敗した 

２． 考えている    ５． 考えていない 

３． 機会があれば起業したい 

 

問30 女性が起業するにあたっての問題点はなんですか。（○は３つまで） 

 

１． 自己資金不足、資金調達   ６． 起業に関する情報の不足 

２． 担保力、信用力の不足   ７． 家族の理解が得られないこと 

３． よい人材の不足    ８． 社会的な理解の不足 

４． 営業・販売先の開拓・確保が困難  ９． その他（             ） 

５． 知識・技術の不足   10． 特になし 

 

参考：【家庭の中での仕事の理想と現実について】市民意識調査結果（平成18年９月実施）より 

 家庭の仕事における夫婦のあり方についてみると、「生活収入を得る」・「日常の家計管理」以外の「食事の

用意」や「食事のあとかたづけ」、「掃除」、「食料品・日用品の買い物」の項目で現実としては『主に妻』の

回答が多くなっていますが、理想としては『夫婦で同じくらい』を求めている回答が多くなっています。 

 

問31 市民意識調査結果をみると、家事の大半を妻が担っている状況で、理想とのへだたりがみら

れますが、あなたの家庭では家事はどのようにされていますか。（１つに○） 

 

１． ほとんど自分がしている   ４． 夫が中心だが自分や家族が協力している 

２． 自分が中心だが夫や家族の協力がある ５． ほとんど夫がしている 

３． 家族で分担している   ６． その他（          ） 

 

問32 あなたが出産したときはどうでしたか。（あてはまるものに○及び数値をご記入ください。） 

 

産前 １． 休めた （     ）日  ２． 休めなかった  ３． 出産しなかった 

産後 １． 休めた （     ）日  ２． 休めなかった  ３． 出産しなかった 
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問33 あなたが家族等の介護で困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

１． 自分の健康への不安   ６． 介護に諸経費がかかること 

２． 睡眠不足    ７． その他（             ） 

３． 仕事・家事への影響   ８． 特に困っていることはない 

４． 自分の時間がないこと   ９． 介護をする必要がない 

５． 家族・親族の理解が得られないこと 

 

問34 あなた自身の老後の不安はなんですか。（○は３つまで） 

 

１． 収入がない、少ない   ６． 住宅のこと 

２． 一緒に暮らす家族がいない  ７． 後継者
こうけいしゃ

がいないこと 

３． 身近な相談先がない      ８． 老後のことは考えたことがない 

４． 趣味や生きがいがない   ９． その他（            ） 

５． 健康のこと    10． 不安はない 

 

問35 あなたはどのような地域活動に参加していますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

１． 自治会     ４． ＰＴＡ 

２． 老人会     ５． その他（           ） 

３． 婦人会     ６． 参加していない 

 

ここからの設問はすべての方がお答えください。 

貴事業所等のパートタイム労働者と派遣社員の雇用について 

 

問36 貴事業所等には男女にかかわらずパートタイム労働者と派遣社員がいますか。（項目ごとに、

１つに○） 

 

パートタイム労働者 

１． いる                 ２． いない 

 

派遣社員 

１． いる                 ２． いない 
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問37 問36でパートタイム労働者、派遣社員について１と回答された事業者の方に質問します。

必要とするのはどのような理由からですか。（項目ごとに、あてはまるものすべてに○） 

 

パートタイム労働者 

１． 人件費が割安となるため   ５． 技能のいらない仕事があるため 

２． 季節的繁忙
はんぼう

への対処のため  ６． 主婦としての経験を活かせるため 

３． １日のうち忙しい時間の対処のため ７． その他（            ） 

４． 正規従業員の採用が困難なため 

 

 派遣社員 

１． 人件費が割安となるため   ５． 社内活性化のため 

２． 正規従業員を抑えるため   ６． 自社内で育成が困難な業種があるため 

３． 欠員の一時的な補充として  ７． その他（            ） 

４． 弾力的な雇用が可能なため 

 

女性の働き方について 

 

参考：橿原市の子育て家庭を支援する取組について 

 本市では、平成 16年３月に「橿原市次世代育成支援行動計画」を策定し、「男女共同で参画する子育て支

援」や「多様な保育サービスの充実」、「妊娠・出産の安全性の確保」、「子どもが安全で安心して生活できる

環境の確保」など、子育て中の人やこれから子育てしようとする人たちが安心して子どもを生み、育て、子

育てに夢や喜びを感じることができるよう、総合的に施策を推進しています。 

 

問38 今後の女性の働き方について考えに最も近いものはどれですか。（１つに○） 

 

１． 結婚・出産にかかわらず、働き続ける 

２． 結婚するまで働く 

３． 出産するまで働く 

４． 育児が一段落したら再び働く 

５． その他（                    ） 

 

問39 女性が働きやすくするためにはどのようなことが必要だと思いますか。（○は２つまで） 

 

１． 家族の理解と協力 

２． 労働時間・休日・賃金など労働条件の改善 

３． 子ども、高齢者の育児・介護に関する支援・給付・休業などの制度の活用 

４． 労働基準法、男女
だんじょ

雇用
こ よ う

機会
き か い

均等法
きんとうほう

などの理解と周知 

５． 公的機関の各種助成金制度の活用 

６． 定期的な健康診断の受診 

７． その他（                             ） 

８． 特にない 
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その他、事業所等の取組について 

 

問 40 貴事業所等では従業員等の健康管理のためにどのようなことに取り組んでいますか。（あて

はまるものすべてに○） 

 

１． 産業医がいるので健康管理等は任せている 

２． 産業医はいないが健康診査等は実施するようにしている 

３． 市が実施している基本健康診査やがん検診などを受診している 

４． 生活習慣病や健康管理に関する広報・啓発に努めている 

５． 健康づくりに関する情報収集をするなど、健康管理に努めている 

６． その他（                             ） 

 

問41 貴事業所等では退職年齢を定めていますか。（１つに○） 

 

１． 55歳   ３． 65歳      ５． その他（     歳） 

２． 60歳   ４． 65歳以上  ６． 定めていない 
 

男女共同参画社会の形成について 

 

問42 貴事業所等にとって、自治体が特に重点をおいて取り組むべきと思うことはどのようなこと

ですか。（○は３つまで） 

 

１． 広報紙やパンフレットなどで男女の平等と相互
そ う ご

の理解や協力の必要性について啓発する 

２． 仕事と家庭の両立支援に関する情報提供を充実する 

３． 仕事と家庭の両立支援に取り組む事業所等に対する、国や自治体が行う支援策を充実させる 

４． 保育所、学童保育などの保育環境を整備する 

５． ホームヘルプサービスや施設などの介護環境を整備する 

６． 女性の職域を拡大するために、職業訓練の場を充実する 

７． 事業所等の男女共同参画の推進や女性の能力開発のための講座やセミナ－を開催する 

８． 男女共同参画に関して、企業や労働者のための情報提供や相談機能を充実させる 

９． 男女平等に向けた雇用・労働条件確保のために指導的役割を強化させる 

10． その他（                             ） 

 

 

◎このほか、男女がともに働きやすい社会づくりについて、ご意見やご要望がありましたら、ご自

由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 
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